
        
            
                
            
        

    
    
      
        
      
    

  











































































友達の妹が俺にだけウザい２
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　馴なれ合あい無用、彼女不要、友達は真に価値あるひとりがいればいい。『青春』の一切いっさいは非効率、苛酷な人生レースを生き抜くためには無駄を極限まで省くべし──という信条を胸に生きている俺おれ、大星明照おおぼしあきてるの部屋に入り浸る奴やつがいる。

　小日向彩羽こひなたいろは。妹でも友達でもなく、ましてや恋人なんかでは断じてない、ただの友達の妹。

　そんなウザさ極きわまる面倒な後輩である彩羽だが、彼女にはひとつだけ秘密があった。

　それは謎なぞのアプリゲーム制作集団《５階同盟》の影のメンバーであること。

《５階同盟》とはプロデューサー・俺、天才プログラマー・ＯＺこと小日向乙馬おずま、イラストレーター・紫式部先生むらさきしきぶせんせいこと影石菫かげいしすみれ、ラノベ業界の超新星であるベストセラー作家でありながら何故なぜか協力してくれたシナリオライター・巻貝まきがいなまこの四人が中心となった創作集団だ。

　代表作の『黒き仔山羊の鳴く夜に』は、市場にほとんどない本格ホラー×魅力的なキャラの運営コンテンツとして人気を博し、大勢のユーザーに遊んでもらっていた。

　そのゲームにおいて正体不明の声優として密ひそかに声を当てているのが小日向彩羽だ。

　たったひとりで老若男女を問わず、あらゆる声を演じ切ってみせる、七色の声の持ち主──。

　とある事情から表立って活動できない彩羽のために俺は機会と環境を与えてきた。

　見返りなんて求めてない。才能を無駄にするのはこの社会の損失だから。

　そういう無駄や非効率を嫌う自分自身の信条に従っただけに過ぎない。

　しかしまあ恩を着せたつもりはないとはいえ、彩羽の奴、それから妙にウザ絡からみしてくることが増えたんだよな。人ん家に入り浸ったり、無駄に発育の良い体で俺を照れさせて喜んだり、からかってきたり、俺以外にはべつに普通の態度をとれるらしいんだが、まったく困りもんだ。

　と、そんな何気ない日常を過ごしてきた俺達の前に、思わぬ黒船が襲来した。

　転校生・月ノ森真白つきのもりましろ。

　俺の伯父さんであり世界的大企業ハニープレイスワークスの代表取締役社長でもある月ノ森真琴まことの娘、すなわち俺の従姉妹である彼女は引きこもりの自分を変えるために一念発起、俺達の学校に転校してきた。社会復帰できるように俺達《５階同盟》は全力を挙げて真白を受け入れ、紆余曲折あったものの、真白は新しい一歩を踏み出せるようになったのだが──。




『好きです。世界でいちばん愛してます』




　真白の爆弾告白が、俺と彩羽、そして《５階同盟》に新たな波乱を起こそうとしていた。
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　六月のどこか蒸し暑さを感じる朝。

　汗で湿ったシャツの気持ち悪さで最悪の目覚めを迎えるはずが今日は何故なぜか違っていた。

　鼻をくすぐる甘いミルクのような香り、心地よく体を揺すられる感覚、そして。

「……きて。……起きて」

　ベッドに眠る赤ちゃんを優しく抱き上げるような、母性あふれる優しい声音こわね。

　気だるさよりも、その心地よさに引き寄せられて、沈んでいた意識がゆっくりと浮上する。

「やっと起きた」

　目を開くと、柔らかく微笑む少女の顔がそこにあった。

　美しい妖精ようせいのようなシルバーブロンドのショートヘア。

　小柄で細いその体には、デフォルメされたヒトデが刺繡ししゅうされた、可愛かわいらしいエプロンが身に着けられている。

　俺おれはその少女の名前を知っていた。

「真白ましろ？」

　月ノ森真白つきのもりましろ。

　俺の従姉妹にしてニセの恋人。

《５階同盟》のメンバーをハニープレイスワークスにまとめて就職させるため、月ノ森社長に提示された条件、それこそが真白のニセ彼氏として振る舞うことだった。

　しかし今、彼女はただのニセ彼女ではない。




『好きです。世界でいちばん愛してます』




　ＬＩＭＥに送られたあのこっ恥ずかしいほどシンプルな告白を経て、俺達の関係は変わった。

　塩対応でウザすぎる従姉妹かつニセ彼女。硬い殻に閉じこもった引きこもりの人魚姫。


　顔を合わせるだけで毒舌をぶちまけてきやがるあの面倒くさい少女はもういない。今の真白は俺にとって……俺にとって……………………………………ぎゅむ。



　思考を遮さえぎるように頰ほおに押しつけられたものがある。肌に触れるひんやりとした陶器の質感は、どこからどう見てもドンブリだ。

「はい」

「……これは？」

「朝ごはん。おいしいよ」

　いまいち嚙かみ合わない答えを返しながら、真白はドンブリをぐりぐり押しつけてくる。

　中を覗のぞき込めば、ウニ、いくら、しらこ──といった、やたらプルプルした具材達。

　食材自体は高級で見るからによだれが出そうなんだが、いやしかしだな。

「もう一度質問させてくれ。これは？」

「プリン体メチャ盛り丼」

「プリン体メチャ盛り丼」

　思わず真白の言葉を繰り返す。

「うん。プリン体メチャ盛り丼。おいしいよ」

「朝からこれを食えと？」

　いや、旨そうだけどさ。明らかに朝に食べるものではないだろ。


「…………」



　ツッコミを入れると真白はピタリと動きを止めて、眉まゆを寄せる。

　しまった、不機嫌にさせたか？

　俺の周りにいる女どもは皆扱いが難しい面倒くさい奴やつらだが、この真白は特にそうだ。

　出会ってから何度機嫌を損ね、酷ひどい目に遭わされたことか。せっかく甲斐甲斐かいがいしく朝食を作ってくれたのに文句を言いやがってと、塩対応無理難題の嵐あらしが吹き荒れるかもしれん。

　祟たたりを恐れる村人のような面持ちで次のひと言を待っていると、ゆっくりと彼女の口が開く。

「……ごめんね。真白、海鮮系こういうのしかわからなくて……」

　しおらしい態度で、真白はそう言った。

　──噓うそだろおい。いつもの毒舌は？　不機嫌は？　塩対応はどこへ行った？

「頭でも打ったのか？　お前らしくないぞ」


「頭なんて打ってないよ。打たれたのは──、この、胸──……」



「誰だれが上手うまいこと言えと……って、待てよ。それじゃあ俺は、やっぱり──」

　真白が俺を起こしにきて、朝食まで作ってくれた。

　その事実が指し示すのはやはり俺が真白の気持ちを受け入れて、告白にＯＫしたということだろう。そのはずだ。そうでなければこんな光景はあり得ないのだから。

　でもおかしい。

　ＯＫをした記憶がまったくない。あの衝撃的なＬＩＭＥメッセージを見た後、俺はどうしたんだ？

「アキは細かいこと考えすぎ。考えなくてもいいように、夢を見せてあげる」

「夢って、……おい、何やってんだ!?」

　真白はドンブリを足元に置くとエプロンを外し、その下に着ていた制服のボタンをゆっくりと外していく。服がはだけて白い肩が露あらわになる。

　甘えた猫のようにベッドの上にすり寄ってくると、真白は軽く俺の肩に触れてベッドに押し倒し、その艶つやめいた唇をそっと近づけてくる。
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「恋人らしいこと、しよ？」

「おい、やめ……んむ!?」

　ピト、と。彼女の唇が、俺の唇に触れる。

　初めてのキスは、やけに冷たかった。

　さすがは白雪姫で、人魚姫。見た目の印象通りに唇まで冷たいとは一貫性がありやがる。





「ちゅうううううううう ────────……………………ッ!!」






　しかし何だこの情熱的なキスは。俺の唇の隙間すきまを縫うように真白の舌が入り込んでくる。

　グリグリグリグリと押し込むように強引ごういんにねじ込まれ、呼吸ができなくなってくる。

　やばい。意識が遠のいていきそうだ。

　苦しい。冷たい。


　早く真白の体を押しのけないと、このままだと、死──……。







＊






「──ハッ！」

　そこで、目が覚めた。

　カーテンの隙間から差し込む日光に目を細め、身じろぎするとベッドが小さく軋きしんだ。

　まだ六月だというのに、窓の外ではせっかちなセミがやかましく鳴いている。


　唇には相変わらず冷たい感触が触れていて、グリグリと押しつけられているが──……。



　それは断じて真白の唇などではなかった。

「タコみたいに先っぽに吸いついててウケるぅー!!　センパイのお口ってば、やーらしー!!」


「…………」



「ほーら、これが欲しいんですよねー？　はーい、ちゅーちゅーしましょうねー」


「…………」



「早く起きないとセンパイのコレ、彩羽いろはお姉さんが食べちゃいますよー？」

「……何やってんだお前」

「およ、起きましたね、センパイ」

　耳を苛立いらだたせるウザい声に意識が覚醒かくせいし、俺は半眼で目の前のそいつを睨にらみつけた。

　綺麗きれいに梳すかれた山吹色の明るめの髪、湿気と熱気のないまぜになった初夏にふさわしい半袖はんそでの制服。右手首につけた水色のシュシュ。いかにも今時のオシャレな高校生といった風体だが、不思議とギャルっぽさは感じない、あくまでも等身大のＪＫ女子高生──。

　友達の妹、小日向彩羽こひなたいろは。


　マンションで独り暮らしの身、何かあったら死んでしまうので念のため合鍵あいかぎを隣人の友人、オズに渡しているのだが、それを横領して俺の部屋に不法侵入を繰り返す迷惑な奴。なので、コイツが部屋にいるのは何もおかしくないのだが──……。



　早朝から侵入を許すのは意外と珍しかったりする。

「寝てる人間に向かって何しやがった、お前。つーか、その手に持ってるのは──」

「アイスキャンディーです！」

「寝てる人間の口にアイスキャンディーぶち込むとか新手の妖怪ようかいか何かか？」


「えー、わかんないかなー？　うなされてるセンパイを冷やしてあげようっていう粋いきな後輩心。わっかんないかなぁーーー？」



　そう言いながら彩羽は俺の口元にアイスキャンディーをグリグリと押しつけてくる。

　──うっぜえ……。

　というか、さっきから唇が妙に冷たいと思ったら、コイツの仕業しわざか。

「普通に起こせ、普通に」

「やー、普通とかあり得ませんからー。起こすにしても、私が楽しめる方がお得ですし！」

「なんで俺が起きるのに、お前を楽しませないといけねえんだよ」

「センパイは起きられて、私は楽しめる。ＷＩＮ‐ＷＩＮの関係っていうんですよ、こういうの。あ、アイスキャンディー食べます？　センパイがどうしてもって言うなら、く・ち・う・つ・し、してあげますよ♪」

「自社の都合ばっか押しつけてくる会社とは取引しない主義なんだよ。そしていらん」

　アイスキャンディーを押しのけると、彩羽は不満げに頰を膨らませた。

「ていうか、こんな可愛い女子が起こしに来てあげてるのにその反応、センパイ枯れすぎぃ」

「枯れてて結構。こちとらウザ絡からみされて潤うほどドＭじゃねえんだ」

「ふぅーん。それじゃあセンパイはどんなことしたら潤っちゃうんでしょうね？」

　口をニマニマさせながら彩羽がわずかに前かがみになる。第二ボタンまで外れた制服シャツの隙間から微かすかに胸の谷間が覗きかけて、俺は慌てて目を逸らした。

　すると彩羽は「あは♪」と勝ち誇ったように笑みを浮かべる。

「どうしたんですか、センパイ？　人と話すときはちゃんと目を見てくださいよー」

「……隠せ、馬鹿ばか。野郎に見せつけるなんて、はしたないにも程がある」

「私のコレが男──センパイにとって魅力的だって認める発言と受け取っていいですか？」

「ぐ……」

「やーそんな悔しそうな顔しなくていいですよ。彩羽ちゃんの魅力に心くすぐられるのは当然ですからねー。男ゲージが潤いたっぷり急上昇！　しちゃっても仕方ないですよねー」

　このメスガキめ。あまり男をからかうとそのうち痛い目に遭うからな。

　などと、寝起きに容赦ないウザ絡みラッシュをかましてくる彩羽に、胸の内で沸々ふつふつと怒りを滾たぎらせる。

「つーか、何なんだよ朝から。いつも朝は来ねえだろうが」

「あ、その感じだと気づいてませんね？　センパイは私に感謝すべきなんだけどなー、ほら」

　枕元まくらもとの目覚まし時計に手を伸ばし、彩羽は胸の前でそれを掲げた。

　毎朝決まった時間にたたきつける、見慣れたデジタル時計。その液晶に表示された数字は、普段起床する７時……ではなく、それよりも一時間以上経過した、８時過ぎ。

「なん……だと……!?」

「いつも規則正しく７時には起きてくるセンパイが８時になってもＬＩＭＥに既読を付けないから、様子を見にいくようにお兄ちゃんに言われたんですよ」

「馬鹿な。８時過ぎ、だと。あり得ない。お前、時計をいじってからかおうとして……」

「さすがにそんな悪質なことしませんて。てか寝坊くらいでそんな大げさな」

「一時間のロスだぞ!?　絶対にあり得ないだろ!?」

　俺こと大星明照おおぼしあきてるは何よりも効率を重視する男だ。

　勉学にあてる時間、《５階同盟》の活動に使う時間、仲間との親睦を深める時間はもちろんのこと、日々の食事の時間に通学時間、当然のことながら睡眠時間も完璧かんぺきにコントロールしてきた。

　前後五分程度の誤差は俺も人間だから仕方ない。しかし、一時間となれば話は別だ。

　ギギギ、と錆さびついた首を動かして彩羽の顔を見、一縷いちるの希望にすがって問いかける。

「な、なあ彩羽。今日は実は休日や祝日という線は──」

「バッチリ平日です☆」




「今から健康診断行ってくるわ。重篤な病気が見つかるかもしれん」

「そんな理由で病院行ったら、別の病気を疑われますよ？」




　こればかりは彩羽が正論だった。いくら俺が完璧なタイムスケジュールを確立してきたからといって、たった一度の寝坊を理由に病気を疑うのは行き過ぎだ。

　しかしそれくらい俺にとっては驚くべき出来事だったわけで。一体全体どうして寝坊なんて。

「寝坊の原因に思い馳はせるのはいいんですけど、急がないと遅刻しちゃいますよ？」

「やべえそうだった！　つーか気づいてたなら早くツッコめ！」

　大慌てでベッドから飛び起き、「ギリギリを攻めるのも楽しいかなって」と世迷言をほざく彩羽の脇わきをすり抜け寝室を飛び出す。

　何か重要な用事があるならともかく、ただの寝坊で遅刻なんて無意味でしかない。

　背中に「頑張れセーンパイ☆」と彩羽の声を受けながら、洗面所に向かって走っていく。

「クソ、彩羽の奴、協力的なのかそうじゃないのか、どっちなんだあいつは」

　水で顔を洗って、タオルで拭ぬぐいながら思わず悪態を吐つく。

　変な夢を見るわ、朝から彩羽に絡まれるわ、遅刻しそうになるわ、今日は散々だ。

　冷水のおかげで、少し冷静さを取り戻す。

「……夢……か」

　真白との同棲カップルのような甘々空間を思い出す。

　──どこまでが現実だ？

　確かアイツに告白されたのは間違いない。そこまでは憶えている。

　だが俺はどう返事をして、その結果俺達の関係がどうなったのか、それが曖昧あいまいだ。

　歯を磨きながらスマホを取り出してＬＩＭＥの履歴をざっと確認する。




《真白》好きです。世界でいちばん愛してます

《ＡＫＩ》これは……どういう意味だ？

《真白》そのままの意味だよ

《ＡＫＩ》ＬＩＫＥではなく

《真白》ＬＯＶＥ。アキと恋人になりたいの♡

《ＡＫＩ》なるほど……。すこし考えさせてくれ

《真白》うん♡　お返事、待ってるね♡♡♡♡♡




「誰だコイツ……」

　普段の真白からは考えられない文章だ。

　ハートまで使ってる真白の文体に眩暈めまいがしてくるが、告白が本物なのは明らかだろう。

　なるほど。今は答えを保留してもらってる状態か。

　そりゃそうだよな。ハニプレへの就職や『黒き仔山羊の鳴く夜に』を成功させるために全力を注そそいできた人生、自分自身にラブコメ的な恋愛イベントが起こるだなどとは考えたこともなかった。即答なんてできるはずない。

　水で口をすすいでから、鏡を見て呼吸を整える。

　ほれ見ろ、伯父さん。ニセ彼女なんていうラブコメの定番をやらかすから、こうなるんだ。

　偽物にせものでも付き合っていくうちに好きになっていくなんて、あらすじを見ただけでもわかる王道中の王道だぞ。

　とはいえ、だ。

　本当に真白は俺のことが好きなんだろうか？

　いくらなんでもキャラが変わりすぎじゃないか？

　──いや駄目だ。相手の気持ちを疑うような真似まねなんて。

　勘違いならそれで良い。俺が道化になれば済む。

　だが、本当に俺を好きなのであれば、ここで気持ちを無視するのは真白を傷つけることに他ならない。

　真白の気持ちが本物なのであれば、俺は正面からそれに向き合わなければならない。

「──よし」

　身だしなみのチェックを終え、俺は決意する。

　今日、真白に会って、面と向かって気持ちを確かめよう。




　そして俺は──自分の返事を、真摯しんしに伝えよう。





＊






『きちんと相手に向き合う姿勢、僕は立派だと思うよ。さすがはアキだね』

『遠回りするのが性に合わないだけだよ』
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「わはーっ！　たまには遅刻ギリギリってのもイイもんですねーっ!!　ハイヨー!!」

「馬みてえにケツを叩たたくなアホ!!　誰だれのせいだと思ってんだ!!」

「センパイが寝坊助なせいですよね？」

「クソッ、今回ばかりは言い返せねえ!!」

　重たいペダルを全力で踏みながら不格好なママチャリで朝の通学路を全速力で駆け抜ける。

　じゃらじゃらとチェーンの鳴る音に混ざって、すぐ後ろから彩羽いろはのはしゃいだ声。必死こいて立ち漕こぎしてる俺おれの尻しりを平手でぺしぺし叩きながら、愛馬シルバーを駆る西部のヒーローめいた掛け声を上げてケタケタ笑っている。

　はい、道交法違反。

　などと今時はすぐにＷＥＢ上の一般市民警察に摘発されそうだが、今、俺と彩羽は自転車の二人乗りで学校を目指していた。

　仕方ないだろ、徒歩だと遅刻確定なんだから。

　もちろん職質を受けるのは最悪のタイムロスなので、警察の巡回を計算に入れた上での最短ルートを選んで走っている。あらゆる要素を網羅した脳内マッピングはＲＴＡリアルタイムアタックの基本中の基本だ、そのあたりは抜かりない。

　──やかましくて重い面倒な荷物は、ちと計算外だが……。

　ちら、と視線だけで後ろを見ると、彩羽は荷台に横座りになって足をパタパタ遊ばせていた。

「どんな体幹してんだ。危ねえからしっかり摑つかまってろ」

「えー、大丈夫ですよー。私、天才ですから！　……センパイがどうしても密着してほしいって言うなら、ぎゅーって、しがみついてあげてもいいですけど♪」

「よーしカーブ曲がるぞー」

「え、ちょ、いきな──ぎゃああああああああ!?　振り落とされるうううううう!!」

　調子に乗った発言を受け流しつつ速度を落とさず車体を傾ける。

　バランスを崩してわたわたしながら彩羽がぎゅっと腰に腕を回してきた。

　立ち漕ぎがしにくくなって、腰を落ち着ける。

　まあここから先は全速力でなくても間に合うだろうし問題ない。

「スピード上げてカーブ曲がるとか何考えてるんですかっ」

「調子に乗って人を馬みたいに扱うからだ。じゃじゃ馬に振り落とされる怖さを体験したら、ちっとは反省するかと思ってな」

「ぐぬぬ……」

　悔しそうに声をくぐもらせる彩羽。すると、不意にニヤリと口の端を持ち上げた──ような雰囲気が背中から伝わってきた。

「はっはーん。さてはそんなこと言って、私にしがみついてほしかったんじゃないですか？」

「何……？」

「そりゃそうですよねー。こーんな可愛かわいい子と『ドキドキ☆密着自転車通学！』とか、思春期の高校生男子なら誰でも憧あこがれますもんね！　いやー、彩羽ちゃんやっちゃったなー。まぁーたひとりの童貞の夢を叶かなえちゃったなー」

　ウザったい間延びした声で言いながら、彩羽はぐいぐいと体を寄せてくる。

　この前のノーブラ事件に比べたらマシュマロ指数が低いが、それでも背中に押し当てられる弾力は充分なインパクトだ。

「調子に乗るな、アホ」

「まったまた～！　強がっちゃって！　ホントはドキドキしてますよね？」

「……うっせ。黙って摑まってろ」

　平常心、平常心。仏説魔訶般若波羅蜜多心経ぶっせつまかはんにゃはらみったしんぎょう、色即是空しきそくぜくう、空即是色くうそくぜしき。

　般若心経を唱えて心に忍び寄る悪あしき邪念を討うち祓い俺はひたすらペダルを漕いだ。

　腰に腕が回されてる以上、ここで男子特有のビッグオーダーをビルドしてしまえば、一発で彩羽にバレる。そしたら絶対にからかわれる。これ以上この女に主導権を握らせてたまるか。

「でも、センパイって真面目まじめですよねー」

「……何の話だ？」

「寝坊したんなら大人しく遅刻しちゃえばいいのに」

「遅刻は無駄に評判を落とす。他に優先度の高い何かがあるならまだしも、なるべくなら避けたい」

「そんなに気にするほどですかねー。いつも真面目なんだから、一回くらい遅刻したって誰も責めないと思いますけど」

「それはそうなんだが……もうひとつ、問題があってな」

「問題？」

「うちの担任が紫式部先生むらさきしきぶせんせいだって、お前も知ってるだろ？　──あのクソ教師に時間のことで説教されるのは耐えられん」

　すべてに厳しい鬼教師、かつ、一度も〆切を守ったことがないイラストレーター、影石菫かげいしすみれ。

　紫式部先生というＰＮペンネームで活動するおねショタ好きの自由人の顔を思い浮かべ、頰ほおが引きつる。

「奴やつの手綱を握り続けるためにも、隙すきは見せられんのだ」

「あはは……プロデューサーってのも大変なんですねー」

　さすがの彩羽もこれには苦笑するしかない。

「でも、いいんですかー？　遅刻回避のためとはいえ、私と二人乗りなんて」

「べつに。見知らぬ通行人に見られたくらいじゃどうとも思わん。まあ、月ノ森つきのもり社長に目撃されるのは問題だが……朝からこの辺にいることもないだろうしな」

「や、そーゆーことじゃなくて──」

　俺の言葉に彩羽は、すこしじれったそうにしながらこう続けた。




「真白ましろ先輩に誤解されちゃいますよ？」




「……！」

　その名前を出された瞬間、ハンドルを握る手に変な力が入った。

「お前な……触れるか、そこ？」

「やーい、モテモテー」

「どんなからかい方だよ。べつにモテてる分には問題ないだろ」

「おっと、まだ調子に乗るのは早いですよ、センパイ。長年童貞こじらせてると、いざモテ期が到来してもチャンスを活いかせず非モテに逆戻り！　ってこともあるみたいですからね」

「どこの情報だよ。ちゃんとデータを示せ、データを」

「ＣＡＰＩ‐ＣＡＰＩキャピキャピのコラムで読みました！」

「女子向けファッション誌かよ。信憑性ゼロじゃねえか」

「フフ。真白先輩との『初めて』で失敗しないように、私で練習しときます？」

　ぼそっと、耳元で囁ささやかれる誘惑の言葉。

　本気か噓うそかもわからない、それこそ童貞が囁かれたら即死の呪文じゅもん。


　だが、こいつの場合は──……。



「騙だまされるかよ、ばーか」

「えええええその反応めっちゃつまんない!!　もっと顔真まっ赤かにして照れてくださいよぅ!!」

「照れてほしかったら、寝てる間に童貞奪ってみろよ。できやしねえだろうけど」

「お、言いましたね？　彩羽ちゃんのサキュバス力、見せつけちゃいますよ？」

「おう来てみろや。腹の淫紋ぶん殴って黙らせてやる」

「発想バイオレンスすぎぃ！　ここ一応女の子ですからね!?」

　こんな風に、ちょっとふざけたやり取りに早変わり。

　俺と彩羽の周りには、そういう磁場が生じる。艶っぽいシリアスな空気は一瞬で蒸発して、軽口合戦になってしまう。

　だから正面から受け止めてはいけない。こいつの誘惑は話半分でちょうどいい。

「──よし、次の角を曲がれば一本道だ。トバすぞ！」

　ふたたびペダルを強く踏み込んだ。自転車が加速すると、きゅっ、と腰を絞めつける感触が強くなる。




「……手強てごわいんだよな～、センパイは。ま、これなら何も変わらない、かな」

　彩羽のつぶやきは、風を切る音にかき消された。





＊






　モチベーションとは金融商品のようなものだ。

　宿題や課題など『やらなければならないこと』が生じた瞬間、利子つきの借金を負ったのだと考えるとわかりやすい。

　多くの者は『後でやればいい』だの『また今度でいい』だの、理由を付けて後回しにするが、これは完全に悪手あくしゅだ。

　何故なぜなら日が経たつにつれて膨れ上がる利子のように、作業の必要エネルギーが増大していくからだ。

　すぐに着手すれば一時間で終わったのに、ダラダラと引き延ばした結果、同じ量のタスクを何時間も何日もかけてやるハメになったりする。

　無駄すぎる。非効率の極きわみだ。

　当然それは、人間関係においても当てはまる。

　発生した問題を、いつまでもズルズルと引きずり続けるのは明らかにＮＧ、何かを伝えたいと思ったならすぐ行動に移すべきだ。

　もちろん、状況に応じたタイミングは必要だ。ＴＰＯはわきまえる必要がある。

　その上で、できる限り迅速に行動すべきなのだ。

　漫画やアニメに稀まれにある『後で伝えれば良いや』みたいな展開や、何となく察しているのに確証がないから話さないみたいな展開が嫌いだ。

　アホか、今話せ。

　あと、相手が話を聞いてなかったら繰り返し伝えろ。『ううん、なんでもない』とか言って引き下がるな。

　と、そんな価値観を持つ俺だからこそ、変に勘ぐって、ダラダラと引き伸ばしたりしない。

　ニセ彼女という関係性だった女の子が突然告白してきたとしても、変に迂遠な言動をするのではなく、正面から受け止める覚悟だ。




　ＨＲホームルーム開始時間ギリギリで教室に滑り込むと、すでに真白は自分の席に腰掛けていた。

　告白された、という事実があるからだろうか？

　真白の横顔が今までよりも数割増しで色っぽく見える。

　すぐ近くにいるだけでクラリとくるような甘い香りまで漂ってくる気がする。

　全力で蜜を分泌して昆虫を誘う可憐かれんな花がそこにあった。

　……駄目だ。負けるな、俺。美少女の色香に惑わされず、脳内台本通りに事を運べ！


　呼吸を整えながら自分の席にカバンを置き、隣の席に話しかけると、真白は──……。



「なあ、真白──」

「……は？」

　読書が趣味の内気な少年なら一発で心が折れるほどの嫌そうな顔でこっちを見た。

　俺のメンタル残機は１個削れた。

「こ、この前の、ＬＩＭＥの件なんだが……」

「何の権利があって話しかけてくるの？」

　二十五年間真面目に勤め上げてきた穏やかな国語教師なら眼鏡めがねの奥で涙ぐんでしまうほどの冷え切った声で返事をしてきた。

　俺のメンタル残機は５個くらい刈り取られた。

「……な、なあ、どうしたんだ？　機嫌悪いみたいだけど、俺、何かしたか？」

「べつに何もしてないけど？　声を聴いてると体調悪くなる。話しかけないで」

　繁華街でイキリ散らしてる若者でさえ号泣とともに逃走しかねない言葉の針で貫いてくる。

　俺のメンタル残機は10個くらい消し飛んだ。

「ぐ……はっ……」

　あまりのダメージに耐え切れず、俺は胸を押さえてうずくまった。

　何だこの徹底的な塩対応。しかも転校したての頃よりレベルが上がってないか？

　というか、相変わらずニセ彼女を装おう気ないな、こいつ。

　念のため、意識を研とぎ澄ませてクラスメイト連中の反応を探ってみるか。

（お、今朝けさもやってるなあの二人）

（でも、大星おおぼしの奴思いっきり拒絶されてね？　やっぱ本当は付き合ってないんじゃ）

（ばっか、だからお前は童貞なんだよ。あれはまさしく、余計な言葉を必要としない以心伝心以外の何物でもねぇだろうが）

（なるほど！　言われてみれば、あのバッサリ感、長年付き合ってる熟練のカップルって感じがしてきたぜ！）

　──わかってたけどホントこいつら馬鹿ばかだな。

　どういう見方をすれば、今のが以心伝心に見えるのか是非教えてもらいたい。


「……………………つーん」



　真白を見れば、顔を背そむけたまま不機嫌そうなオーラを放っている。

　どうなってんだ。

　これがＬＩＭＥで告白してきた女の子と、本当に同一人物なのか……？

　俺が勝手に勘違いしているだけで、そもそもあれは告白ですらなかったのか？

　……いや。

　あれは紛まぎれもなく告白だったし、告白してきたのは間違いなく真白のアカウントだ。

　真正面から告白してきたら女子の好意を信用しても良いと思っていたが、真白のこの態度はどう判断すればいいんだ？

　駄目だ、想定外すぎて何もわからん。

　しかも今気づいたが、机の距離がいつもよりかなり離れてるし。

　……このままでは埒らちが明かん。

　距離を取るつもりなら仕方ない、物理的な距離を無にする現代の利器りき──ＬＩＭＥで話しかけてみるか。




《ＡＫＩ》なんで無視するんだよ。告白の話をしたいんだが

《真白》だ、だって恥ずかしいもん[image: ]　好きすぎて顔見たら死んじゃう！




　メッセージを送ると、秒で返信がきた。

　めちゃくちゃ甘ったるい返事で、どう見ても好かれてる雰囲気だ。

　先程までの塩対応とは百八十度違う、砂糖のような甘い対応。

　少なくとも、嫌われてるわけではなさそうだが。


「…………」



「……何見てるの？」

　試しにチラッと真白の顔を見てみれば、歴史に名を刻む世界的大リーガーでさえ引退を決意しそうな絶対零度の眼差まなざしで睨にらみ返された。

　いやいや好きすぎて顔見れない！　って顔じゃないだろそれ。

　親の仇かたきでも見るような目をしてるじゃねえか。

　直後、またＬＩＭＥがきた。




《真白》じろじろ見られたら恥ずかしい……制服だと飾って誤魔化ごまかしたりできないから

《真白》こんな地味な制服姿で失望されちゃったら、やだもん

《真白》アキに見てもらうための、大人っぽくて、素敵な、とっておきの服を買ったの

《真白》いつか披露できる日を、楽しみにしてるね♪




　──ホント誰だよお前。

　あまりにＬＩＭＥと現実での対応が離れすぎている。

　もしかして真白のＬＩＭＥ、誰かに乗っ取られてるんじゃないだろうな……。

　ブブッ……とまたもやスマホが震える。

　なんだよまた真白か、今度はどんな別人メッセを送ってきたんだと思いながらポップアップ通知の名前を確認すると、そこに表示されていたのは──

「……げ！」




　月ノ森真琴まこと。




　その単語が見えた瞬間、背中に針金を通されたかのように背筋が伸びる。

　──なんて嫌なタイミングでメッセージを送ってくるんだ、あの人は。


　月ノ森真琴、その名の通り月ノ森真白の父親であり、俺の伯父でもあり──……。



　そして今の俺にとっては何よりも、株式会社ハニープレイスワークス代表取締役社長である。

《５階同盟》メンバーをまとめてハニプレに就職させる条件として、真白のニセ恋人役を務めよという無茶苦茶な交換条件を提示してきた張本人でもある。

　妙にこじらせた青春感を持て余しているらしく、リアル青春を謳歌している奴らへのヘイトが異様に高く、娘をそんな奴らの食い物にされてたまるか、って考えてるそうな。

　一方で俺がまかり間違って本当に真白と付き合おうものなら、それはそれで許さん、と宣言していたわけで。

　……まさか真白の告白のこと、バレたのか？

　そりゃそうだよな、実家を飛び出して独り暮らしを始めたとはいえ、真白と伯父さんは親子。

　何かの機会で会話すれば真白が無邪気にそのことを話してしまう可能性はある。

　一体何を言われるのか？　恐る恐るＬＩＭＥを開くと──。




《ＭＡＫＯＴＯ》昨日は素敵な夜だったね。二人のこれからに乾杯♪




　そんなメッセージとともに、一枚の写真が添付されていた。

　夜景の綺麗きれいな高級レストラン。お酒の入ったグラスをぶつけながら顔を寄せ合う男女。

　片方は立派な口髭くちひげをたくわえたいかにもダンディズムの塊のような男性──伯父さん。


　そしてもう片方は──……。知らない女性、のはずだが、何となく記憶にある顔だ。



　うっとりと蕩とろけた目をして伯父さんに頰を寄せている。凄すさまじいデレっぷりだが、彼女はどう見ても彼の妻ではなかった。記憶にある真白の母親とは完全に別人だし、そもそも見た目が若すぎる。

　えーっと、誰だったかなこの人。伯父さんと一緒にいるときに見かけたはずだが……。


　……………………………………………………。



　あーっ、思い出した!!　この女性アレだ!!　『ロイヤルゲスト』のウェイトレス!!

　行くたびに伯父さんが口説くどいてた女の子。ハンディを操あやつる指が綺麗だとか何とか。そういえばあと一回口説いたらベッドインできるみたいなことを言ってた記憶があるが……伯父さん、あんたまさか……あんたまさか……やりやがったな……!?

　女癖が悪いことは知っていたが、こんなに手が早いとは。スキャンダルやらかして社長退任とか勘弁してくれよ？　せめて俺達の就職が叶ってからにしてくれ、マジで。

　というかなんだこのメッセージと写真は。いったい何の意味を込めて俺に送ってきたんだ？

　などとしばらく悩んでいると、伯父さんからふたたびメッセージが来た。




《ＭＡＫＯＴＯ》あ、誤爆




　誤爆かよ。

　よりによってとんでもない写真を誤爆するな、この人。巧妙な手口で浮気うわきするくせにこういうところは脇わきが甘いんだよな……だから奥さんにバレて修羅場しゅらばになるんだぞ。

　まあＬＩＭＥの内容は最低だったが、真白のことが漏もれているわけではなさそうだ。

　伯父さんに悟られる前に解決しておかないと。

　とはいえ、その肝心の真白がまともに話してくれないとなると、はてさてどうしたもんかな。

　しばらく悩むも、結局答えが出せないまま──。

　──ＨＲの開始を知らせるチャイムが鳴り響いた。





＊






　ガラッ!!　と音を立てて扉が開く。

　それまでガヤガヤしていた教室の空気が、冷水でも浴びせられたかのように引き締まる。

　そう、《猛毒の女王》と呼ばれる女教師が支配する『女王の時間』が始まるのだ。

　凍りついた時間の中で、ハイヒールの足音だけが教室に響いている。

　丁寧にアップにまとめられた髪に、刃のように鋭い眼光。

　女王と形容されるに相応ふさわしい威容を持って、

「多少は躾しつけが行き届いてきたみたいで結構だわ」

　女教師──影石菫は教室を見回しながら、そう冷たく言い放った。

「何を惚ほうけているのかしら。日直、早くＨＲを始めなさい」

「は、はい……っ。起立ッ」

　顔を青くした日直が震えた声で号令をかけ、ＨＲを進行していく。

　クラスメイト達は、私語のひとつもせず、食い入るように日直の言葉に耳を傾けている。

　軍隊の演習めいた異様な光景。だがこれこそが《猛毒の女王》が率いる教室での日常だ。

　当然、菫のやり方に反発する者は多い。しかし彼女はそれを真正面から合理的な言葉の刃で切り捨てる。

　菫のやり方は厳しいが、合理的で、かつ正論なのだ。

　実際、彼女が担任を受け持つクラスの平均点は全校平均よりも頭ひとつ抜けている。

　そんな実績を見せつけられれば生徒達や他の教師達も文句を言えまい。

　──もうひとつの仕事でも、これくらい動いてくれればなあ。

　影石菫、またの名を紫式部先生むらさきしきぶせんせい。

　一度も〆切を守ったことのないイラストレーターで、《５階同盟》の一員でもある。

　彼女の女王キャラがロールプレイで本性は超絶だらしない駄目女だと知ったら、彼女を恐れているクラスの連中は卒倒するだろうな。

　などと思っているうちにＨＲはつつがなく進んでいき、〆に入ろうとしていた。

「最後にアタシからひとつ連絡があるわ」

　女王の皮を被ったまま、菫は淡々と言葉を続ける。

「七月に全国高等学校演劇フェスが開かれるわ。アタシが顧問を務めるこの学校の演劇部も参加するのだけど、当然やるからには目標は上位入賞。半端はんぱな結果は要らない。そこで──」

　バン、と机を叩き派手な音を立て全員の注目を集め、彼女は鋭く言い放つ。

「希少な才能を誇る『奇跡の世代』とも呼ぶべき我が演劇部の入賞をさらに盤石なものにすべく、頼れる新たな仲間を募集しているわ。我こそはという人がいたら、アタシのところに来なさい」

　その言葉に、わずかに教室がざわめく。

（え……影石先生って演劇部の顧問だったのか……？）

（この学校の演劇部ってどんな活動してるんだっけ）

（よくわかんねーけど、影石先生が顧問ならさぞかしスパルタで実力主義なんだろうな）

（だよねー。ちょっとダルそう……）

「無駄口を許した覚えはないわ」


「「「…………ッ!!」」」



　菫に睨みつけられて、ざわめいていた生徒達が顔を青くしてすぐに口をつぐむ。

　無駄口不要論は俺も同意するところだが、今回ばかりはクラスメイトの肩を持ちたい。

　何せ俺も内心では驚いてたから。

　菫が演劇部の顧問をやってたなんていくらなんでも初耳すぎる。

「レベルの高さに尻込しりごみするような有象無象うぞうむぞうの雑魚ざこは要らない。即戦力で既存メンバーを薙なぎ払える自信がある実力者だけ来なさい。──以上」

　そう言い残し、菫はカツカツと高らかに足音を立て、颯爽さっそうと教室を出ていった。

　数秒の間が空いて、ようやく教室の空気が弛緩しかんする。

「演劇部の顧問か……」

　あの人、教師とイラストレーターの兼業で、さらに部活動の顧問なんてやる時間ないだろうに。

　というか、いつやってたんだ？

　大会とやらが近づいたら今より忙しくなるだろうし、今のうちにスケジュールを組み直しておいた方が良いかもしれないな。

　イラストが仕上がらずに土下座する菫の姿が目に浮かんできそうだ。

　ちょっとした頭痛を覚えつつ、もうひとつの頭痛の種──真白の方にチラリと視線を向ける。

「……こっち見ないでくれる？」

　絶対零度な言葉を返されて、もう言葉もない。

　どうやら、今のままのアプローチでは現実の真白からレスポンスをもらうのは無理そうだ。

　このまま続けるのは効率が悪い。一旦いったん別の方法を考えるか。

　そう、自分の中で無理やり一区切り付けたところで、

「アキ、今朝は大丈夫だった？」

　後ろの席から、ほんわりとした口調で話しかけられた。

　振り向けば、山吹色の髪をした美少年が、あくびをしながらこちらを見ていた。

　異世界に転生すれば微笑むだけでハーレムを作り上げてしまいそうな、圧倒的なイケメン。

　効率を重視する俺が、長く付き合い続けていきたいと思える友人──小日向乙馬こひなたおずまだ。

　親しみを込めて、俺はオズと呼んでいる。

「ああ。ちょっと寝坊しただけだ」

「寝坊なんて珍しいね。最近いろいろあったし、疲れてるんじゃない？　アキにはずっと健康でいてほしいからさ、あんまり無理しないでほしいな」

「相変わらず、オズはイイ奴だなぁ」

「大げさだよ。友達が元気にしていてほしいなんて、当然のことでしょ？」

「大げさなもんか。オズのそういうところに俺は救われてるんだから」

　真白や菫の件に眩暈めまいを覚えていたからこそ、オズの言葉がじんわりと胸に染しみ渡わたる。

　やはりオズはウザい女どもが支配する《５階同盟》における唯一のオアシスだ。

　もちろん、それだけではない。

「オズこそ、あんまり無理すんなよ。お前がいなくなったら冗談抜きで《５階同盟》は崩壊するからな」

　天才プログラマー・ＯＺことオズはゲーム制作集団《５階同盟》の屋台骨だ。

　こいつの圧倒的な才能、実力のおかげで、面白おもしろいゲームの根幹が守られている。

　俺の体よりも、いつも徹夜して作業を進めてくれているオズの方がよほど心配だ。

「本当の屋台骨はプロデューサーのアキだと思うけどね。でも、寝坊の原因が疲労なら、妹に見にいってもらったのは失敗だったかな」

「あー……まあ、それはな」

「いつもごめんね」

「いいさ。兄貴だからって、オズが謝る必要なんてねえし」

　悪いのは、俺にだけウザい彩羽だ。

　ホント、オズはこんなに気遣いができるイイ奴なのに、どうしてあいつはあんなにウザいんだろうな。

「アイツ、結局俺を見にきたのに、遅刻ギリギリまで起こそうともしなかったからな」

「それはたぶん、アキの寝顔をジッと見てたからじゃないかな？」

「だとしたら恐怖しかないだろ……。俺を攻撃する方法をじっくり考えてたってことか？」

「んー、純粋に好きな人の寝顔を見てたかったとか、そういうのだと思うけどね」

「ないない。アイツが俺のことを好きとか、あり得ないだろ。そんな奴実在しな──」

　言いかけて言葉が止まる。

　よく考えたら真白に告白されたってことは俺の感覚は間違っているのか？

　俺が思ってるよりも女の好みってやつは分析不能で、特別なイケメンでもなく特殊な才能を持ってる男じゃなくても人に好かれる可能性があるってことか？

　仮説を見直さなければならない時期が来ているのだろうか。

　いやしかし、あの告白もよくわからんのだよな。


　真白のことを思い出して、何とも言えない気分になったとき──……。



「あ、そうそう。疲れてるところ申し訳ないんだけど、ちょっと聞きたいことがあるんだ」

　オズが真面目な表情で、話を切り出してきた。

「巻貝まきがいなまこ先生、先週末から変じゃない？」

「……その話か」

　目頭を押さえて、重い息を吐く。

　巻貝なまこ──《５階同盟》でシナリオを担当してもらっている、売れっ子ラノベ作家だ。

　顔を合わせたことはないが、ボイスチャットをしたときの声は若そうな好青年だった。

　彼の書く物語に俺が心底惚ほれ込み、なんとか《５階同盟》に入ってもらった経緯がある。

　そんな巻貝なまこ先生だが、オズの言う通り、先週末から何やら様子がおかしい。

「ＬＩＭＥのアレ、やっぱり変だよね」

「カップルは大事にすべき……だもんな」

　ＵＺＡユージーエー文庫で大賞を取った作品のあとがきで『クソみたいな現実をぶち殺してやりたくて書いた』なんて載せたルサンチマン全開野郎の発言とは思えない。

「まあ百歩譲ってそれはいい。一時の気の迷いかもしれんし、急に博愛主義に目覚めたとして責める道理はない。だが……問題は、こっちだ」

　俺はカバンからＡ４用紙の束を取り出す。

　先日、巻貝なまこ先生から怒涛の勢いで送られてきた次回追加実装予定のシナリオを、授業の合間に読むために印刷し、持ってきたものだ。

「これが、先週末から今日までに届いた原稿だ。見てくれ、こいつをどう思う？」

「ええっと……どれどれ」

《５階同盟》で手掛けている、美少女ホラーアプリ──『黒き仔山羊の鳴く夜に』。

　紫式部先生の描く耽美かつ愛嬌あいきょうのあるキャラクター、ＯＺの最新謎なぞ技術による極上の恐怖演出、謎の実力派覆面声優集団による臨場感あふれる演技──そしてそれらを引き立てるのは、圧倒的な筆力でプレイヤーを恐怖に陥おとしいれる、巻貝なまこのキレキレのシナリオ！

　その巻貝なまこ先生の、最新のシナリオ、その中身とは……！
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「これはひどい」

「だろ？」

　原稿を読み終え、引きつった表情を浮かべたオズに頷うなずく。

　俺もこの原稿を読み終えた後、思わずそんな顔になったし、頭を抱えた。

「ここ、友人の死に絶望していたメインヒロインが、主人公のおかげで前向きになる……ってシーンだよね？」

「そのはずなんだけどな……」

　確かに前向きにはなっているが、これはやりすぎだ。

　ヒロインが情緒不安定になってる。

　あと『男は顔じゃない』と宣のたまった舌の根も乾かないうちに『イケメン』て、おいおい。

　つーか人が死んでるのに小鳥が歌うのは駄目だろ。

　※のト書き部分、声優にピアノを弾かせる前提なのもヤバイし、そもそもミュージカル用の曲なんてものは発注してないので存在しない。

　この場面はほんの一部で、続きの原稿も送られてきてはいる。

　お察しの通り、そのすべてがこんな感じだ。

　これまで書かれてきた、屋敷内の重苦しい雰囲気、疑心暗鬼になる登場人物、じわじわと心を蝕むしばんでくる恐怖──。

　それらがすべて脳がとろけそうなキラキラテキストに、ホラーであることを忘れたモテカワ恋愛ストーリーに変わってしまってるんだ。

　正直、ひどすぎる。

「巻貝なまこ先生、スランプなのかな？」

「かもしれん。いくらなんでも、今までと文章が違いすぎる」

　プライベートで何か心境の変化でもあったんだろうか。

　あれこれ考えてみるも、いきなりあんな恋愛脳全開なシナリオになってしまった理由は思い当たらなかった。

　そうこうしているうちに予鈴が鳴り、教室に一限目の教師が入ってくる。

「とりあえず、巻貝なまこ先生とは一度シナリオについて話し合ってみる」

「うん、お願い」

　オズと話を切り上げ、自分の席に戻ると。





「じーーーーーーっ」






　真白がじっとりとした目つきでこちらを凝視していた。

「……何だ？」

「何でもない。話しかけないで」

　不機嫌な表情で、辛辣しんらつな言葉とともにそっぽを向かれてしまった。

　──駄目だ、分からん。

　真白の告白と現実での塩対応、巻貝なまこ先生の豹変ひょうへん、何でこうイレギュラーが重なるんだ……。

　真白の告白も重大事だが、実は俺にとって巻貝なまこ先生の不調も見過ごせない事態なのだ。

　何故なら彼のシナリオは『黒き仔山羊の鳴く夜に』の人気を支える最重要ファクター。

　ユーザーの無意識下で満足度を上げているのはオズの組んだシステムによるゲーム性だが、口コミの内容やライト層の需要から察するに『なまこ節テキスト』は最大の客寄せ要素だ。

　だというのに、だ。

　このクソみたいなキラキラシナリオが実装された世界線を想像してみてほしい。




『《５階同盟》って連中、巻貝先生を使いこなせてねーぞ』

『こんなシナリオ書いてないで小説の新作出せよ』

『失望しました。紫式部先生のファン辞めます』

『なんでや！　式部関係ないやろ!!』




　みたいな批判が殺到して大炎上間違いなしだ。

　それで人気が低迷し、売上も下落していったら、ハニプレへの就職もおじゃんになりかねない。

　月ノ森社長と裏取引を交わしていると言っても、それは『黒き仔山羊の鳴く夜に』の人気とクオリティが大前提の話だ。実力なき者に道が拓かれるほど大企業は甘くない。

《５階同盟》の未来のためにも、このクソみたいなシナリオはどうにかしなければならん。

　それからの授業の時間中、俺はこの悩ましい現状をどう打破すべきかを考え続けていた……。





＊






『彩羽の奴のウザ絡みがいつも通りだったことだけが、唯一の救いだな……』

『……このまま彩羽に何も起こらないと思った？』

『怖いこと言うなよ。あいつは安定してウザいだけだろ。……そうだよな？』

『（ニッコリ）』

『これ以上のトラブルは勘弁してくれぇ！』
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　学校の教室は私、小日向彩羽こひなたいろはの舞台だ。自分こそがスター！　リア充じゅうグループの中心人物！　って言いたいわけではもちろんなくて、幕が上がった後の劇場の舞台、その上に立って常に役を演じなければならない場所──そういう意味での『舞台』だ。

　この場所で私は女優。優等生の小日向彩羽というキャラを演じ切って、観客に本当にそんな人物がいるのではと錯覚させなければならない。

　毎日６時限ぶん。失敗できない演技。

　ある意味リアル社会で役者修行をやってるようなものだろう。

　……だから！　今日は正直めっちゃヤバイ！

　授業中も休み時間も、ニヤけそうな表情を引き締めるのに滅茶苦茶めちゃくちゃ苦労した！

　朝の二人乗りを思い出す。

　センパイが遅刻しかけること自体珍しいから、ほとんどこんな機会なかった。もしこんなにおいしいイベントが起こるなら、本当に目覚ましのアラームをいじってもいいかも？　と思えてしまう。ま、やらないけど。

　センパイの背中おっきーなー、必死でペダル漕こいでる一分一秒、ある意味全部が私のための動作なんだよなー、あったかいなー、幸せだなー、とかいろんなことを思った。で、困ったのは自転車から降りてもいろんなことが頭に浮かんだまま消えてくれないこと。

　触れた感触も体温も幸せな気持ちも全部が腕と胸に刷り込まれてて、全然消えてくれない。

　おかげでさんざんだ！　優等生で通ってるのに、だらしないニヤケ顔を見られたらどうしてくれるんだ！

　──なーんて、文句を言っても仕方ないケド。

　しかも困ったことにウキウキ気分だけってわけでもないのですよこれが。


　真白ましろ先輩の告白──……。



　あれを見ちゃってから何かこう、妙なモヤモヤ～っとしたものを感じるわけですよそれが。

　ま、あの難攻不落のセンパイのことだから、ド真ん中１６０kmの直球ストレートを投げられたところで、簡単に堕おちたりしないだろうけど。

　でもまさかあの真白先輩がこんなに強力に踏み込んでくるなんてなぁ……。

　誰だれも何も動かないまま、真白先輩とも友達同士のまま、みんなで楽しくワイワイやりながら、いつまでもどこまでも時間が進むんだろうなーって勝手に想像してたのに。私ってば、甘々でしたね。

「はあ……」

　教室の片隅でひとりため息をつく。これからどうしよっかなー。センパイを取られるのは嫌だけど、でも、真白先輩とも仲良くしたいし。うむーん、このモヤモヤ、どうにかならないかなーもう！

　なんて考えていた３時限目の休み時間のこと。

「小日向さーん。お客さん来てるよー。たぶん上級生」

「──あっ、はい。ありがとうございます」

　クラスメイトに声をかけられて、慌てて清楚せいそモードで返答！

　その時間、わずかコンマ一秒。よっぽど注意力の高い人じゃないと見逃がしちゃうね☆

　でも、上級生が私に何の用だろう？

　センパイかお兄ちゃんくらいしか上級生の心当たりはないけど、二人とも学校のときはべつに向こうから絡からんできたりしないしなー。なーんて思いながら廊下に出てみたらはいビックリ！　さすがの彩羽さんもビックリですよ！　どうしてよりによって今この人がここに!?

「まし──月ノ森つきのもり先輩。どうされたんですか？」

　真白先輩、と言いかけて、慌てて名字に言い直す。清楚モードの私は、年上の人を呼ぶときは基本的に名字に先輩づけだ。何故なぜならそれが一番丁寧だから。

　そう、そこにいたのは真白先輩。廊下を通る男子生徒にまじまじと見つめられ、教室の中の生徒達からの好奇の視線に晒さらされて、おどおどビクビクと借りてきた猫のように震えている。

「あ、彩羽ちゃん。よかった、来てくれて。……犯されるかと思った」

「こほん……月ノ森先輩？　まだお昼ですから。その、そういう表現は慎んだ方が……」

「え？　……あれ、彩羽ちゃん。何か……キャラ、違う？」

「違いませんよ？　私、普段からこんな感じですよね？」

　パチンパチンと、ウインクで無言のメッセージを送る。

　気づいて！　合わせて！


「え？　えっと。えーっと………………………………あっ！」



　しばらく困惑していた真白先輩だったが、数秒してようやく何かに気づいた顔をして。

「きゃぴ☆（ポーズを決めながら）」


　──ちっがーーーーーーーーーーーーーーーう!!



　何ですかその自意識過剰なモデル気取り女子特有の可愛かわいい自撮りポーズは!?

　いえ、絶対にそういうのやりそうにない真白先輩がやるとギャップ萌もえっていうか、メチャカワなんですけどでも今そういうタイミングじゃありませんからー!!

　と盛大にツッコミたい気持ちをグッと堪こらえて清楚モードのニコニコ笑顔を保ち続けた。


　ただひと言も発することができず、結果的に妙な沈黙が流れてしまい──……。



「……もしかして、真白、間違えた？」

「……はい。遺憾ながら」
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「あ、あわ……あわわ……」

　ボン、とその真っ白な顔が一瞬で紅色に茹ゆで上がった。

「ご、ごめんね。普通のＪＫ女子高生って、日常的にこういうのやるのかと思ってて。チックタックとかインステとかのイメージで。てっきり、その合図なのかなって……うう、恥ずかしい……」

　可愛すぎか、この人。

　実際、こうして間近で真白の顔を見ると、ホント悔しいくらいに可愛らしい人だ。

　クラスメイト男子達の反応も「小日向さんと一緒に話してる子、めっちゃ可愛いな」「うおおお、美少女と美少女の共演！」「あれ誰？」「確か二年の転校生じゃなかったっけ。うわぁ、すげえ美人」といった声がちらほら聞こえる。

　やっぱり客観的にも評価高いですよねー、わかるわかる。

　でもちょっとこれは注目集めすぎかも。私は真白先輩の耳元で囁ささやく。

「人目につくので移動しましょう。こちらへ」

「う、うん……」

　真白先輩を連れて廊下の隅っこまで行くと、さすがに視線も緩和されてきた。

　ここなら多少清楚モードを緩ゆるめても大丈夫かな？

「えーっと、それで。うちの教室まで来てどうしたんです、真白先輩？」

「あ、いつもの雰囲気に戻った」

「まあ完全じゃないですけど。で、要件はよはよ」

「あっ、そうだった。あ、あのね……その、彩羽ちゃんに、訊きたいことがあって」

「ふむふむ。お化粧の仕方？　それとも正しい生理用品の使い方？」

「そ、そうじゃなくて。あの──アキについて」


「……ッ！」



　やばい。来てしまった。

　うーーーん、ここでセンパイの話題はまずい！　非常にまずい！

　何がまずいって、私、一方的に真白先輩が告白したこと知っちゃってるんですよ！

　応援もできないし、邪魔するのも何か嫌な感じだし、そもそも知っちゃってることを隠さなきゃいけないしで、滅茶苦茶めんどくさい状況なわけですよ今！

　さあ、何を訊くのだ、真白先輩ッ!!

「今日、アキ……教室に入ってくるのがいつもより遅かった。遅刻は、してないみたいだけど……何かあったのかな、って。彩羽ちゃん……知ってる？」

「えーっと。遅刻してなかったんですよね？　なら問題ないんじゃ──」

「ううん。アキはいつも絶対に同じ時間に教室に来るの、真白、知ってるから」

「まあセンパイそーゆーところありますけど。まあ人間ですし多少の誤差はありますって」

「十六分三十四秒」

「へ？」

「平均登校時間より十六分三十四秒も遅かった。これは、異常」

　冷静な声ではっきり言い切ってくれましたけど真白先輩、そんな細かく計測してるとか怖すぎるんですけど!?　毎日毎日どれだけセンパイのことばっかり気にしてるんですか!?　いや、まあべつに人のこと言えないんですけど、っていうかちくしょーいいなぁ同じ教室!!　同級生の特権!!　私もセンパイの隣の席でそういうことしたかったー!!

　と悶もだえてる私の横で真白先輩は、ぽそりと、心の底から胸を痛めるような顔で。

「ねえ、アキ──体壊したりとか、してない……よね？」

　そう言った。

「……あー。真白先輩、もしかしてただ純粋にセンパイを心配してるだけってやつです？」

「うん……遅刻ギリギリなんて、アキらしくない。何か、あったのかなって」

「でもそれ、何で私に訊くんです？　センパイに直接訊けばいいんじゃ……」

　どうせ隣の席なんだしさ！　と心の中で付け足す。

　すると真白は鼻の頭を朱に染めて、アニメ世界の初恋キャラみたいな健気けなげさで言った。

「話しかけるの、恥ずかしくて。それにちょっと……今は、雑談とか、しにくいタイミング、なの。理由は、言えないけど……」

　はい知ってるー!!　知っちゃってるんですごめんなさい!!　そうですよね、絶賛告白中ですもんね!!　返事したのかしてないのか、進捗までは知らないけど、真白先輩がそう言うってことはまだ宙ぶらりんなんですねわかります!!　ああもう隠し事してる罪悪感がハンパないよう、こんなことならあんなＬＩＭＥ目撃するんじゃなかったー!!

「だから、彩羽ちゃんに訊こうかなって。お友達……彩羽ちゃんしかいないから」

「うぐ……」

　しかもこの台詞せりふですよ。すごいなー、これ、計算じゃないんだろうなー。

　恋のライバルのはずなのに全然憎めない。いや、憎みたくはないんですけどね。

　でもなんていうかこう──強キャラすぎないです？　真白先輩。

　……はあ。負けた。負けました。こんな人に頼まれたら知らないフリできませんよ、もう。

「センパイ、今日は寝坊したみたいです。まあ、お疲れだったんでしょうねー」

　きっと真白先輩の告白に悩んで夜更かししたんだと思うけどそれは言わない。言えない。

　だから言える範囲で本当のことを教えてあげます。

「病気、とかじゃないの？」

「それは大丈夫かと。センパイめっちゃ健康マニアですし」

「そっか。なら、よかった」

　ホッと胸を撫なで下ろして微笑む真白先輩。

　その表情だけで、ああ、心の底からセンパイのことを心配してたんだなーとわかる。

「でも、そっか。疲れてるんだ。……じゃあ、お昼休みは……ひとりで食べようかな。真白と一緒だと、ゆっくりできないと思うから」

「やー、気にしすぎじゃないですかね？　普段ぼっち飯でしょうし、誘った方が喜ぶような」

「ううん、アキは気遣い屋さんだから。うん、お昼誘うのやめる」

　うなずいて自分に言い聞かせてる。

　うーん、この気遣いっぷり。強い。強すぎる。

　何故かセンパイの前では素直になれないみたいだけど、これ、センパイの前でこの素顔を出したら、一発でＫＯ持っていきそうな破壊力あるなぁ。ぐぬぬ……。

　と、そうこうしているうちに予鈴が鳴り始めた。廊下や教室がざわざわし始める。

「あ、そろそろ教室戻らないと。──ありがとう、彩羽ちゃん」

「いえいえ。知ってること話しただけですから。ではまた！」


「うんっ。──……あ、そうだ」



　とてて、と階段を下りていこうとして、真白先輩がふいに立ち止まって振り返る。

　そして、何かを恐れるようにおずおずと訊いてきた。

「また……来てもいい？　迷惑じゃ、ない？」


「はぁ～……」



　アホみたいにデカいため息が出た。

　えっ、えっ、やっぱり迷惑だった!?　と取り乱す真白先輩に向けて、私はにへらっと笑ってみせて。

「訊くまでもなくＯＫ!!　に決まってますよ！　私らもう友達ですし!!」

「……！　う、うん。ありがとう。また、来るね！」

　満面に笑みを咲かせて、今度こそ真白先輩はとてとてと階段を下りていった。

　真白先輩の姿が見えなくなってから、私はもう一度ビッグなため息をドカンと投下。

　いやー、出ますよそりゃ。無限に出ますよ。

「……センパイ、ホントに大丈夫かなー……」

　あの朴念仁ぼくねんじんで恋愛に一ミリも興味がないセンパイでも、真白先輩には転んでしまうかもしれない。そう思わせるに充分なほど、真白先輩は魅力的だ。

「でも……センパイは、大丈夫……ですよね？」

　私のアプローチを躱かわし続けてるセンパイ。あんな風に私を女の子扱いしないのは、あの日の約束があるから……ですよね？　だとしたら。だとしたら、真白先輩がいくら可愛くて、優しくて、魅力的な理想の女の子でも。なびいちゃったり……しませんよね？




　結局、その後授業が始まっても昼休みが訪れても、私のモヤモヤは晴れないままだった。
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　午前の授業が終了し、昼休みが始まった。

　四時間分の授業の間に、あれこれと考えてみたが、どうにも解決方法は思いつかなかった。

　授業の間、何度か真白ましろに接触を試みるも、芳しい反応は得られていない。

　ＬＩＭＥで『あんまりジロジロ見ないで……。恥ずかしい[image: ]』ってメッセージが飛んできたくらいだ。

　ジロジロ見てきているのは真白の方なんだけどな……。

　何はともあれ、状況を変えるために次の一手を打つ必要がある。

　真白にメッセージを送る。




《ＡＫＩ》昼休みに予定あるか？

《真白》ううん、特に何もないよ。購買でおにぎり買おうかなって思ってるくらい




　よし。

　真白の様子を見るに、クラスメイトと一緒に昼食を取る感じでもなさそうだ。

　一度二人きりになって、落ち着いて会話してみよう。

「真白、一緒に飯買いに行って、どっかで食おうぜ」

「二人で食べると疲れる。アキはどっかでぼっち飯でもしてれば？」

　何でだよ。

　もう手立てが思いつかん。どないせいっちゅうねん。

　もはや新しい精神攻撃の一種じゃないかと思えてきた。

　……仕方ない。真白のことは一旦いったん忘れて、ひとりで購買に行くとしよう。

　立ち上がり、教室から購買へ早足で向かう。

　いち早く購買にたどり着くためのコツは、大勢の生徒が利用する経路を避けることだ。

　すこし遠回りになるが、生徒の群れを回避した方が、結果的に早く購買部にたどり着くことができる。

「カレーパン」

　数は口にせず、人差し指を一本立てることで示す。最低限のオーダーのみ購買のおばちゃんに伝え、効率よくパンを回収。

　そのまま学生食堂に向かい、いつもさり気なく空いてる隅のカウンター席に腰掛ける。

　購買でパンを買って昼食を摂るまでの最短ルートだ。

　ビニールを破いてパンを取り出し、口に運ぼうとしたところで。

「お隣、失礼しまーす☆」

　どこからともなく現れた彩羽いろはが、サッと隣の席に腰掛けた。

「ぼっちの隣に華麗に降臨、可哀想かわいそうなセンパイのために天使な後輩が参上しました！」

「俺おれがここにいるって嗅かぎつけてきたのか？　犬みたいな奴だな」

「またまたそんなツンデレ台詞せりふぅ。嬉うれしいくせにぃ」

「……うっざ」

　ツンツンと頰ほおをつつきながら笑う彩羽に、はあとクソデカいため息を吐く。

「廊下で偶然見かけたから、追いかけてきちゃいました♪　どうせいつもぼっち飯でしょうし、哀れなセンパイに施しをと思いまして！」

「ひとりで食事してるだけで哀れまれる意味がわからん。大勢でダラダラ食べるより、こっちのが楽だ。無駄な雑談が挟まらない分、最高効率で食事を終わらせられる」

「あは、相変わらず拗こじらせてますねー」

　ただでさえ面倒事が重なってるっていうのに、余計に面倒なのがきやがった。

　彩羽が隣に座ったことで、学食にいた生徒達の不躾ぶしつけな視線がこちらに集まってくる。

「小日向こひなたさんが男子生徒とメシ食ってるぞ」

「誰だれだ隣の男。あんな奴やついたっけ」

　俺を羨うらやましがる連中の声が聞こえてくる。

　そんなに羨ましいなら、代わってもらいたいくらいだ。

「学校で目立つ絡からみ方すんなよ」

「ニセ彼女設定のためですかー？　他の女の子と仲良いって知られたらマズいんでしたっけ」

「そうだよ。ハニプレに入るためなんだから、ちっとは協力しろ」

　俺は世界的大企業ハニープレイスワークスの社長である真白の父──真琴まこと伯父さんと、ある契約を交わしている。

　それは高校卒業後、《５階同盟》のメンバー達を無条件、無試験でハニプレに就職させてもらうこと。

　その交換条件として伯父さん──月ノ森つきのもり社長が提示したのが、真白のニセ彼氏になり、彼女の周りに変な虫が近寄らないよう高校生活をサポートせよというものだった。

　しかも俺に恋人がいないというのが大前提らしく、伯父さんは事あるごとに不純異性交遊の有無について探ってくる。

「んー。まあ、大丈夫ですよ。センパイのこと知ってる生徒、あんまりいないですし」

　そんなことを言いながら、彩羽は自分の弁当箱を広げ始める。なんで学食でＭＹ弁当なんだよとツッコミたくなったが、横に添えられた紙パックを見て納得する。学食限定のオリジナルブランド、千葉県の農家から直送されたトマトを使用した１００％濃縮トマトジュース。目当てはそれか。

　居座る気満々の様子を見るに彩羽の奴、どうやら帰る気はゼロらしい。

　依然として生徒たちの視線が集まっているが、コイツは一切いっさい気にする素振そぶりがなく。

「堂々としてれば大丈夫ですって。オドオドしてたら、逆に疑われちゃいますよー？」

「そういうもんかね」

「そういうもんです☆　ほらほら、こんな可愛かわいい女の子と一緒にご飯を食べられるんですから、もっと楽しそうにしてください。あ、卵焼き食べます？　あーんしてあげましょうか？」

「……いらん」

　脳天気な彩羽の様子に、思わずため息が出る。

「まーたそんな不健康そうな顔してー。ため息つくと、幸せが逃げるっていいますよ？　ま、ぼっち飯してる時点で幸せゲージめっちゃ低そうですけどー！」

「ため息は乱れた自律神経のバランスを整える効果があるから、健康に良いんだよ」

「へー。（無関心）」

　かっこむかんしん、とわざわざ言葉にする彩羽。

　ナメてんのかコイツ。

「そもそもお前もため息の原因のひとつなんだよ。反省しろ」

「えっ、そうなんですか？」

　彩羽はスマホを取り出すとＪＫ女子高生特有の超高速フリック操作で何かを書いていく。

　はい、どん！　と見せてきたのはメモ帳アプリに書き綴つづられた謎なぞの式だった。

「ため息イコール健康に良い、私イコールため息の原因……つまり、私イコール健康に良い！　彩羽先生のウザ絡みはデトックス効果満点ってことですね！　感謝してください!!」

「そのおめでたい頭なら毎日がデトックスだろうよ」

　はあ、とため息がまた漏もれる。

　彩羽の特に中身のないハイテンション会話に付き合ってたら、本当に幸せが逃げそうだ。

　どうせ会話するならもうすこし益のある話をしたい。

　──益のある話、か。

　コイツも一応生物学上は思春期の女子高生なんだよな。

　もしかしたら最近の真白の謎行動の真意について、何かヒントを持ってるかもしれん。

　よくよく考えたら俺が告白ＬＩＭＥを送られたことを唯一知ってるのも彩羽だ。

　何故なぜかそのネタでからかってこないあたり、彩羽なりに最低限の気遣いをしてるんだろうが、ここはあえて話題を切り出させてもらおう。

「なあ彩羽。お前には一ミリも向いてないと承知の上で、乙女心について訊きたいんだが」

「ちょっとそれ失礼すぎィ！　ここバッチリ乙女なんですけど！」

「ん？　ああ、そういえばそうだったな」

「センパイ、私になら何言っても許されると思ってますよね？」

「まあ、普段好き放題されてるし」

「私のこと大事にしないと後悔しますよー。こーんな可愛い子に彼氏がいなくて、センパイのことばっかり構ってあげてるなんて、激レアなんですからね」

「はいはい。そろそろ本題に入っていいか？」

「むう。本気なんですけど……まあいいや。で、何なんです？」

　不満そうに唇をとがらせながら彩羽が先を促す。

「真白のことでさ」

「……！」

　切り出した瞬間、彩羽の眉まゆがピクリと動く。

「この前、その、ＬＩＭＥで……お前も見ただろ、あの文章」

「……まー、そーですね」

「でな、あれからいろいろ真剣に考えて返事をしようとしたんだ──」

　俺は端的に状況を説明していく。

　真白の告白に返事をしようとしたが、冷たく拒絶されたこと。

　現実ではもの凄すごい塩対応なのに、ＬＩＭＥではゲロ甘なメッセージが返ってくること。

　真白の気持ちが本物なら真剣に向き合って答えを返したいが、それはＬＩＭＥのメッセージなんかではなく、面と向かって伝えるべきだと考えていること。

　しかし、現実では返事をする機会すら与えられないこと。

「人生で初めての事態すぎて対処しきれん。どうすりゃいいんだろうな、俺……」

　恥を晒さらす覚悟で、彩羽に今の状況を打ち明けた。


　女子からの告白に振り回されて心乱されるなんて、そんな弱みを見せるのは癪しゃくだが──……。



　何故だか彩羽に対しては相談しておきたいと思えた。

　どうしてだと問われたら、何とも答えにくいが。

　真白の告白を目撃したのがコイツだけだから、かもしれない。

「なあ、彩羽。俺は……彩羽？」

　ふと気づいた。

　話の途中から彩羽が一切の相槌あいづちすら返していないことに。

　ハッとして隣を見ると、




「ぷく──────────────ッ」




　破裂寸前のフグみたいに頰を膨らませ、瞳ひとみにふてくされた色を宿した彩羽がそこにいた。

「い、彩羽……？」
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　え、何？　何なんだこの反応。

　喜怒哀楽の激しいアドレナリンガールである彩羽のこと、常日頃ひごろから百面相ばりに表情をコロコロ変えるのだが、こんなふくれ面は初めて見た。

　針を刺して破裂させてみたいと直感的に思うが、もちろんそんなことは実行しない。

　まったくもって意味不明だがただひとつ確信を持って言えることがある。

　──これ、めっちゃ不機嫌なやつだ。


「ふーん、へーえ。真白先輩の告白には、そんな真剣に悩むんですね。ふーーーーーん」



「『には』って何だ？　俺、人生で初めて告白されたんだが」

「はー、そうですか。ほー、そうですか」

「な、なんだよ」

「人生で、初めて、告白されましたか。『好き』ってアピールされたの、初めてですか」

「含むような言い方されても初めてなモンは初めてだよ。何、不機嫌になってんだ」

「なるほど、よーーーくわかりました。どうやらセンパイは真白先輩みたいに、大人しくて、清楚せいそ系の、守ってあげたくなる美少女しか女の子としてカウントしてないみたいですね！」

「や、そんなことないが。……おい、どこ行くんだ？」

　いきなり立ち上がった彩羽を呼び止める。

　すると彼女はムスっとした顔のまま、

「鈍感魔人のセンパイには周りの女子がみんな清楚系になる呪のろいをかけてやりますから！」

　そう言い残すと『あっかんべ』をして、立ち去った。

「あ、おい！　弁当箱忘れてるぞ！」

「洗って返してください！」

「理不尽ッ!?」

　自分で持ってきて自分だけ食べたのに弁当箱だけ俺に洗わせるとか、ウザ女たる彩羽の行動にしてもひどすぎる。

　冗談かと思ったが、彩羽は俺のツッコミも無視して、スタスタと学食を出ていってしまった。

　ざわ……ざわ……と、周囲が俺達の騒動に気づいてざわめき始める。

（小日向さんが怒って出ていったぞ）

（あの男、フラれたってことかよ。ざまあねえぜ！）

　漏れ聞こえてくる声は一部だけだが、基本的に好き放題に言われてるらしい。

　まあそれはいい。今更周囲に何をどう言われようが俺の人生に一ミリも関係ない。

　だが、彩羽の機嫌を損ねてしまったのは大問題だ。

　しかも厄介なことに──地雷ポイントがどこだったのか、まるでわからん。

「何なんだアイツは……」

　結局、真白のこともうまく相談できなかった。

　むしろトラブルがまた一個増えてしまったまである。

　厄年か何かなんだろうかと途方に暮れていると、ポケットの中のスマホがぶるりと震えた。

　取り出して画面を見ると、そこには彩羽からの新着ＬＩＭＥメッセージ。





《彩羽》センパイの、バーーーーーーーーーーーーーッカ!!






「ええええ……」

　正直、困惑しかない。

　彩羽がここまでストレートに悪口をぶつけてくるのは意外と珍しい。

　古今東西あらゆる語彙で飛び出るあいつの弄いじりワードは、罵詈雑言のたぐいなんかではなく、表現が難しいのだが何というかもっとこう芸術点の高いアレだ。

　勝負事で負かしてやったときは子どもじみた悪口を放たれたこともあったが、今はそういうタイミングでもなかったはずだ。

　なんてこった。真白、巻貝まきがいなまこ先生に続いて、彩羽までおかしくなっちまうとは。

　俺の周りで何が起きてるんだ？

　しばらくＬＩＭＥの画面を開いたままフリーズしていると、ピンポンパンポーンと放送が流れ始めた。

『２年の大星照明おおぼしあきてるくん。２年の大星明照くん。今すぐ生徒指導室に来なさい』

　スピーカーから聞こえてきたのは、女王モードの菫すみれの声。

「誰か知らないけど、女王に呼び出されてるぞ」

「オイオイオイ」

「死ぬわソイツ」

　突然の放送に、学食中でざわめきの声が上がっている。


「…………ッ」



　ぶわり、と冷や汗が浮かぶ。

　もちろん女王の呼び出しに恐怖しているわけじゃない。

　あの駄目女の正体を知っていたら、逆立ちしたって怖がるのは無理だ。

　そうじゃないんだ。

　真白、巻貝なまこ先生、彩羽。ここまで連続して問題が発生している中での呼び出し。

　何も起こらないはずがなく。

　現在、菫──紫式部先生むらさきしきぶせんせいに設定された〆切は一週間後。

　まだまだ猶予はある。しかし、その進行を妨げるようなトラブルが発生した可能性は極きわめて高い。

「ただでさえ問題山積みなのに、さらに俺を追い詰めようってのか、紫式部!!」

　ズキズキと痛む頭を押さえながら、俺は重い足取りで生徒指導室へと向かった。





＊






「明照様、〆切よりも一週間早くイラストが上がりました!!」

「なんでお前ら揃そろいも揃って意表を突いてくんだよ!!」




　生徒指導室。女王の庭と密ひそかに呼ばれ恐れられる、《猛毒の女王》の居城。

　作画資料用の拷問器具（レプリカ）が並ぶ部屋。

　その薄暗い空間に足を踏み入れた瞬間、中で待ち受けていた菫が華麗なる土下座とともにタブレットＰＣを捧ささげてきたのに対し俺は反射的にツッコミを入れていた。

「え？　え？　なんでアタシ怒られてるの!?　優良進行なのに!?」

「これまでの活動で一回たりとも〆切守ってねーのに何でよりによって今日なんだよ！　ああもう何もかもが予定通りにいかん！　何なんだこれは!?」

　というか完成してるなら普通に見せろよ！

　なんで土下座してるんだよ！

「はあ、はあ、はあ、はあ……くそ、まさか俺がここまでイレギュラーに弱かったとは」

　胸に手を当て、荒れる呼吸を落ち着ける。

　俺は、すべての事象をパターン化し、最高効率で物事を進行することを主義としている。

　紫式部先生の〆切だって破られることを前提に設定してるのだ。

　もちろん〆切を守ってもらえるのは助かるし、彼女は何も悪くない。悪くないのだが。

　予定外、予想外の事態が多すぎて脳味噌がオーバーフローした。

　完全に思考回路がショートしてる。

「あ、アタシ、何かまずいことしちゃった……？」

「いや、紫式部先生は何も悪くありません。すみません、取り乱して」

　土下座の格好のまま涙目で見上げてくる紫式部先生に俺は素直に謝罪した。

　当然だ。今回は明らかに俺が悪い。

　しかしまさか、この生徒指導室で俺の方が謝罪する日が来るとはな。まあ土下座してるのは先生の方なんだが。

「とりあえず、お疲れ様です。次の依頼があるまでゆっくりしててください。好き放題に深夜アニメを観みまくって、おねショタ妄想に励んでいいですよ……」

　茫洋ぼうようとしたままそう告げて、フラリとふらつく体をかろうじて動かしながら踵きびすを返す。

　と、その背中に媚こびるような声がかかった。

「あ、あのー明照様。実はひとつお願いがありましてー。イラストを〆切前にしっかり上げたご褒美に、頼みを聞いてほしいなー、なんて」

「頼み？　それ、話長くなりそうですか？」

「え、ええ。たぶんそれなりに長くなるんじゃないかしら」

「すみません。じゃあ、また今度にしてください。──俺、早退します。熱があるんで」

「ええっ、だ、大丈夫!?」

「半日くらい頭冷やせば治ると思います。それじゃ……」

「お、お大事に……」

　茫然とする菫を生徒指導室に残し、俺はフラフラと廊下に出た。




　真白の告白と甘々ＬＩＭＥメッセージと現実での塩対応。

　巻貝なまこ先生の想像を絶するキラキラモテカワシナリオ。

　彩羽の意味不明な不機嫌モード。

　菫の意味不明な〆切遵守。




　今日一日だけであまりにも多くのイレギュラーが発生しすぎた。

　真白の気持ちに対して自分なりに真剣に考え、きちんと答えを用意していたのだが、それを消化する機会も与えられず、次から次へと意味不明な異常事態に見舞われる──未消化タスクが大量に残ったまま新たなソフトを立ち上げられまくったＰＣの気分だ。

　こんなもん、落ちるに決まってる。

　とりあえず今日のところは寝て、気を取り直そう。

　……くそ、こんなところで時間をロストしてる場合じゃないってのに。

　俺達にとって、《５階同盟》全員にとって、最高の将来を摑つかみ取るためには、立ち止まってる暇なんてないってのに。

　もちろん、あいつらが悪いんじゃない。


　まったく──……。



　この程度のタスク、余裕でこなしてみせろよ。未熟すぎだろ、俺。





＊






『あはは。みんな可愛いけど、一癖ひとくせも二癖ふたくせもある子達だね』

『何故、俺の周りにはまともな女がいないんだ……』

『まともじゃなくても美少女なんだからいいでしょ。贅沢言ってるとみんなに呪われるよ？』

『みんなって誰だよ……』







[image: ]




　早退して家に帰り、頭に冷却シートを貼はってベッドに寝転がること数時間。

　脳が冷却されたことで、少しずつ思考が正常に戻ってきた。

　しかし、気だるさを覚えて体温を測ってみれば、まだ微熱があった。

「クソ、なんて時間の無駄だ」

　もう夕方だ。

　窓から差し込んできている茜色あかねいろの光を見ながら、今日一日の非効率さに歯嚙がみする。

　ＬＩＭＥを確認すれば、オズや真白ましろ、菫すみれ達から心配するメッセージが届いていた。

　問題ないことを報告しつつも、実際は未いまだ問題だらけだ。

　やらなくちゃならないことが、山のように積み上がってる。

　どれから手を付けるのが、最も効率的だろうか。


　まだ少しぼんやりする頭で、そんなことを考えていると──……。



　ガチャリ。

　チャイムもノックもなく、玄関のドアが無断で開かれた。

　軽い足音が廊下から聞こえてくる。

　どうやら、また彩羽いろはが勝手に入ってきたらしい。

　さっきの不機嫌モードは何だったのか、というか勝手に入るな、など、文句を言ってやろうと数秒身構えているが、どうにも寝室にやってくる気配がない。

　リビングの方から、水が流れる音や、トントンと何かを叩たたくような音が聞こえてくる。

「……何やってるんだ？」

　気になって、リビングに見に行ってみる。

　彩羽は、キッチンに立っていた。

「あらセンパイ。もう起きてきて大丈夫なんですか？」

　振り返った彩羽は、制服の上にエプロンを身に着けていた。

　コンロの上には土鍋が置かれており、どうやらおかゆを作っているようだ。

「ああ、なんとかな」

「それは良かったです。早退したって聞いて、心配したんですよ？」

　彩羽は薄く微笑み、慈愛のこもった優しい声でそう言った。

　普段の彩羽とは似ても似つかない、優しげな雰囲気。

　よく見れば、いつもは着崩している制服が整えられており、ゴツいヘッドフォンもつけていない。

　俺おれはこの彩羽の態度を知っている。

　外に出ているときに見せる、完全無欠の優等生モードだ。

「でも、無理はしないでください。おかゆができたら呼びますから、寝てていいですよ」

「……っ」

　ゾワゾワっと、思わず鳥肌が立った。

　どうしちまったんだコイツ。

　何故なぜ、家の中でまでそのモードなんだ。何を企たくらんでるんだ。

「何もしませんよ。大丈夫です」

　俺の心を読んだかのように、彩羽は背を向けたままそう言った。

　とりあえず、言われた通りに寝室に戻る。

　ベッドの上でそわそわすること数分、土鍋をお盆に乗せ、彩羽が部屋に入ってきた。

「消化のよいものを作ってみました。食べられそうですか？」

「あ、ああ」

　ベッドから起き上がろうとすると、

「そのままでいてください。私が食べさせますから」

　優しい口調で止められる。

「いや、そこまでしてもらわなくても大丈夫だから」

「いいえ。そこまでさせてください。病に臥ふせるセンパイを介抱するのは後輩の役目です」

「そんな、大げさな」

「大げさなんかじゃありません。普段のセンパイなら、早退なんて絶対にしませんよね。体は資本だからって、体調管理は万全にしているはずです」

　まあ、確かにそうなんだが……。

「センパイは、自分でも気づけないほどに疲れていたんだと思います」

「まあ……そうかもしれん」

「はい。だから、センパイが元気になるように、手助けさせてください。いつもセンパイにはたくさんお世話になっていますから。こんなときくらい、私を頼ってください」

「お、おう……」

　真面目まじめな口調で強くそう言われて、思わず頷うなずいてしまう。

　どうにも、引いてくれる雰囲気ではなさそうだ。

　彩羽が土鍋の蓋ふたをあけると、湯気とともに鰹出汁の良い匂においが部屋に広がる。

　具材の入っていないシンプルなおかゆだが、だからこそ今は美味うまそうに見えた。

　お盆の隅の小皿、お好みでどうぞとばかりにそっと添えられた刻み葱ねぎが粋いきな心遣いを感じる。

　スプーンでおかゆをすくうと、彩羽は自分の口元に近づけ、ふーふーと息を吹きかける。

「お、おい」

「そのままだと、やけどしちゃいますから」

　それから、ゆっくりと彩羽はスプーンをこちらに差し出してきた。

「はい、センパイ。あーん」

　なんだこのクソ恥ずかしいイベントは。

「ふふ、恥ずかしいんですか？　でも、気にしなくていいんですよ。看病されることは、恥ずかしいことなんかじゃないんですから」

　まるで別人だ。

　なんともいえない居心地の悪さを覚えつつ、差し出されたおかゆに口をつける。

　じんわりと、鰹出汁の旨味が口に広がっていく。

　出汁と塩だけの素朴な味付けだが、濃すぎず薄すぎず、ちょうど良い塩梅あんばいだ。

　冷ましてくれたおかげで、温度も問題ない。

　体が温ぬくまって、ポカポカとした良い気分になってくる。

「……美味い」

「それは良かったです」

　小さく微笑むと、彩羽はまたスプーンを差し出してくる。

　俺の口の中が空になるのを正確に見計らい、的確なペースで食べさせてくれる。

　喉のどが渇いたなと思えば、こちらから何かを言う前にお茶を渡してくれる。

　一流の介護福祉士、あるいはその道二十年のベテラン看護師の風格さえ漂わせる、完全無欠のお世話っぷりだ。


　そんなこんなで至れり尽くせりのまま食事の時間は過ぎていき──……。



　気づけば、完食。

「ご、ごちそうさまでした」

「お粗末様です。ほら、センパイ。口元が汚れてますよ？」

　ハンカチで丁寧に口元を拭ぬぐわれる。

「あ、ああ……すまん」

「いいんです。センパイは疲れてるんですから。私も好きでやってることですしね」


「…………」



「他に何かしてほしいことはありますか？　できることなら何でもしますよ」

「いや……大丈夫だ。ありがとう」

「そうですか。あまり長居してもセンパイの邪魔になってしまうでしょうし、後片付けをしたら私も自分の部屋に戻ります。ゆっくり休んでくださいね」

　そう言い残すと、彩羽は部屋から出ていった。

　しばらくキッチンで洗い物をしている気配があったが、それも収まると、ガチャンと玄関のドアと鍵かぎが閉まる音が響いた。

　沈黙と静寂。そして──





『なーんちゃって！　素直に帰ると思いましたかアアァァーーー!?』






　というフェイントウザムーブが来るかと構えていたが、それもなかった。

　最初から最後までただの清楚せいそ。

　優しくて、包容力抜群で、甲斐甲斐しく世話を焼いてくれる女の子。

　今の彩羽を形容するとそんな単語が羅列される。

　ウザい女は嫌だと言い続けてきた俺に対して、あたかも「ほれ、ならこんな女の子が良いんじゃろ？」と言わんばかりに挑発的に差し出された、普段の彩羽と正反対の可愛かわいい女の子だ。

　が、だからと言って小躍りして喜ぶほど、俺という人間はお花畑な頭をしちゃいない。

　だってそうだろ。あの彩羽だぞ？

　人の迷惑を顧みず、ウザ絡みを連発する、クソ生意気でクソウザい女だぞ？

　あまりにも普段と違いすぎて、むしろ不気味だっての。

　特に何か仕掛けてくる気配はなかったが、あんな清楚、素直に享受できるわけがない。

　……まあいい、回りくどいことはなしだ。

　俺はスマホを取り出し、彩羽にメッセージを送る。気になることは直接問いただせばいい。




《ＡＫＩ》何のつもりだ？　なんで家でまでずっと猫かぶってんだ？




　既読はすぐについた。




《彩羽》だって、センパイはそういうのが好きなんでしょ？　清楚なのがいいんでしょ？　どうでしたか、大好きな清楚系にたくさん優しくしてもらえて満足ですか？　いつもの私より、ああいうのがいいんですよね。もう二度とウザ絡からみしてあげませんから！　バーカバーカ！




　そんな文章が返ってきた。安心と信頼のウザ文章に不覚にもホッとしてしまう。

　──これはまさか真白と正反対のムーブってことなんだろうか？




　真白はＬＩＭＥで甘々なのに現実世界で辛辣しんらつ。

　彩羽は現実世界で甘々なのにＬＩＭＥで辛辣。




　どちらも共通して言えることがあるとすれば、何が理由でそうなっているのかわからんってことだけだ。

　これは……どうしたもんかな。

　女心について探りたいときはいつも彩羽に相談してたんだが、今回ばかりはそうもいかない。

　あと俺が声をかけられる女と言えば紫式部先生むらさきしきぶせんせいと、彩羽の収録に協力してくれてるサウンドエンジニアの音井おといさんくらいのもんだが……前者は論外だし、後者も世間一般的な『女』とはだいぶ毛色が違う。


　ヴヴヴヴ、ヴヴヴヴ──……。



　悩んでいるとスマホが着信を報しらせて震え始めた。

　相手の名前を確認すると、オズからだった。

「よう、オズ。どうした？」

『アキが困ってる気配を察して電話したんだけど、調子はどう？』

「お前はメンタリストか」

　あまりの察しの良さに驚いていると、オズは電話の向こうでくすっと微笑んで。

『実はアキの心拍数を二十四時間モニタリングするシステムを開発したんだ。これさえあれば心理状況を常に把握できる』

「……マジで？　親友とはいえ、さすがにそれはドン引きなんだが……」

『あはは、冗談に決まってるでしょ。そこまで精度が高いモニタリングシステムが実現したら特許で丸儲まるもうけだよ』

「お前なら実現しかねないから冗談に聞こえないんだよなぁ」

『──ま、ホントのところはさっき彩羽が家に帰ってきてね。ただいまも言わずに部屋に引きこもっちゃったから。かなり機嫌悪そうだなーって。……何かあったんでしょ？』

「そういうことか。……まあ、ちょっとな……」

　思わずぼやきかけて、ハッと口を噤つぐむ。

　さまざまな美少女に遭遇するラブコメ主人公の権化みたいなこの男、オズなら、もしかしたらこの状況を打破するヒントを教えてくれるかもしれない。

　しかし一から説明するには真白に告白された事実を教える必要がある。

　それは……駄目だ。

　前回の騒動で真白には内気なりに確固たるプライドがあることがわかった。臆病おくびょうなりに勇気を振り絞って、新しい人生を歩み出そうとしていたことも。そして自分自身の素直な気持ちを、ありのままの欲望を見せつけることを、恥ずかしいと感じていることも。

　そんな真白が、自分の知らないところで、自分が告白した事実が広まっていると知ったらどう思う？

　──死にたくなるほど恥ずかしいに決まってる。

　せっかく学校生活にも慣れてきたのに、下手へたをすればまた引きこもりに逆戻りだ。

　そんなことになれば、昔あいつをいじめてた女どもと何も変わらない。

　……いや、綺麗事きれいごとを抜きに俺の利益りえきだけを考えても、月ノ森つきのもり社長の信頼を失ってしまう結果は避けたい。

　そんなことをつらつら考えていると、電話口でまた微笑む声がした。

『あはっ、その長考。言えない事情があるんだね？』

「……お前のような察しの良い友達は最高だよ」

『アキの性格はよく知ってるつもりだからね。オーケー、言えないなら僕からは聞かないよ。でもそうなると手助けもできなくなるけど、ひとりで大丈夫？』

「ああ……これはさすがに自分でケリつけなきゃいけないことだから」

　真白の告白。それに端を発した彩羽の不機嫌。

　あまりにも慣れない事態の連発で混乱してしまったが、オズと話すことでようやく覚悟が決まった。

　これは誰だれかに尻しりを拭ってもらうようなことじゃない。俺自身の手で決着させるべきことだ。

「ありがとな、オズ」

『僕、お礼を言われるようなこと何もしてなくない？』

「絶妙なタイミングで電話をくれた。やっぱりお前はオアシスだわ」

　どれだけカオスな事態になっても、オズだけはいつでもどこでも安定してるんだ。

　俺の周りの時空を安定させるデウスエクスマキナ的な存在、と言ったら大げさかもしれんが、昔からオズにはそういう目に見えないものをもらってる気がする。

　この安定感をオズには保ってほしい。保てなくなったら、一番危ういのもまたオズだしな。

　……おっと、昔のことを考えるのはやめよう。

　俺は話題を変えることにした。

「彩羽の件については俺の方でどうにかするとして、オズには一個協力してほしいことがある」

『ん？　何かな？』

「巻貝まきがいなまこ先生について」

　そう。今、俺が抱えてる問題は真白や彩羽のプライベートなことだけじゃない。

　何故か壊れてしまった巻貝なまこ先生のシナリオを《５階同盟》のリーダーとしてどうにかしなければならないというサブクエストも同時に発生している。ちょっと運営さん頑張りすぎじゃないか？　ってほどのコンテンツ量にげっぷが出そうだが、愚痴ってばかりもいられない。

『ああ……あのシナリオね。どうしようね、アレ』

「今からＬＩＭＥでボツの報せを送ろうと思ってる。……心苦しいけどな」

　初めての経験だ。

　巻貝なまこ先生の書く物語はいつも俺の心に刺さり続けていた。デビューシリーズの小説は紙がよれよれになるまで読み返したし、『黒き仔山羊の鳴く夜に』のシナリオも、新章が届くたびに一ユーザーとして心底ワクワクして読み込んできた。

　制作側ゆえの色眼鏡いろめがねなどなく、本当に、心の底からその才能に惚ほれ込んだんだ。

　だから彼のシナリオにボツを出すのは初めての経験だし、心苦しいことでもある。

　でもやらなきゃいけない。

　プロデューサーとして、否いな、ひとりの巻貝なまこファンとして。

　この世界観も雰囲気もぶち壊しのキラキラモテカワシナリオにハッキリとＮＯを突きつけるべきだ。

　が、シナリオの出来不出来への指摘にはひとつ難しいことがある。『つまらないと言いますけど、それ、あなたの主観ですよね？』と返されたらそれまでだということだ。

「──そこで、オズには俺の感想の補強役をお願いしたい」

『なるほど。巻貝先生が食い下がったら、僕もアキと似た感想を持ったと書き込めばいいんだね』

「そういうことだ。あの人はあの人なりに面白おもしろいと思って書いてるみたいだからな。説得するには、たぶんひとりの意見じゃ弱い」

『オーケー、そういうことなら協力するよ』

「助かる。それじゃ、このあとすぐに《５階同盟》グループで発言するから。乗ってくれ」

『了解』

　お互いに流れをすり合わせた後、俺は通話を切った。

　まったく、持つべきは頼りになる友達だな。
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　不幸中の幸いというべきか、体調不良は一晩のうちに治った。

　砕けた散ったジグソーパズルみたいになってた思考もようやくまとまり始めてきた。

　未いまだ問題はひとつも解決していないが、この俺がやられっぱなしのまま終わると思うなよ？

　ここから一気呵成いっきかせいの大逆転だ。

　どいつもこいつも好き放題にイレギュラーを起こしやがって、一個ずつ冷静に対処してやる。

　物事を効率的に進めるための基本は優先順位をつけること。

　まずは俺にとって人生の最優先事項を再認識。──それは、《５階同盟》のハニプレ入りだ。

　真白ましろの気持ちにまっすぐ向き合ってやりたいとは思うが、あいつが逃げ回る以上は仕方ない、そっちは後回しにさせてもらう。

　今はとにかく『黒き仔山羊の鳴く夜に』のユーザー評価を守ることを最優先とする。

　巻貝まきがいなまこ先生のシナリオをどうすべきかは頭の片隅で考えつつ、目の前の仕事を一個ずつ、着実にこなしていこう。

　学校の休み時間。

　宿題が終わっていないだの、次の授業の教科書を忘れただの、クラスメイト達がくだらない内容で騒いでいる間。

　俺おれは、菫すみれ──紫式部先生むらさきしきぶせんせいが何故なぜか早く仕上げてきたキャラクター５体のボイス脚本に着手していた。

　スマホを専用キーボードに接続し、カタカタとタイピングを繰り返す。

『黒き仔山羊の鳴く夜に』において、メインの物語を担当しているのは巻貝なまこ先生だ。

　ただし、キャラのバトルボイスやシステムボイスなどは俺が担当している。

　長編の物語を書く才能はないが、キャラのちょっとしたテキストを埋めることくらいなら、なんとか俺でもできる。

　最初のうちは巻貝なまこ先生の監修を受けていたが、あるときから『お前、結構筆力あるな。トッププロは無理かもしれないけど、ライターの平均くらいは書けてる』という褒められてるんだか貶けなされてるんだかよくわからないお墨付きをもらい、完全に任せてもらえるようになった。

　突出した才能がない俺らしい、中途半端ちゅうとはんぱな腕前ってことだろうが。手の空いてる俺が細かいテキストを書くことで巻貝なまこ先生に本編に集中してもらえるならまあ良しとする。

「よし、一段落」

「お疲れ様、アキ。僕の方もイラストの確認終わったよー」

　ひとまず上がってきたキャラ数体分のボイスが完成し、軽く伸びをしたところで、後ろの席でイラストのチェックをしてくれていたオズが声をかけてくる。

「サンキューオズ。どうだった？」

「イイ感じじゃないかな。今の流行にピッタリのキャラデに、細かな装飾の描き込み。さすが紫式部先生だね。デザインの中に海外展開ＮＧの表現もない」

　どうやら、問題なさそうだ。

　オズにはいつも俺が確認し終わったシナリオやイラストの再チェックを行ってもらっている。

　複数人チェック体制の方がミスは減らせるからな。

「オッケーだ。それで、こっちが今俺が書き上げたボイスなんだが──」

　それからすぐに、次のチェックに移ってもらう。

　今回の新キャラは、全員癖がかなり強い。

　過去に兄を失ったことが原因で若い男性全員が兄に見えてしまうという病んだブラコン少女に、人が疑心暗鬼に陥おちいるさまを見ることに快感を覚えるやばい老人。

　それから、ヒャッハー系で筋肉隆々なのに実は乙女趣味な不良などなど。

　癖くせが強いおかげで、台詞せりふを考えるのも容易だった。

「このブラコンの子だけ妙にリアリティあるね」

「……そうか？　いたら怖いだろ、それ」

「駅前で似た感じの子に声かけられたんだよね。『お兄ちゃん!?　十年前に生き別れになったお兄ちゃんだよね!?』って」

「ギャルゲーなら完全に再会シーンだなそれ」

「でも現実だと軽くホラーだよ」

「新手の逆ナンか何かだったんだろうか。……で、それでどうなったんだ？」

「近くに交番があったから、連れてってあげたよ」

「容赦ねえな!!」

　またしても美少女との出会いフラグをへし折ってきたのか、コイツは。

　でもまあ実際、自称生き別れの妹みたいなヤバイ奴やつに話しかけられたら、交番か病院を紹介するのが正解な気がする。

「警察ならその子の本当のお兄さんを探してくれると思ったんだけど、何故かその子、交番に着く前に逃げちゃったけどね」

「逃げたのか。こええな、おい。……てか、前は年上のお姉さんに迫られてなかったっけ？　私の弟になりなさい！　みたいなこと言われてたよな」

「ああ、うん。そのときも交番に連れていってあげたよ。今でも数ヶ月に一回は、僕を兄か弟だと勘違いしてくる人がいるんだよね。僕、もしかしたら生き別れの家族がたくさんいるのかな？」

「お前の妹は彩羽いろはだけだから、真面目まじめに悩まんでいい」

　さすが街を歩けば十人中十人が振り向くイケメン。逆ナンの経験には事欠かない。

　まあオズ自身はそれを望んでないし、この妙なラブコメ引力に引き寄せられるのが現実味のない二次元めいた変な奴ばかりとくれば、素直に喜べないんだろうが。

　やはり持ってる、と、言わざるを得ない。

「ボイス台本、読み終わったよ」

「お、早いな」

　会話しながら驚異のマルチタスクで台本データを確認していたオズが満足げにうなずく。

「すごくいいと思う。ちゃんとキャラらしい台詞になってるよ」

「そうか。ならよかった」

「このヒャッハー男子の台詞をアキが書いたと思うと、ちょっと面白おもしろいけどね」

「……それは言わんでくれ」

　自分が書いたものを他人に読んでもらうのは正直気恥ずかしい。

　脳味噌の中身を強引ごういんに覗のぞかれてるかのようだ。

　常に自分の性癖全開でモノを書ける巻貝なまこ先生のようには、何度輪廻転生りんねてんせいしたとしてもなれそうにない。ある意味、彼の一番の才能はそれだろう。

「でも、お世辞抜きにいい感じだよ。台詞回せりふまわしに違和感ないし、イラストともよく合ってる。アキはホント万能だね」

「器用貧乏っていうんだよ。突出した才能がないから、細かい部分をやってるだけだ。時間が許すなら、巻貝先生がボイス台本も全部書いた方が、間違いなくクオリティは上がる」

「その時間を埋められるだけで才能だと思うけど」

「本当に万能なら自分ひとりでゲームを作ってる。お前らの才能に寄生してるのは、結局、自分ひとりじゃ何もできないってことだよ」

「うーん、謙遜けんそん魔人」

　そんな会話を交わしつつ、二人とも一切いっさい手を止めずに作業を進めていく。

　俺は引き続きボイス台本の作成。

　オズはその確認をしつつ、並行して横書きテキストデータを自動音声収録用台本化ツールに流し込んでいく。

　声優が使い勝手が良いようにテキストを縦書きにし、メモを取りやすい余白を用意したり、サウンドエンジニアが納品ファイルを管理しやすいように台詞一個一個にファイル番号を記述したり、そういった面倒な作業を一括で自動的に済ませるソフトをオズが作ってくれたのだ。

　最初の頃は、収録を手伝ってくれる音井おといさんに『ファイル名も振らないで台本とかナメてんのかー？　殺こぉすぞー？』と優しく指導されたもんだ。

　今では『余裕のないスケジュールで依頼すんなー？　殺こぉすぞー？』ぐらいしか言われない。

　うんうん、成長したな、俺達。




　そうした作業を着々と進め、３限目の休み時間には終了した。

　昨日の遅れを取り戻すためにハイペースな進行をしたとはいえ、やればできるもんだな。

　幸いにして、昨日アホみたいに寝たおかげで頭の回りは絶好調だ。

　これで今日の放課後には彩羽の音声収録ができる。

　すぐにＬＩＭＥで彩羽とサウンドエンジニアの音井さんに連絡を入れる。




《ＡＫＩ》ちょっと急だが、今日中に音声収録できるか？


《彩羽》えーーーっ、やる気出ないなーーー。彩羽さんの美声がどうしても聞きたいんです、って土下座してくれたら考えてあげなくもないんですけどねーーーっ






　彩羽からすぐに返信がきた。

　イラっとしたのでとりあえず無視しておく。




《音井》チュパドロ20




　続けて音井さんからもすぐに返事が来た。

　チュパドロとはチュパチュパドロップスの略称。アメリカンでハイテンションなＣＭで有名な国民的棒キャンディである。

　サウンドエンジニアの音井さんとは、金銭ではなく、棒キャンディをはじめとしたお菓子を貢ぐことで取引していた。




《ＡＫＩ》20も食べるんすか。糖尿になりますよ？

《音井》はい、地雷

《ＡＫＩ》え、これがですか!?　体調を心配しただけなのに……

《音井》んー、どうでもいいけどー。チュパドロ20。返事はＹＥＳかＮＯだけなー

《ＡＫＩ》ＹＥＳで

《音井》あいよー。スタジオで待ってるー




　交渉成立。

　途中、何故か地雷を踏んで怒られかけたが、どうにか事なきを得た。

　真白や彩羽と違って音井さんはだいぶ大人っぽい。仮に機嫌を損ねてもすぐ関係を修復できる。

　ただごく稀まれにナチュラルに地雷を踏んでしまうことがあって、しかもその地雷の種類が多岐に渡って、それぞれに共通項がほぼないのが困りものだ。

　たとえば今回は糖尿。

　以前に怒らせたのは『湖で遊ぶときの効果音を録りたい』と依頼したときだったか。あれは未だに何故怒られたのか釈然としないんだよな……『下水道の中を歩く足音を録りたい』ってときには何も言われなかったので、作業内容が問題ってわけじゃなさそうだが。

　地雷を踏んでも何が地雷だったのかを教えてくれないため、円滑な人間関係を構築するために『地雷だったらひと言そう返してくれ』とお願いしてある。

　さっきのやり取りもそれだ。

「えーっと、『糖尿』はＮＧ……っと」

　スマホ内の『音井さん地雷ワードメモ』に新たな一行を追加。




・湖で遊ぶときの効果音

・我慢してくれ

・白鳥

・ここは水に流して

・雨漏あまもりしちゃってさ

・美辞麗句を言う

・糖尿　←ＮＥＷ！




　ずらりと並んだＮＧワードを並べてみても、やはり共通項が見出せない。うーむ、難しい。

　腕組みしながら思考に耽ふける。

　すると、ヴヴヴ、とスマホが震えた。

　相手は彩羽のようだ。




《彩羽》既読無視とか最低です!!

《彩羽》私の美声が聴きたくないんですか!!

《彩羽》今ならまだ謝れば許してあげますから、素直に彩羽様の声が聴きたいですと土下座してください!!




　俺が既読スルーしたのが相当お気に召さなかったようだ。

　しかしまあ現実で常に清楚せいそモードとかいう意味不明なムーブをされたときは対処に困ったが、このＬＩＭＥの態度はいつも通りなので扱いは慣れたものだ。

　実家のような安心感で俺はまたもや既読スルー。

　調子に乗った発言を連発してくるときは、一切付き合わずに無視してやるのが効く。

　そうすればどうなるかというと、




《彩羽》わかりました！　わかりましたよ！　収録に行けばいいんでしょ！




　こんな返事が来るのである。

　俺をからかう材料を見つけたら遠慮なしに仕掛けてくるが、仕事に対しては真面目な奴だ。

　俺の返事が気に入らないからと、収録をサボったりはしない。

　あいつの悔しそうな顔が目に浮かび、自然と口元が緩ゆるむ。ざまあないぜ。さんざん俺を無駄に悩ませた罰だ。




《ＡＫＩ》ああ、頼む。ナイス演技を期待してるぞ




　短く簡潔に、しかしモチベが上がるような言葉をひと匙だけ添えて。

　彩羽からは、ぷんすかと怒るゆるキャラのスタンプが返ってきた。

　──まあ何はともあれ放課後にやるべきことは決まった。

　そうこうしているうちに４限目が終わり、昼休み。

　優先順位を下げているものの念のため真白との会話チャンスがないか隣を見てみる。


「…………」



　真白は無言でスマホを睨にらみつけ、超高速フリックで何か文字を入力し続けていた。

　全身から話しかけるなオーラを噴出している。

　雪山で冬眠するハリネズミのような姿に、クラスメイト達も近寄ろうとしない。

　誰だれかとＬＩＭＥのやり取りでもしてるのだろうか。それにしてはやけに長文だが。

　そういえば真白は趣味の小説を書いてるんだっけか。もしそうなら邪魔してやるのは可哀想かわいそうか。

　面と向かって返事を伝えるのが筋かと思っていたが、このまま会話できない状態が続くならＬＩＭＥでの回答も視野に入れないといけないかもしれない。

　まあいい、これはいったん後回し。

　次に解決すべき課題は巻貝なまこ先生のシナリオだ。

　昨日のＬＩＭＥでの改稿依頼はおそらく失敗に終わった。今ごろ彼は、それが正義と勘違いしたまま、全力でモテカワ成分を盛ったシナリオを量産していることだろう。

　目の前にいたら羽交い絞めにしてでも止めたんだが、どこにいるのかわからない以上、それもできん。これ以上ＬＩＭＥでしつこくつついて先生の創作意欲に水を差すのも避けたいし、どうにか客観的な視点を持ってもらって、元の暗黒残酷文章を取り戻してほしいんだが。

　そんなことを考えながら席を立ち、ひとり昼食のパンを買いにいこうと廊下に出たときだった。

「大星おおぼし君」

　聞き慣れた声に、呼び止められる。

　待ち構えるように教室の前に立っていたのは、女教師の中の女教師といった見た目の影石かげいし菫。

「何か用ですか？　今日は指導されるような心当たりはないんですけど」

「熱はもう平気？」

「え？　ええまあ。昨日ゆっくり寝られたんで、どうにか」

「そう、それはよかったわ。じゃあ行きましょう」

「行くって、どこに？」

　踵きびすを返し、カツッとヒールの音を立てる菫の背中に、俺は問いかけた。

　振り向いた彼女は鋭い瞳ひとみを向けながら答える。

「何も訊かずについてきて頂戴ちょうだい。──約束でしょう？」

「約束？　……ああ」

　そういえば昨日、帰り際に菫が何か言っていたような気がする。

　イラストを〆切よりも早く仕上げた代わりにお願い事を聞いてほしい、とか。

　今までさんざん〆切をぶっち切りまくっておいてたった一回〆切を守ったくらいで図々しい限りだが、あの紫式部先生が〆切を守ってまで頼みたいってことは、それなりに大切な話なんだろう。

「わかりました。くだらない話だったら許しませんよ？」

「大切なことよ。何せ──」

　学校中で恐れられる美人教師と顔も憶えられていない脇役わきやく男子が並び歩く姿にざわざわする周囲の反応をよそに、誰にも聞こえない程度の声で会話を交わす。

　そして菫は、上品な塩梅あんばいでアイシャドウの塗られた目を儚はかなげに細めて、ため息まじりにこう言った。




「私の今後の人生にかかわる相談なんだから」





＊






　特別教室棟の４階は我が校の九龍城クーロンじょうと呼ばれている。理科室や歴史資料室、音楽室や工作室、視聴覚室に図書室といった基本的な特別教室はすべて３階までに収まっており、４階には空き教室しかない。しかも何の役割も果たしてないのをいいことに、使う人のいない机や椅子いす、特別教室での授業で生じたゴミやガラクタのたぐいが山積していき、どうせもう汚いから何をやってもいいだろというノリで生徒達がパンのビニールやペットボトル、空き缶を捨てていき、カオスな空間になり果ててしまった悲しき無法地帯。

　足の踏み場もない不衛生な難所とされ、あまりの惨状に業を煮やした校長の命により生徒達の立ち入りが禁じられた場所でもある。

　菫に連れられてやってきたのは、そんな廃墟めいた場所だった。封鎖のために張り巡らされた黄色いビニールテープをまたいで４階への階段を上ると、妙な背徳感に胸が高鳴った。

　──つーかなんだよこの場所。いきなり世界観変わりすぎだろ。それにこんな場所で、何の話だ？　人目につかないという意味では、生徒指導室と良い勝負かもしれんが。

　４階の廊下でふと立ち止まると、菫は窓を開けた。

　すると「昼練始めるよー。まずはラリー百回!!」と、元気な女子の声が聞こえてくる。

　どうやら特別教室棟のすぐ裏側にはテニスコートがあるらしい。まだ昼休みが始まったばかりだというのに、女子テニス部はずいぶんと熱心なご様子だ。

　青春真っ盛り。俺達の気質とは正反対な光景を見下ろし、菫は深刻そうに口を開く。

「大星君、あそこに美しい青春の汗を流してる子達がいるわね？」

「いますね。それが何か？」

「あなたには理解できるかしら。お昼休みの自由を捨て、貴重な時間のすべてをテニスに捧ささげるあの生きざま」

「うちの学校、女じょテニは強豪ですからね」

「だとしても、あの中からプロにまでなれるのはせいぜいひとりよ。残りは高校生の大会という極きわめて狭い世界で、ほんのすこしばかりの名誉を得られるだけ。そこにどれほどの価値があるのかしら？　……とても儚くて、虚しいことだと思わない？」

「物の価値は当人が決めることですから。まあ、俺は死んでもやりませんけど」

　運動部に身を捧げるなんて発想がまずあり得ない。

　ひとつの分野を突き詰めれば、あるいはプロ入りも不可能ではないかもしれない。

　だがそれは生まれつき体格やセンスに恵まれた人間が努力すればいいだけの話だ。持たざる者である俺がやる必要などどこにもない。俺が頑張ったところで天井てんじょうが見えてる以上、そこにコストをかけるのはあまりにも非効率だ。

　そんな俺の乾いた意見を聞き、菫は深くうなずいた。

「そうよね。私も同感よ」

「……話が見えないんですが、結局菫先生は何が言いたいんですか」

「実はね、最近ひとりの先生が産休に入ったのよ」

「はあ」

　まだ本題に入らないのかよ。

「おめでた。それ自体は素晴らしいことだわ。でも悲しいかな、この世界には質量保存の法則というものがあってね……それは物理法則だけでなく、目に見えない『幸せ』というモノにも作用しているの。──世界中で幸せの総量は決まっている。誰かが幸せなら、その分、誰かに不幸が降りかかるものなのよ」

「そういう側面もなきにしも非ずですね。で、いつまで続くんですかこの問答」

「端的に述べるわ」

「この時点ですでに端的じゃないですけど、はい、どうぞ」

　あきれつつ先を促すと、菫はタイツに包まれた脚をたたんで膝ひざをつき、深々と土下座しながらこう言った。




「うちの演劇部を助けてください!!」





　…………………………………………。




　……………………。



　……は？

「これまでの会話に何の関係もなくないですか？　何、俺の時間を無駄に奪ったんですか？　意味ありげな語りは俺を苛立いらだたせるための詠唱呪文じゅもんか何かですか？」

「ぎゃあああああああ、痛い痛い痛い痛い!!　腰痛に効くツボをつま先でグリグリ押し込むのやめてあへえええええええ!!」

　腰陽関こしようかんと呼ばれるツボを的確に足で刺激してやると菫はみっともないアヘ顔になって倒れた。四つん這いの姿でピクピクと痙攣けいれんしている。

「はひっ、はひっ、この、鬼畜ぅ……私を腰砕けにして悦ぶはんれぇ……」

「人聞き悪いこと言わないでください。イラスト仕事と飲酒のせいで歪ゆがんだ骨盤を良い感じに矯正しただけですよ。つーか、最初から本題を切り出せばいいんですよ。何、まどろっこしい台詞回ししてるんですか」

「ち、ちひゃうのよぉ……関係あるのぉ……」

「そうなんですか？　だったらそうと言ってください」

「ひろい！　ひまはら言おうと思っへはのにぃ！」

　涙目になりながら訴える菫。

「もう、明照あきてる様ってば早とちりなんだから。早漏は嫌われるわよ。──ショタ的にはちょっと美味おいしいけど」

「どうやらまた健康になりたいようだな」

「ごめんなさいすみませんもうしません無駄口叩たたかず要件だけ口にします!!」

　ゴキ、と指を鳴らして睨みつけると、菫はビシっと背筋を正した。

　普段から生徒の無駄口を諫いさめてる冷徹教師とは思えない姿である。

「えーっと、順を追って説明するわね。アタシが今、演劇部の顧問をしていることは、明照様も知ってるわよね？」

「ああ、この前のＨＲホームルームで初めて知ったけどな。あんたが部活の顧問してるなんて初耳だった」

「そうでしょうね。だって、特に言ってなかったもの」

　ため息まじりにそう言って、菫は続ける。

「で、その演劇部なんだけど。実は今、廃部の危機に晒さらされてるのよ」

「廃部？」

「ええ。次の全国高等学校演劇フェスの地区予選で上位入賞し、県大会進出を果たせなかったら、廃部。──校長から、最後通牒さいごつうちょうを突きつけられてしまったの」

「それはまた唐突ですね。そんな窓際部活だったんですか？」

「ええ。部員も少なく、大した実績もないしね。学校としてはこれ以上、演劇部に予算を割くわけにはいかないという判断らしいわ」

「……希少な才能に恵まれた『奇跡の世代』が集まる部活だとか言ってたような？」

　記憶は曖昧あいまいだがたしかＨＲでそんなことを言ってた気がする。

　フッ、と悪の女幹部めいた微笑を口元に湛たたえ、菫はきっぱりと言い切った。




「あれは噓うそよ」

「一ミリくらい悪びれろよクソ教師」




「正確にはミスリードね。希少な才能を持った『奇跡の世代』なのは間違いないわ。ええもう本当に。どうしてあんなに突き抜けてるのかしら……」

「……？　よくわかりませんね。できる奴らなのか、できない奴らなのか、結局どっちなんですか？」

「まあとにかく、演劇部は廃部の危機にあるのよ」

　流された。

　しかし俺としてもさっさと本題を続けてほしいので特にツッコまないことにした。

「まー、べつにいいんじゃないですか？」

　週に一度、定期的な飲み会をする関係だが、菫の口から今まで一度たりとも演劇部の話題が出たことはなかった。

　つまり菫にとって、演劇部の顧問ってのはその程度のモノだってわけだ。

「ぶっちゃけ、顔出さなくていいなら先生としても好都合でしょう」

　部活動の顧問とは、教師にかなりの負荷がかかる役職だと、ＳＮＳで話題になっているのを見たことがある。

　通常業務に加えて、土日も出勤して部活動の指導や引率に当たらなければならない。

　拘束時間が劇的に増える割に、大して給与が上昇するわけではない。

　教育という綺麗きれいな看板が隠れ蓑になっているが、ハッキリ言ってブラック企業と同じだ。

　ただでさえ教師とイラストレーターの二足の草鞋わらじ。部活動の顧問まで受け持っていたとなれば、かなりの負担になっていたはずだ。

　イラストの遅れについても情状酌量の余地があるんじゃないかと思えるほどに。

「いいえ……それが、そうもいかないのよ」

　しかし、菫は苦い表情で首を横に振った。

「この学校にはね、全教師が部活動の顧問を担当しなければならないというふざけた決まりがあるのよ。演劇部が廃部になったところで、状況は好転しない。いいえ……むしろ悪くなると言ってもいいわ」

「そりゃとんだクソ仕様ですね。……でも、悪くなるって？」

「実は今の演劇部の部長、翠みどりちゃんがやっててね」

「翠ちゃん？」

「あれ、言ったことなかったっけ。アタシの妹よ。影石翠」

「ん……影石、翠……」

　頭の片隅に何か引っかかるものがある。どこかで聞いた名前だ。菫の妹だというのであれば、当然かもしれないが、もっと違う文脈で見聞きした気がするな。何だったっけ。

「スペシャルキュートな妹だけど、いくら明照様でもあげないからね？」

「いや、いらんですけど」

　そういえば菫の家族関係について、あまり掘り下げて聞いたことはなかった。


　知ってることといえば、家が堅物な教師一族であること。そして、そのせいで夢だったプロのイラストレーターになれず、教師を本業とするしかなかったこと──……。



　まさか同じ学校の生徒として、妹が通ってるなんてな。

　一体どんな奴なんだろうか。

「翠ちゃん、すっっっごく真面目でしっかりした子でねぇ～」

「ほう」

「カッコイイお姉ちゃんの言うことなら、って何でも聞いてくれるイイ子でねぇ～」

「……なるほど？」

「練習指導も雑務も、アタシの代わりに顧問の仕事を全部やってくれるから、めっちゃラクなのよ!!」

「ただの名義貸しじゃねえか」

　一瞬でも情状酌量の余地があると思った俺が馬鹿ばかだったよ。

　よくもまあＨＲで『アタシが上位入賞まで導く』みたいなことを真顔で言えたもんだ。

「べつにいいじゃない。そのおかげで『黒山羊』のイラスト描けるんだから」

「まあそうだけどさ」

「嗚呼ああ、ホント、天国のような環境だったわ！」

　両手を合わせ空を仰あおぐ菫。

　しかしその表情は途端に暗く翳かげってしまう。

「でも演劇部が廃部になれば、次の行き先は──あそこよ」

「ん？　……ああ、なるほど、それで」

　菫が指さした先──快活かいかつそうな女子達の高い掛け声と、ボールの跳ねる音がポーン、ポーンと響く特別教室棟に隣接するテニスコートを見て、俺も納得した。

　つまりアレか。

「産休に入る教師に代わって、女テニの顧問にさせられそうだ、と」

「そうなのおおおおおおおおおおお!!　テニス部なんて嫌あああああああああ!!」

　ここまで保たれてきた鉄仮面女教師フェイスが一気に崩れた。涙とか鼻水とか変な汁で顔面をぐしゃぐしゃにしながら、情けなく俺にすがりついてくる。

「この学校の女テニやたら強くて！　練習時間も長いし、朝昼晩、平日も休日もお構いなしに練習練習練習！　翠ちゃんいないから何やかんや煙に巻いてサボることもできないし、顧問になんてなったら絵を描く時間がなくなっちゃう!!」

「それは困るな……。あれ、でも、そもそも強豪テニス部を教えられるくらいテニス上手うまいんですか？」

「上手いわけないでしょ！　自慢じゃないけどアタシ、中高大の十年間、ずっと文化部よ!?」

「ですよね。イラストレーターなわけですし」

「ついでに言うと体育の評定は５段階で２が最高なんだから！」

「そんな悲しいカミングアウトはいらなかった。てか、絶望的に向いてないじゃないですか。どうしてそんな菫先生に、テニス部の顧問の話なんて降りてきたんですか？」
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「…………ッ」



　素朴な疑問を口にすると、菫はピタリと停止した。

　だらだらと汗を流し、目は挙動不審に泳いでいる。噓発見器に繫つないだらオリンピック選手の反復横跳びばりの勢いで針が振れるんじゃないか、ってほどの動揺ぶりだ。


「あんた、まさか──……」



「し……仕方なかったのよおおおおおおおおおおお!!」

　グリグリグリと頭をこすりつけてくる菫。おいやめろ、鼻水がつく！


「つい出来心でっっ……！　校長先生に『影石先生はスポーツも得意そうですよね』って話しかけられたときにっ……！　『誰に向かって口を利きいてるの？　このアスリート顔負けの引き締まった肉体が見えないのかしら？』って言っちゃったのっっ……!!」



「校長相手にもそんな調子なのかよ！　あんた本当にしょうもねえな！」

「だってだってだってぇ！　スポーツもできないガリ勉女だって思われたら、他の教師にナメられて職員室でイジメられちゃう!!　教頭先生あたりの政治力に押しつぶされて、懲戒免職に追いやられちゃう!!」

「だからそれ漫画の中だけだから！　そんなギスギス空間現実では……あるかもしれないけど、あんたが心配するほどストレートじゃないから大丈夫だよ。たぶん」

　途中から自信がなくなってきて声が小さくなった。大人の世界は汚いだろうし、それくらいあり得るかもなと思ってしまったのだ。……ないと信じたいが。

「はあ……ったく、自分を偽るからそうなるんだよ」

「ううっ、ぐすん……」

　あーあーもう、子どもみたいに泣いちゃって。

　こんなところ他の生徒に見られたらどうするつもりだったんだ。

「事情はわかった。演劇部が廃部するとたしかに俺達にも不利益ふりえきがありそうだ。……しかし、助けてくれと言われてもな。こればっかりは、演劇部の連中が自力でどうにかするしかないんじゃないか？」

「何とかなるレベルなら〆切守って貸しを作ってまでお願いしてないわよっ！」

「それは貸しじゃなくて当然のことだからな？」

「協力しなきゃ女テニの顧問決定よ!?　そうなったらもう絶対にイラストの〆切を守れなくなるわよ!?」

「今までだって守れてねえだろ」

「とにかく一度でいいから昼休みの練習風景を見ていって。見れば一発で理解できるから！」

　菫はコアラのように俺の腕に組みつき、離れようとしない。

　妙齢の女性らしい柔らかな感触、温かな体温が伝わってきて、不覚にもドキリとする。

　だがそれもまあ一瞬の気の迷いだ。姿カタチだけ見れば性的魅力にあふれる女教師に密着されてるというのに、これっぽっちも興奮が持続しないんだから不思議なモノだ。

　ウザい、離れろ、と菫の体を引き剝はがしつつ、俺はため息を吐き出しながら。

「はぁ……仕方ねえな……」

「やったぁー！　神ぃー!!」

　調子よくぴょんぴょん飛び跳ねる菫。

　お前は駄々っ子の末にゲーム機を買ってもらった子どもか。

　あきれつつ、俺は訊たずねた。

「で……その演劇部の昼練習ってのは、どこでやってるんだ？」

「そこ」

「え？」


　菫があっさりと指さしたのは──……。



　使い手のいない机や椅子が無数に重なり合い、道をふさいでいる廊下の先。

　よく見るとそこには、微かすかに人が通れるだけのスペースが空けられていた。




「この特別教室棟４階、一番奥の空き教室。──呪われた教室と呼ばれ、誰も近づかない場所こそ、我が演劇部の活動場所よ」





＊






『アキってなんだかんだで紫式部先生ともお似合いだよね』

『その発言はオズ相手でもさすがに怒るぞ？』

『ごめん、僕もさすがに酷ひどいことを言いすぎた。反省するよ』
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　九龍城クーロンじょうも真まっ青さおの雑然たるガラクタ山の隙間すきまを潜り抜けるとその先は楽園だった。

　磨き上げられた廊下は窓から射さし込こむ太陽光を反射してピカピカ輝き、机や椅子いすのたぐいも廊下の端に整然と並べられ、ゴミどころか埃ほこりひとつ落ちてない清潔な空間が広がっている。

　噂うわさに聞く特別教室棟４階とはまるで異なり、下手へたしたらうちの教室の前より綺麗きれいだ。

　明らかに几帳面な人間による手が入った廊下を、菫すみれの後ろについて歩いていくと、どこからか女子の声が聞こえてきた。


「……くよ！　……のところ………………っと………………しく……！」



　その声を聞きながら、俺おれは思わずつぶやく。

「本当にこんな場所で活動してるんだな」

「体育館やグラウンドは運動部、中庭は吹奏楽部に押さえられてるからね。うちみたいな存在もあまり知られてない弱小演劇部は、空き教室をもらうので精一杯だったのよ。それだって、４階を使うのは校長に渋られてたけど……翠みどりちゃんの内申点のおかげでゴリ押せたわ」

「活動場所の確保さえ妹の手柄かよ。あんた本当に何もしてないんだな」

「してるわよ！　書類にハンコ捺おしたりとか！」

「言ってて悲しくならないか？」

　そんなくだらない会話をしながら廊下の一番奥、閉じ切った空き教室の前に到着。

　話し声が中から聞こえてくるあたり、どうやらここが演劇部室で合っていそうだ。


「…………（そーっ）」



　菫が無言のまま物音ひとつ立てずにドアをスライドさせる。

　何コソコソしてるんだ？　と首を傾げて見ていると菫はしーっと指を立てた。

　無言の目配せから察するに、どうやらこのままこっそり中を見ろと言ってるらしい。

　覗のぞきじゃないかそれ？

　第三者の目を意識しない、ありのままの練習風景を見るには確かに効果的かもしれんが。

　一応の納得感もあったので、言われた通りに中を覗く。

　空き教室の中には、所狭しと演劇用の道具が並べられていた。

　机と椅子は教室の隅に固められており、その上に諸々の道具が置かれている。

　ざっと見たところ、部員の数は六名ほど。

　他の部活動と比べると圧倒的に人数が少ないが、それでも演劇の練習をするには、この教室では狭そうだ。

「はい！　次いくよ！」

　俺達に気づかないまま、部員たちは熱心に練習を続けている。

　先頭で指揮を執る女の子の号令に従って、部員たちが一斉に早口で話し始めた。

　今は滑舌の練習をしているらしい。

　それが終わると、全員が寝転がり、ゆっくりと大きく呼吸をし始める。

　腹式呼吸の練習だろうか。

　教室の床に寝そべる姿に一瞬ギョッとするが、すぐに納得の想おもいに変わった。

　すげえ、廊下だけじゃなくて教室も、塵ひとつ落ちてない。

　これなら女子が制服姿で寝そべってもおかしくないな。

「はい、次！　時間は有限！　テキパキいくよ！」

「「「はい、部長!!」」」

　しばらくして腹式呼吸の練習が終わると、先頭の女の子がスタッと立ち上がり、間髪いれず次の号令を繰り出す。

　他の部員達も皆、規律正しい軍隊のように彼女に倣ならう。

　部長、と呼ばれているのはやや気が強そうな女子だった。

　真剣な眼差まなざし。一文字に引き結んだ口。落ち着いた色の髪をきっちりとゴムでくくっている。

　制服にはシワひとつなく、シャツは第一ボタンまでしっかり留め、スカートも、膝ひざ上まで折ったりせず学校指定の長さに丈合わせ。

　身長は女子生徒の平均程度だが、背筋がピンと伸びているせいか他よりも少し高く見える。

　すべての外見的特徴がたったひとつの真実を示していた。

　真面目まじめ。

　生真面目きまじめ。

　クソ真面目。

　産まれてこの方、一度たりともルールを破ったことがないと言われても、異論を唱える者は誰だれもいないだろう。

　キング・オブ・優等生とも呼ぶべき女子生徒である。

「あれが妹の翠ちゃんよ」

　その真面目女子──影石かげいし翠の方を指さして、菫が囁ささやく。

「あっ」

　彼女の顔を見たとき、俺は小さく声を漏もらした。

　思い出した。コイツ、学年首席生徒だ。

　うちの高校はわりと偏差値高めの進学校なんだが、その中でもトップの点数で入学し、首席として俺達の学年を代表して答辞を読んでいた。

　すげーなー、俺とは住む世界が違うなー、と他人事のように感心していたもんだ。

　俺と同じ二年生。入学してから今の今まで、全教科百点満点を取り続け、一度たりとも首位の座を明け渡したことがない、秀才の中の秀才。

　そうか、フルネームとか特に興味なかったし、菫のことは80％くらい『紫式部先生むらさきしきぶせんせい』で憶えていたからうろ覚えだったけど、影石──同じ苗字みょうじだったのか。

「なるほど。封鎖されてるこの４階を自由に使わせてもらえてるのも、飛び抜けた成績のおかげか」

「ええ。まず間違いなく最高峰の進学先に進むからね。学校の先生達は翠ちゃんのご機嫌取りに必死なのよ」

「成績を保ちながら、さらにリーダーとして演劇部を引っ張っている──」

「ええ。勉強も部活も完璧かんぺきたれ。それがあの子の信念よ」

「もしかして４階を掃除、整理整頓したのも──」

「当然、翠ちゃんね」

「すげえな。ＤＮＡ鑑定したほうがいいですよ」

「血の繫つながりを疑わないでくれる!?」

　疑いたくもなる。

　九龍城呼ばわりされてた特別教室棟４階を改装した手腕、演劇部の練習を的確にリードしてみせる姿、時間を無駄にしない感性も好感度が高い。

　しかも天の不平等を嘆かずにはいられないことに、顔もかなり可愛かわいい方だと思う。生真面目な表情のせいで堅物な印象を受けるが、すこし飾るだけでアイドルや女優に手が届きそうだ。

　考えれば考えるほど、菫とはえらい違いだ。

「そういえば入学式からあと、一度も見た覚えがないな。有名人なはずなんだが」

「翠ちゃん特進クラスだから。教室が離れてるから、仕方ないわよ」

「ああ、それでか……」

　それなら俺と接触がないのも無理はない。

　言われてみれば、意識して顔を見てみると、どことなく菫の面影があるような気もする。

　……しかし、正直拍子抜けだ。

　菫の絶望っぷりから、よほどレベルの低い、頭お花畑な部活風景が繰り広げられているのかと身構えていたんだが、今のところ変な様子はない。

　演劇部の正しい活動内容なんて知らんが、たぶん普通の練習風景だよな、これ。

　むしろあんなにしっかりしてる翠が率いてるなら、何も心配いらないんじゃないかと思える。

「はい、基礎練習終わり！　それじゃ本番想定の練習いくよ！」

　狭い教室の中、劇の準備が進められていく。

　役割分担もしっかりしており、役者、舞台装置の準備、音響担当と、各々が自分たちの持ち場についた。

　その中でも、どうやら翠は劇の主役を務めるらしい。

　暗幕が張られて暗くなった教室の中央に立ち、スタンバイしている。

　その立ち姿は堂々としており、一切いっさいの乱れがない。

　彼女が放つ気迫に釣られるようにして、教室の中に張り詰めた空気が漂っていく。

　劇の開始を待つ彼女の表情は、一流の女優を思わせるほどだ。

「それじゃあ、10秒後に始めるよ！」

　カウントが始まり、劇の開始が近づいてくる。

　読み上げられる秒数が「３」になったタイミングで、翠は大きく息を吸い込んで──




「オオロミオヨ。シンデシマウトハナサケナイ」





　…………？



　何だ今のＳＩＲＩサイリやらＡＬＥＸＡアレックスエースみたいな電子音声は。

　動画サイトの実況プレイ動画でたまに聞くトークソフト特有の気の抜けた声は。

　スマホが誤作動を起こしたのかと思わず自分のスマホを確認し、すぐにそうじゃないと知る。

　声は間違いなく教室の中から聞こえていた。

　いやもう、率直そっちょくに翠の口から聞こえていた。

　翠が、ハッと目を見開く。どうやら自分の絶望的な棒読みに気づいたらしい。

　なるほど、出だしで役に入り切れていなかったんだな？　カラオケも歌い出しが一番難しいと以前に彩羽いろはの奴やつが言っていた。

　本番だったら出だしから完璧じゃないと困るが、これは練習。途中で修正できるなら御の字だろう。

　翠は抑揚を意識しているのか、表情もややオーバー気味に、高らかに声を張ってみせた。




「卍＄＃▼×￥ΨΣ──β卍￥Ψ？卍＄濡ψ!!」





　…………んん!?



　今、なんて言った？

　口が滑らかに回りすぎてて、翠の台詞せりふをまったく聞き取れなかった。

　日本語にも英語にも中国語にも聞こえなかったぞ。

　ハナモゲラ語か何かか？

　架空言語で演劇とは前衛的にも程があるが、当然そういうわけじゃない……よな？


　俺の困惑をよそに、今度は翠の台詞終わりに合わせて、ガッシャーーーン!!　と、音響担当が何の脈絡もなくタンバリンを鳴らした。



　そして天井てんじょうに設置された舞台照明がパッと灯ともり、翠を照らす。

　謎なぞの毒々しい紫色のライトを浴びた翠が、恋に恋する乙女のような赤らんだ表情で。

「卍＃ΨΣ濡ψ──β卍￥Ψ～～～」

（たぶん）秘めた恋心を切なく謳うたい上げる。

　それからもひと言も台詞の聞き取れない早口劇に、時折パーン、クワーンと謎のＳＥサウンドエフェクトが響く地獄のような光景が展開された。

　何故なぜ、ここでその音を？　何故、ここでその色の照明を？　何故、ここでその小道具を？

　疑問を挙げたらキリがない。

　しかも途中で自分の早口が聞き取れないことに気づいたらしい翠が、ハッとして矯正すると、

「ウチューガヒロガッテイクー！」

　またしても棒読みに逆戻り。

　というか宇宙って何だ。最初にロミオの名前が出てたから、てっきりロミオとジュリエットのアレンジ脚本かと思ってたが、何ナチュラルに大気圏突破してんだよ。

　今まで（聞き取れなくて）気づけなかったけど、もしかして脚本もぶっ壊れてるのか？

　他の役者の女の子の台詞など、断片的な情報から察するに、宇宙の真理だの並行世界だの、シュレーディンガーの猫だの、賢者の石だの、「お前それ最近覚えた単語入れただけだろ」感満載な謎設定がふんだんに盛り込まれてるらしい。

　何だこの無駄に壮大なストーリーは。ロミオはどこに消えた。

「……先生、これは……」

「おわかりいただけたかしら」

　菫は賢者のように優しげな笑みを浮かべている。

　そりゃあそんな顔にもなるわな。

「これはヤバいですね」

「でしょう？」

　そこからさらに数分、風呂敷ふろしきを広げるだけ広げまくって、それを畳むどころかガソリン漬けにして火を放つような展開が続いた。

　棒読みと架空言語を行ったり来たりで内容が全然頭に入らないなりにどうにかこうにか解釈したところによれば、最後の方はインドで修行を積んだ忍者の活躍で地底都市を支配していた天空の神（闇やみ属性）を科学の力で封じたようだ。意味わからんが文句は俺に言わないでくれ。

「ウチューニシュクフクアレー」

　そして、翠の絶望的な棒読みとともに劇は終了した。

　礼儀正しく一礼し、余韻に浸る演劇部員達。

　舞台装置係の部員がサッと暗幕を引いて日の光を入れるのに合わせ、翠はゆっくりと顔を上げる。

　気難しい職人のように口元に手を当て、悔くやしげな表情で彼女は言った。




「80点くらいね」

「頭沸いてるのか？」




　しまった。あまりに現実の見えてない発言に思わずツッコミを入れてしまった。

　翠がガバっとこちらを見る。バッチリ目が合った。

「む。何ですかあなたは！　いきなりそんな言い方、失礼じゃないですか！」

　ギロリと睨にらみつけながら、肩をいからせ歩み寄ってくる。

「失礼って言われてもな。あんな酷ひどい劇を見せられて、80点とか言われたらツッコミたくもなるだろ。小学生の学芸会の方がマシなレベルだぞ」

「なっ、なぁっ!?　そこまで酷くありません！　確かに最近ちょっと成長が頭打ちしてきて、伸び悩んでますけどっ」

「いや伸びしろしかないだろ」

　パッと思いつく改善点だけでも軽く五は超えるぞ。

「むむむむ、何なのこの男……って、あれ、菫おね──こ、こほん。影石先生。来てくれたんですね！」

「ええ。翠や演劇部の皆がしっかり鍛錬しているか、見にきたの」

　親の仇かたきみたいに俺を睨みつけた後、隣にいる菫に気づいて翠は表情を和らげた。

　菫お姉ちゃん、と呼びそうになって慌てて修正したあたり、学校では一定の距離を保とうと意識してるんだろう。そういうところもきっちりした女子だ。

　菫の方もクールビューティーなやり手教師の顔で接している。

　影石先生！　影石先生！　と、演劇部員達がわらわらと集まってくる。

　幽霊顧問のわりに結構慕われてるらしい。

「えへへ。最近、おね──先生が部活を見てくれることが増えて、嬉うれしいです！　部員の皆もやる気が出るって言ってます！　ねっ！」

　翠が同意を求めると、部員達も「ねーっ」と黄色い声で応じる。

　さっきまで引き締まった空気だったのに、女子だけのキャピキャピした空気に変わっていた。


　メリハリがついてる、と言えば聞こえはいいが──……。



　菫にまとわりつく翠は妙に浮ついた雰囲気だ。頭の上で結んだポニーテールが飼い主を前にした犬の尻尾しっぽみたいに揺れている。

「自主性を尊ぶ、とは言ったものの、さすがに大会が近いもの。アタシも気合が入っているのよ。──あなた達を勝たせてこそ、顧問の責務を果たしていると言えるもの」


「影石先生……ッ！」



「さすがです！」

「かっこいい！」

　菫の言葉に目をキラキラさせて感涙する、翠以下演劇部の面々。

　新興宗教のセミナーに迷い込んだ気分だ。

　しかしまあこうして傍はたから見てて、わかったことがある。

　菫は間違いなく演劇部の生徒達に慕われていて、だらしない本性など一ミリも知られてない。

　そしてそれは、妹の翠に対しても例外じゃなさそうだ。

　本性を知ってたら、こんな心の底からの尊敬の眼差しを向けられるわけがない。

「で、影石先生。この失礼な人は？」

　ふいに、翠が切り出した。ジロジロと敵意しかない視線を向けてくる。

　失礼呼ばわりされる謂いわれはないんだが。確かに口に出したのは失礼だったかもしれないが、あの苦痛すぎる劇を時間たっぷり見せつけられた身にもなってみろ。人を罵ののしる前にまず自分達の姿を録画するところから始めてくれ。

「二年の大星明照おおぼしあきてる君よ。彼には演劇部の見学をしてもらいたくてね」

「見学……？　この前言ってた、大会に向けた補強要員ですか？　前にも言いましたが、この六人で演劇部はベストメンバーです。新しい人なんて──」

「違うわ。彼を演劇部に入れたいわけじゃないの」

　ふるふると首を振る菫。その真剣な眼差しに、俺はようやく話の流れが理解できた。

　なるほどな、菫の奴。イラストの〆切を守ってまで俺に依頼したかったことは、それか。

「彼はこの演劇部を成功に導いてくれる、スーパープロデューサーよ」

「スーパー……プロデューサー……!?」

　おいこらクソダサい形容詞を頭につけるな。スーパーとかハイパーとかがつくと、それだけで胡散臭うさんくさくなるだろうが。

「こ、この人に演劇の何がわかるって言うんですか？　こんな、どう見ても普通っていうか、何の特徴もない平凡な感じの人に！」

「……お前もなかなか良い性格してんな」

　最初は真面目でまともな女子かと思ったが、初対面の人間にここまで言うとは良い度胸だ。

　彩羽と違って初対面ゆえに反撃しにくいのがよりたちが悪い。

「落ち着いて聞きなさい、翠。確かにパッと見は頼りにならない平凡なフツメン一般人だし、寛容さの欠片かけらもない非人道的なドＳ鬼畜野郎だけど──」

「あんたもどさくさ紛まぎれに悪口楽しんでるだろ？」

「──プロデューサーとしての腕は確かよ。きっと、あなた達の劇コンテンツを一段階上の領域に押し上げてくれるわ」

　実感のこもった声で菫は言い切った。

　その本気が伝わったのか、翠はほんのすこしたじろぐ。チラチラと俺の顔を見る。その表情は、信用と不信の狭間はざまを行ったり来たりしている。

「おね──影石先生が言うなら、信用できるのかもしれないけど。でも、うちの学校の生徒なんですよね？　プロデュースの実績、何かあるんですか？」


「良い質問ね。…………。──……」



　至極もっともな翠の質問。それに対し菫は、人差し指を立てたままフリーズした。

　凍った時の中、時計の秒針が動く音だけが、虚しく響く。

　うん、まあ、こうなるよな。

《５階同盟》を率いて『黒き仔山羊の鳴く夜に』というアプリゲームを作り、収益を上げていることは関係者以外には誰にも知らせていない。

　学校内でその事実を知るのも、限られた一部の人間だけだ。

　あまり大っぴらにしたくない事実である以上、演劇部の連中に明かすのは避けてほしい。

　菫にとっても、それは本望じゃないはずだ。

　もし翠に対しても裏の顔──イラストレーター・紫式部先生の顔を見せていないなら、尚更なおさらこの裏の仕事について明かすわけにはいかないだろうから。

　鉄仮面の表面にだらだらと汗が流れていることに、おそらくこの場で俺だけが気づいている。

　さあ、この局面。あんたはどう切り抜ける？


「は──……」



「は……？」




「ハリウッドで大ヒット映画をいくつもプロデュースしてるのが、この大星君なのよ!!」

「「はあああっっ!?」」




　俺と翠の声が重なった。

　いや、声も出るよ。

　言うに事欠いてハリウッドって。日本人クリエイターで活躍できてる人なんてほとんどいないような世界だし。そんな突拍子もない噓うそ、よほどの馬鹿ばかじゃないと信じないだろ。

「ハリウッドって、あのハリウッド!?　もしかして大星君……天才なの!?」

　よかった、馬鹿だった。

「……いや、まあ。そんな大したものじゃないんだが。あんたらの改善点を挙げるくらいならできる、かな」

　否定ひていも肯定もせずにうなずく。

　すると翠を除く演劇部員の女子達が黄色い声を上げて群がってきた。

「何かよくわかんないけど、すごいんだね！」

「影石先生が連れてきた人だもん、本物の敏腕プロデューサーに決まってるよ！」

「よく考えたら何の特徴もない顔なトコロとか、すごく本物っぽい！」

「たしかに！　敏腕プロデューサーでイケメンだったら、逆に噓っぽいもんね！」

　俺を取り囲み、やいのやいのと好き放題言いまくる女子達。

　前々から思っていたがこの学校の生徒達は総じて知能指数が低いのではなかろうか。

　ボロ出しまくりの紫式部先生が何年も冷酷女教師を演じ切れてるのもそのせいか。

「ねえ、やったよミドリ部長！　この人に導いてもらえば、私達、全国だって夢じゃないよ」

「む、むむむむ……」

　盛り上がる部員達。一方で、不満を隠そうともしない翠。

「確かに実績は確かかもしれません。でもっ、私達の劇を馬鹿にした人に頭を下げるなんて。それにっ……おね──影石先生と、どういう関係なのっ！」

「関係？」

　いきなり何を言い出すんだコイツは。

　そう思っていると、翠はビシっと俺の鼻先に指を突きつけて。

「え、え、え、エッチな関係じゃないよね!?」

「おいこらどっから来たんだその発想」

「だって、ハリウッドみたいなデカいお金が動く業界のプロデューサーなんでしょ!?　わ、わ、私知ってるんだから！　そういう人達って、い、いやらしいことして仕事を取るんだよねっ!?　菫お姉ちゃんに手を出したら許さないんだから!!」

　酷い発想の飛躍だ。ハリウッドに謝れ。

　顔面を真まっ赤かに染めながら、ぷるぷる震える指をこちらに向ける翠に、俺はあきれたため息をつく。

「そんな変な関係はねーよ。というか、俺がこの生き物に欲情する理由がないだろ」

「あるでしょ！　お姉ちゃんセクシーだし！　胸もボンッで脚も細いし！」

　……実際、スタイルは良いんだよな、菫。性格に目を瞑つむれば確かに完全無欠の美女だ。

　俺の中では『抱きたくない女ランキング』堂々の第一位だが。

　というか翠、いつの間にか影石先生じゃなくて、『お姉ちゃん』になってるぞ。テンションが上がると素が出てくるあたり、やはり姉妹しまいってことだろうか。

「とにかく妙な言いがかりをつけられる謂われはない。それに、影石先生を利用して仕事にありつこうなんて考えてもねえよ。──帰る」

「えっ!?」

　翠に背を向けて教室を出ようとする俺の肩を、菫が慌ててガシリと摑む。耳に口を近づけて、他の生徒達に聞こえないような小声で言う。

（なんで帰っちゃうの!?　協力してくれるんじゃなかったの!?）

（改善点を挙げるのが可能だとは言ったが、プロデュースすると了承した覚えはない。つーか部長が協力を求めてないんだから、その時点で交渉決裂だろ）

（待って！　アタシが説得するから！）

（だいたい俺が多少アドバイスしたくらいでどうにかなるレベルじゃねえよ）

　この演劇部が抱える問題点はあまりに大きい。




　第一に、役者の演技力がヤバい。

　第二に、脚本がヤバい。

　第三に、舞台演出のセンスがヤバい。

　第四に、音響技術がヤバい。




　以上終了、絶望壊滅。

　指摘はできるが、改善できる自信はない。

（《５階同盟》のノウハウをうまく使えば、解決できないかしら？　ほら、シナリオも演出も音響も揃そろってるでしょ？）

（……肝心の役者のノウハウが教えられませんよ）

（それはそうだけど……）

　実際は、役者のノウハウもある。

　というか演劇部の指導役として真っ先に浮かんだのは彩羽の顔だった。

　だが、菫は彩羽が声優を担当してる事実を知らない。ゆえに、声優だけはよそに依頼してると思い込んでいる。

　彩羽の真実を明かすわけにはいかない以上、やっぱり、この話には乗れないな。

（とにかくこの話はなかったことに。ただでさえ《５階同盟》は問題山積みなんです。正直、よそのトラブルに構ってる暇はない）

（そんな！　アタシの重大事よ!?　女子テニス部の顧問になって、イラストが描けなくなってもいいって言うの!?）

（いいわけないだろ。女テニの面倒見ながらイラストも描け。一日四十八時間働けば可能だ）

（ブラックすぎない!?）

（顧問ならまずは自分だけでどうにかすることを考えろ。俺は行く）

（そんなぁー!!）

　涙目になる菫を置き去りに、俺は演劇部室を後にした。

　教室から出る直前、翠の「大丈夫だよ、お姉ちゃん。私達だけで入賞してみせるから！」という前向きな声と、「え、あ、うん」という菫の魂が抜けたような返事が聞こえた。

「まったく……何が演劇部だよ」

　今はそれどころじゃないってのに。

　彩羽や真白ましろとの関係、巻貝まきがいなまこ先生のシナリオ。今の俺が向き合わなきゃいけない問題は、よく知らん演劇部よりもずっと重大なんだ。


　……………………。



　演劇……か。

　翠の壊滅的な演技力を眺めながら、頭の片隅にずっと浮かんでいたのは彩羽の顔だ。

　同年代の駄目な実例を目まの当あたりにして、あらためて彩羽の才能を思い知った。

　あいつなら声優というフィールドだけじゃなく、舞台女優だってこなせるだろう。

　だけど、無理だ。

　顔を出して、全身を晒さらして、光の下で堂々と演技することは、今の彩羽には許されない。

　まったく、ホントに、苛立いらだたしいほど。

「持ち腐れ、なんだよなぁ」

　誰に聞かせるともなくぼやきながら、俺は青春の汗を流すテニス部連中の掛け声が響く廊下をひとり気だるく歩くのだった。





＊






『また新しい女の子と出会ったんだ？』

『菫先生の妹のことか？　出会いとかそんな大げさな話じゃない』

『でも特徴を聞いてるとアキと相性あいしょう良さそうだよね。真面目で、几帳面で、スケジュールにも厳しそうだし』

『ああ。だがコイツも俺のことが嫌いみたいだぞ。それに大きな欠点がある』

『欠点？』

『男をケダモノか何かだと思い込んでる。男と女が並んでたらイコールセックスだと思ってるタイプだな、ありゃ』

『それだけ菫先生とアキが親密に見えたってことじゃないかな』

『冗談でもやめてくれ。……ま、とにかくだ、あの翠って女は──』

『翠って女は？』

『潔癖すぎてウザい』
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《ＡＫＩ》ああ、頼む。ナイス演技を期待してるぞ




　放課後。一年生の下駄げた箱で。

　そんなＬＩＭＥメッセージを見ながら私──小日向彩羽こひなたいろははため息をついた。

「センパイの……ばーか」

　小さくつぶやく。これから音井おといさんの自宅スタジオで音声収録。学校の中で待ち合わせするのは目立つからと、近所の人気のない公園で待ち合わせしている。ぶっちしてやろうかなーと一瞬考えるけど、すぐに却下。行きますよ、行きますとも。大好きな仕事ですもん。

　でもセンパイは何もわかってない。

　私の言葉を全然正面から受け取らない。本気で真面目まじめに向き合おうとしてくれない。

　もちろんそれは、勝手に気を遣って、全部冗談で済ませちゃう私のせいでもあるんだけど。

　ちょっとくらい、真に受けてくれてもいいのに。

　このＬＩＭＥメッセージがすべてを物語ってるんですよね、ホント！　センパイが私のことで本気で向き合ってくれるのは、仕事のときだけ。私の仕事に対するスタンスだけはどこまでも愚直に、何の混じり気もなく、素直な気持ちで受け止めてくれる。


　私が『本当の自分』を表現できる場所。センパイの家と、あの狭い収録ブースの中 ──……。



　だからこそこんなに懐いてあげてるっていうのに!!　清楚せいそな真白ましろ先輩にぐらぐら揺れて!!

　でも一番モヤモヤするのは清楚モードするハメになってる自分の『ＴＨＥ・女』って感じの嫉妬しっとっぷりなんだよなー……何やってんだろ、私。

　今までライバルがいないのをいいことに油断して一定の距離を保ってたのは自分なのに。

「うにゃああああああああああああああああ!!」

「……ど、どうしたの、彩羽ちゃん」

「ふぁえっ!?」

　下駄箱から出て校門まで来たところで頭を抱えて悶絶もんぜつしていると、いきなり背後から声。

　しかもこの滅茶苦茶めちゃくちゃ可愛かわいらしい声は……！

「真白先輩!?　なんでここに!?」

「なんでって、今、放課後……」

「あー、いや今日うちのクラス微妙に終わるの遅かったんで。まだ学校にいたんですねって」

「ちょっと図書室に寄ってたの」

　そう言って片手に提さげてる手提てさげ袋ぶくろの中身を見せてくる。やたらキラキラしてて可愛い装丁の本がぎっしり詰まっていた。

「女子向けの小説ですか？　わー、キラキラしてて可愛いですね。みんな好きそう！」

「う、うん。ケータイ小説。昔はもっと流行はやってたみたいだけど。今も、結構新刊出てて」

「ほえー、真白先輩こうゆうの読むんですね。てっきりリア充じゅう書籍はしね！　って思ってるクチかと思ってました」

「前はそう思ってたんだけど。……ちょっと、発掘してみようかなって。参考文献に」

「参考文献？　何のです？」

「あっ、な、何でもない。何でもないよっ」

　わたわたと手を振る真白先輩。

　むむ、これは隠し事の匂におい。真白先輩め、可愛い顔して秘密持ちとは、やはり侮れない。

　まあ追及するのは野暮やぼだし可哀想かわいそうなのでやめておくけど。

　コレがセンパイだったらなー、いくらでも容赦なく、吐かせるまで徹底的にウザ絡からみできるんだけどなー。ここでブレーキをかけちゃうかどうかが、センパイとそれ以外の人への態度の違い。まだ真白先輩相手だと、気を遣う部分がある。

「ね、ねえ。彩羽ちゃん。せっかくだし……一緒に、帰る？」

「え？　あー……」

　帰る先は同じマンションなのだ。当然、そういう流れになる。

　困ったな。

『このあとセンパイと待ち合わせしてるんです☆』

　なんて言ったら完全に宣戦布告ですよね、わかります。

　私が《５階同盟》の声優担当だってことは、お兄ちゃんにも菫すみれちゃん先生にも教えてない、私とセンパイと音井さんだけの秘密だし、当然真白先輩にもバレるわけにはいかない。

　どこからどんなルートでお母さんに伝わるかわからない以上、情報は、最低限の範囲にしか開示しない。それがセンパイの決めた方針。《５階同盟》のみんなのことも信用はしてるけど、悪意なく漏もれてしまう可能性もあるから。もしものときに恨みたくない、疑いたくない、そんな想おもいで秘密にしている。


　だから──……。



「あー……すみません！　ちょっとバイトがあるんですよー」

「バイト？　彩羽ちゃん、働いてたの？」

「内緒ですよ。とても人には言えないやつなので」

「人には言えない……どんな……？」

「お・く・ち・の・お・し・ご・と♡」

　口の前でぶっといマイクを握るような仕草をしながら意味深にそう言った。

　噓うそはひとつもついてない。ただ、イントネーションに色気を載せただけだ。

「おくち……？　おくちって……えっ、えっ……!?」

　真白先輩は言葉の裏を読んで、ぷしゅー、っと頭から煙を出しながら困惑する。

「あっ、何かやらしーこと考えてます？　やだなー、品行方正な一般ＪＫ女子高生なんですから。変な仕事はしませんよ。……真白先輩も、ヤッてみます？」

「べ、べつにいい。真白、他のことで、忙しいからっ」

「そうでしたか。ざーんねん♪」

　よし、計画通り。あらぬ誤解も生みそうだけど。真白先輩ならちょっとエッチな方向に話を持っていけば、照れて話題を打ち切ってくれるはず。そう読んでの戦略は見事にハマった。

「い、忙しいのに呼び止めちゃってごめんね。それじゃ、また明日っ……」

「はーい！　またー！」

　真まっ赤かな顔で俯うつむきがちに手を振り、走っていく真白先輩。その背中を見送り、ひらひら手を振りながら私はうーむと心の中でうなる。

　今のやり取り、完全にビッチと清楚ですね☆　もちろんビッチは私の方です本当にありがとうございます。少し淫靡いんびな雰囲気を匂わされただけであそこまで本気で照れるなんてイマドキあんな女子が実在するんですねビックリです。

「いいなぁ……」

　正直、真白先輩が羨うらやましい。

　仕事じゃなくても、あんなに真剣にセンパイに向き合ってもらえるなんて。




　仕事……か……。

　これから臨む音声収録。センパイの部屋ともうひとつ、私が本当の私を披露できる場所。

　そこで私はどうやって振る舞うべきなんだろう？





　やっぱり、私は──……。
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　本当に大切なものは失ってから初めて気づく。

　仲の良いクラスメイトと卒業して離別したり、親元を離れて独り暮らしを始めたり、人生のあらゆる段階で訪れる別れを経てふとひとりになったとき、今まで当然在るものと思っていたものがなくなったことで胸の奥底に淡い切なさが芽生えることがあるという。

　だから普段から身の回りのあらゆることに感謝しなさい、あらゆる人間関係を尊いと思いなさい──この手の話題は、そんな風に説教臭く結ばれる。

　だが待ってほしい。

　その喪失感、センチメンタリズムは、果たして本当に大切なものを失ったからなのか？

　常日頃ひごろから大切だと感じているものは、失わないよう、誰だれしもしっかり捕まえておくはずだ。

　大切だと認識していなかったなら、その程度のことでしかない。

　何故なぜ、それまで大切だと思っていなかったのに、なくなった瞬間に切なさを覚えるのかといえば、それは心理的錯誤の影響に他ならないと俺おれは思う。

　世の中には、慣性の法則ってもんがある。止まっているものには止まり続けようとする力が働き、動いているものには動き続けようとする力が働く。

　これは物理法則の話だが、実は、人間の心にも同じような作用が働いているのだ。

　怒り始めると怒り続けたくなるし、甘え始めると甘え続けたくなるし、一度生活ルーチンが定まると、それを無意識に繰り返してしまう。

　では、もしもそれが、何らかの理由で、突然に停止されてしまったら？

　慣性の法則と同じだ。突然ブレーキがかかれば、上に載っていた物は吹き飛ばされる。

　当然あるものと考えていたものがなくなれば、強い違和感を覚え、足元が覚束おぼつかなく感じる。

　本当に大切なものは失ってから初めて気づく、などという世迷言の正体はこれなのだ。

　そう。断じて、今まで気づかなかっただけで、心の底では求めていたというわけじゃない。


　だから──……。



　彩羽いろはがウザ絡がらみをやめた状態が途轍もなく気持ち悪いのは、断じて……断じて！　ウザ絡みされる日々が、実は俺にとって大切な日々だったとか、そういうことではないのだ。

「どうしたんですか、大星おおぼしセンパイ？　腕が震えてますよ？」

「いや……何でもない」

　放課後。

　ＬＩＭＥで連絡を取り合った俺と彩羽は、学校から少し離れた人気のない公園の入口で待ち合わせをした。

　新キャラのボイス収録をするため、いつもお世話になってる音井おといさんの自宅スタジオに向かうことになっていた。彩羽と合流する前に、音井さんに頼まれていたチュパチュパドロップス20本と、気持ちの粗品は仕入れ済みだ。

　それはいいのだが……なんとも気まずい。

　合流した瞬間も、歩き始めてからも、彩羽は清楚せいそモードでたおやかな笑みを浮かべたまま。

　他に人の目もないのに、一切いっさいのウザい言動を見せなかった。

　──ぐああああ、首がかゆい！

「おい、彩羽！」

「何ですか、大星センパイ」

　振り返り際、長い髪がぶわり。花の香りを振りまいて可憐かれんに舞う。

　なびいた髪を軽く指で押さえ、ひまわり畑の令嬢の如ごとく無垢むくに小首を傾げてみせる。

　一挙手一投足がいちいちお淑しとやか。風や背景さえ一丸となって清楚キャラ空間を演出しようとする作為さえ感じる。

「そのふざけた清楚面、いつまで続ける気なんだ？」

「仰おっしゃる意味がわかりません。私、二十四時間三百六十五日、この顔以外したことないですよ」

「何意地張ってんだ。いいからいつもみたいにニヒヒ笑い浮かべてウザい台詞せりふを吐け」

「意地なんて張ってません。絶対に嫌です」

「無理してないで意地悪してこいっつってんだろ」

「しつこいですよ。センパイを誠心誠意おもてなしすることはあっても、意地悪したりなんてあり得ません」

「ああもう頑固な奴やつだな！　そのウザくない態度やめろ！　ウザすぎる！」

「頑固なのはセンパイの方です！　清楚で内気で従順な女の子が寄り添ってくれてるんですよ、何が不満なんですかっ」

「ああそうだよ何も不満はねえよ！　ないはずなんだよ、クソ！」

「ならべつにいいじゃないですか。意味わからないこと言わないでください。……ふんっ」

　なんて不毛な押し問答だ。もう、自分が何を言ってるかもわからなくなってきた。

　彩羽の奴、どうあってもウザモードに戻る気はないらしい。ちょっと拗すねたようにそっぽを向く姿も、完全に不機嫌なだけのただの優等生だ。

　おかしい。ちょっと前まではそれを望んでいたはずなのに。なんでだろう、何故かイライラしてくる。

　まったく、調子を狂わせてくれやがって。




　そんなこんななやり取りを繰り返しながら、俺達は音井さんの収録スタジオに到着した。

　学校から徒歩七分、閑静な住宅街の中にある瓦かわらぶき屋根の一軒家。

　音井、と書かれた表札の門を正面から堂々と入り、そこそこ広めの中庭を横切って、離れの倉へ向かう。俺と彩羽はもはや顔パスで、チャイムを鳴らさずとも立ち入りを許されていた。

　倉を開くと、目の前には地下へと続く階段。


　薄暗く、物音ひとつ聞こえない空間をゆっくりと下りていくと、そこには──……。






　見事な収録設備が整った、本格的なレコーディングスタジオがあった。




　まず目につくのは、コントロール・ルームに雑多に並ぶ録音機材やスピーカー、オーディオアンプの数々。防音ガラスの向こう側は録音ブースになっており、椅子いすにテーブル、マイクなどが見える。

　反対側のドアの向こうは給湯設備やトイレに繫つながる共用部で、おもてなしにも抜かりのない粋いきな構造になっている。

　天井てんじょうから床まで、完璧かんぺきな防音処理が施されており、どれだけ大きな音を出しても外に漏もれる心配はない。

　これこそが、いつも彩羽の音声収録に使わせてもらっている秘密スタジオ。


　そして──……



「来たかー。おつさまー」

　コントロール・ルームの中央、だるーんと椅子の背もたれに背中を預け、間延びした口調で話しかけてきた人物こそが。

「急な依頼差し込むなって言ってるだろー、ブッ殺こぉすぞー？　──まー、べつにいいけどー」

「すんません。今回も甘えさせてもらいます。……音井さん」

　──音井さん。

《５階同盟》のサウンド周りを一手に担ってくれている人物だ。

　目が覚めるような鮮やかな赤毛。しかしセミロングのその髪はあまり整えられた形跡がない。

　雑に着崩された制服姿は、オシャレ目的ではなく、ただ窮屈だったからそうしているという様子だ。全体的に無防備で、シャツの隙間すきまから微妙に見えそうで見えない感じが何とも絶妙に目のやり場に困るのだが、彼女の方はこれっぽっちも気にする素振そぶりを見せない。

　だらんとした姿勢に、眠そうな半眼になった瞳──俗に言う、ダウナー系女子というやつだ。

　同じ学校に通う二年生。去年は俺と同じクラスだったが、二年になって分かれてしまった。

　もともと放送部の次期部長と目されていた人なのだが、今年に入ると同時に「飽きた」なる置き手紙を残して退部。現在は個人でスタジオを作り、音響制作の仕事をしている。

　噂うわさでは凄すさまじいコネクションでプロのアーティストや大御所声優がたまに収録にここを訪れるらしいが、詳しくは知らない。彼女は自分のことを話そうとしないし、俺もいちいち詮索せんさくしない。

　必要以上に馴なれ合あわないし、入れ込みすぎない。ビジネスライクな関係を築いている。


　ちなみに下の名前は──……。



　いや、これに触れるのはやめておこう。ガチギレされるし。

　とにかく、だるーんとして、滅茶苦茶めちゃくちゃマイペース。常にわが道を行き続ける──それが音井さんだ。

「報酬は持ってきてるかー？」

「はい、確かにここに。チュパドロ20本」

「んー、確かにー。まー、報酬分はいくらでも甘えさせてやるよー」

　音井さんは甘いモノに目がない。

　糖質が切れたからと言って学校を早退するような筋金入りの甘味好きだ。

「これがないと、はじまらないからなー」

　早速袋を破いて、音井さんはチュパドロを咥くわえ、カラコロと口の中で転がす。

「それで、チップはー？」

　来たか。

　音井さんとの取引で最も重要なもの。それは報酬のチュパドロに非あらず。

　いや、もちろんそれも大事なんだが、それはあくまでも前提条件に過ぎない。

　音井さんは《５階同盟》の一員ではない。あくまでも外部傭兵ようへいという形で仕事を請け負ってくれていて、さらに便宜べんぎを図って彩羽の正体を秘匿ひとくしてくれている。

　当然、それに見合う見返りは用意しなければならないわけで。

「……明風堂めいふうどうの新作ケーキ。これでどうだ？」

「おー、あそこのかー」

　──一回の仕事につき、高級スイーツ一個。

　それが、音井さんに仕事を依頼するときのチップだ。

　スイーツで仕事を請けてもらえるなら安いもんだ、と思うだろ？

　残念ながら、そんな簡単な話じゃない。

　音井さんは家が滅茶苦茶金持ちのため、音響仕事を完全に趣味でやっている。だから、音井さんは一切の金銭を受け取らない。

　ゆえに、仕事には責任が生じず、今日は気が乗らないからパス──なんてことも、当然起こる。

　そこをいろいろと頼み込み、紆余曲折あった末、毎回一個の高級スイーツで請けてもらうという契約に持ち込んだわけなんだが。

　──この人、すっげー気分屋だからな……。

　未いまだに、持ってきたスイーツを気に入ってもらえないと、依頼を請けてくれないことがある。

　だから、いつもスイーツ選びには滅茶苦茶気を遣ってるのだが──

「んー、おっけー。コレ美味うまそうだし、今日の依頼は請けてやるよー」

　よっしゃ来たオラァ!!

　心の中で思わずガッツポーズ。

　どうにか、今日のはお気に召してくれたらしい。

　危ねえ。トラブル続きの今、依頼を断られていたら致命傷になるところだった。

「なあ、音井さん。いつも思うんだが、買ってきてほしいスイーツを指定してくれないか？　好みに合うかどうかを忖度そんたくして買うのは、滅茶苦茶効率が悪いんだが」

「んー。でも、自分で考えるの面倒だからなー。新しい店を発掘するのもだるいしー。まー、これからも美味おいしいのを探してきてくれー」

　ですよねー。

　そんな素直に聞き入れてくれてる人なら、俺もこんな非効率なことに付き合ってない。

　帰ったらまたスイーツの情報サイトに目を通しておかなくちゃな。

　自分では食べないのに、やたらスイーツに詳しくなってきてしまった。最近のオススメは、駅裏にある窯焼きのプリンパルフェだ。甘さだけでなく絶妙な塩気がいや今はどうでもいい。

　俺と音井さんのやり取りが落ち着いたタイミングで、彩羽が声をかけてきた。

「先、ブース入ってますね。センパイ、台本いただけますか？」

「あ、ああ……」

　学生鞄かばんの中から印刷したボイス台本を取り出し、渡す。受け取った彩羽は楚々とした仕草でレコーディングブースに入っていく。

　それを見送ると、音井さんも動き出した。

「じゃー、そろそろ準備するかー」

　立ち上がると、音井さんは淀よどみない手付きで収録用の機材を起動させていく。

　ゆったりとした口調とは裏腹に、その動きは機敏で無駄がない。

　気だるそうな半眼だった目も、今は見開かれ、手元の機材に向けられている。

　俺が音井さんに依頼している理由のひとつはコレだ。

　すべてにやる気がなさそうに見える音井さんだが、こと『音』に対しては絶対的なこだわりを持っている。

　だから仕事に妥協はせず、常に完璧以上のものを仕上げてきてくれる。

　高級スイーツを検索する手間も、安いくらいだ。

　音井さんは作業しながらちらっと窓越しにブースの中を見る。台本を広げ、真剣な眼差まなざしでキャラの台詞を読み込んでいる彩羽の姿を見ながら、はーっとあきれたため息を吐いた。

「にしても、相変わらず無茶なことするなー、アキは」

「何がですか？」

「ふつーは数日前に台本を渡しとくモンだろー？　その場でぶっつけ本番とか、本職の声優にやったら怒られるぞー？」

「ああ……まあそれはそうなんですが。うちのは特別なんで」

　彩羽には事前に台本を渡して練習してもらうことができない事情がある。

　芸能関係、エンターテインメントのたぐい全般を極端に嫌うらしい母親の目を気にしているため、彩羽は家の中にその痕跡こんせきを残さないよう極度に気を遣っている。

　ゆえに台本を部屋に隠しておくのも避けねばならず、なかなか事前に練習しておくような環境を整えられなかった。

「でも、そのおかげで──あいつはバケモノになりました」

「五分、だったか」

「ええ。台本を、五分。たったそれだけの時間読むだけで、完璧に演じ切れる」

「恵まれない環境が天才を育てる、か。そーいうこともあるんだねー。……っと」

　ブースの中の彩羽を見ると、ひととおり台本を確認し終えたらしく、ふんふふーんと余裕の鼻歌まで歌っていた。

　準備完了、ってことだろう。それとほぼ同時に音井さんの準備も終わったらしく。

「そろそろはじめるぞー。小日向こひなた、準備はいいかー」

　スピーカー越しに、音井さんがレコーディングブースに声をかける。

　レコーディングブースでは、すでに調整を終えた彩羽がスタンバっていた。




『はい、いつでもいけます。センパイのためにも、良い演技が出来るように頑張りますね』





「…………」



　まだ、この調子か。

　いつまで清楚モードでいるつもりなんだ、こいつ？


「じゃ、行くぞー。３、２、１──……」



　音井さんがカウントダウンの後、キューボタンを押す。マイクの前に立つ彩羽が表情を引き締める。

　今日の収録は、俺が休み時間中に書き上げた５体分のキャラボイスだ。

　ヤンデレな女の子から、ヒャッハーな不良まで、癖くせが強い男女が入り混じっている。

　だが、心配はしていない。

　ウザい奴だが、彩羽は男女関係なく『黒き仔山羊の鳴く夜に』のすべてのキャラに声を当てている実力派声優だ。

　多少癖が強かろうと、何の問題もないだろう。

　最初に収録するのは、ヒャッハー系のゴツい不良男だ。





『──ここから先はオレ様の縄張りだぜぇ！　ヒャァーーーハァーーーッ！』






「んん？」




『喧嘩けんか上等、天外魔境、天上天下に唯我独尊、おまけに絢爛けんらん豪華の才色兼備たぁオレの事だ』




「なっ……」




『死にてえ奴からかかってきな！　オレ様のチェーンソーが火を噴くぜぇ！』




　透き通るような声で、流暢りゅうちょうに読まれる台詞。

　渓谷を流れる清流を彷彿ほうふつとさせる雅な味わいの声音こわねに、音井さんの眉まゆがピクリと動き、俺は絶句していた。

　音井さんは収録をストップし、ブースの中へ声をかける。

「おーい、小日向ー。ひとつ質問いいかー？」

『はい。何でしょうか？』




「なんでそのヤンキー、清楚系お嬢様ボイスなんだー？」




　そう。あろうことか彩羽の奴、清楚モードの声のまま台詞を読み上げやがった。

　ゴツい不良の台詞のはずなのに、声だけが異様に可愛かわいらしい。

『どうかしましたか？　何か悪いところがありましたか？』

　ちょこんと小首を傾げ、彩羽はすっとぼけた返事をする。

「んー……ちょっと他のキャラをやってみてくれー」

　音井さんは少し考えて、そんな提案をした。

　了解です、と答えた彩羽は、次はヤンデレ妹キャラ、次は老人と、次々に別のキャラを演じてみせた。


　しかしそのどれもが最初のヤンキーと同じで、清楚系お嬢様の声で──……



　ひととおりのキャラを試した後、音井さんの口の中で、チュパドロがガリッと大きな音を立てた。椅子を軋きしませて気だるげに体重を預けると、彼女はブースに声が届かないよう、俺にだけこう告げる。

「何あれ、ナメてんの？」

「……すみません。あいつの演技力は、こんなモンじゃないはずなんですが」

「んなことはわかってるっての。はー、だる……」

　元のチュパドロを嚙かみ砕くだいた後、新しく開封したチュパドロを口に突っ込んで、音井さんは身を乗り出す。

「おい小日向ー。おまえ、その演技でいいと思ってんのかー？」

　苛立いらだちを隠して、あくまでフラットな問い。

　それに対して、彩羽は。

『もちろんです。プロデューサーＯＫ間違いなし、プロデューサーの好みを１００パーセント反映した演技ですから♪』

　清楚の中にわずかに悪戯っぽいニュアンスを含めてそう答えた。

　あいつ……まさか、ここ最近の不機嫌を仕事にも持ち込む気か……？


「……………………」



「プロデューサーの……？　アキ、これ、おまえのディレクションなのか？」

　音井さんの声が低くなる。ぎろり、と睨にらみつけてくる。

「ウチにこんなナメた収録をさせる気なら、今すぐ出てってもらうけど？」

「神に誓って違います。──おい彩羽、ふざけるのはよせ」


『…………ッ』



　俺の本気の声音が伝わったのか、彩羽の息を呑のむ音が聞こえる。防音ガラス越しに見る彩羽の表情は、どこか不安げに見えた。

　駄目だ。

　さすがにそれは駄目だ、彩羽。

　たしかにプライベートでお前の機嫌を損ねちまったのかもしれない。それは言い訳の余地もなく、俺が悪いのかもしれない。

　この際、音井さんを怒らせてることもどうでもいい。

　だけど。


　だけどなぁ──……。






　自分テメエが信じた道を茶化ちゃかすことだけは、絶対にしちゃ駄目だろうが。




「彩羽ッ、お前──むぐっ!?」

「ちょい待ち」

　ブースに向けて声を荒らげようとした瞬間、口の中に何かが突っ込まれた。

　舌の上で転がる硬い質感と、広がる甘味。

　いつの間にか口からチュパドロを抜いていた音井さんは、俺にアイコンタクトをした後、ブースに向けてこう告げた。

「はい、やめ。やめやめ。今日はこれで店じまい。全員、クールダウンして仕切り直そー」

『……はい』

　力ない返事の後、ブースのドアが勢いよく開いた。彩羽は俺達がいるコントロール・ルームに顔を出すことなく、そのまま足音高く階段を上がっていってしまう。

「はー……めんどくさ」

　彩羽の背中を見送って、音井さんはぼやく。

　それは彩羽を責める言葉じゃないと、俺にはわかった。

「ありがとうございます。そんで、すみません」

　正直、音井さんの判断にはかなり助けられた。

　あのまま強引ごういんに口を塞ふさがれなければ、俺は彩羽に取り返しのつかないことを言ってしまっていたかもしれない。

　口の中に広がる甘さに、お前はまだまだ甘ちゃんだと言われてる気がして、俺は昂たかぶってしまった自分の未熟さを恥じた。

「──で、何があったんだ？　間接キスまでくれてやったんだ、聞いてもいいだろ？」

「…… うっす」

　叱しかられた子どものように肩を落として、ペロペロとチュパドロを舐なめる。

　そっかこれ、間接キスなのか。そう自覚したら妙な心臓の高鳴りを覚えたものの、頭の一番奥のところは冷静なままだった。この状況で浮かれた気持ちになれるほど、俺はお花畑な頭をしていない。──損な性格だと思うけどな。

　俺は居住まいを正して、音井さんの目をまっすぐ見据える。

　これまでの経緯を話そう。

　真白ましろのことも含めて、すべての経緯を。





＊






「──なるほどなー。そんなことがあったわけだ」

　俺は最近あったことを順を追って説明した。

　月ノ森つきのもり社長に真白のニセ彼女役を厳命されたこと。

　紆余曲折あって本当に真白に惚ほれられてしまい、告白されたこと。

　その返事をしようと思ったら何故か現実で取り付く島もないこと。

　それについて彩羽に相談しようとしたら何故か清楚モードから戻らなくなったこと。

　全部を聞き終えた音井さんは、はー、と感心の息を吐いた。

「おまえ……やるなー。リア充じゅうじゃん」

「リア充……だったら、もっとスマートに事を運べてたのかもな。初めての経験ばっかりで、正直振り回されてばっかりだ」

「ははっ。おもしろいなー。アキが振り回される側になるとか、珍しいこともあるもんだ」

「いつも振り回してる音井さんが言うか、それ？」

「だからこそじゃんよー。ウチの専売特許だと思ってたんだけどなー」

　ちゅぽん、とチュパドロを抜いて、指揮者のようにくるくる回す。

　ピクリとも表情が変わらないので冗談なのか本気なのかいまいちわからん。

「まー、ウチは恋愛とかよくわからんし。小日向の本音も知らんよ。ただひとつ言えることは──小日向の才能を潰つぶしたら、おまえを許さん、ってことだなー」

「……！」

　力の抜けた声の中にも確かな迫力が込められていた。

　俺は無意識に背筋が伸びるのを自覚する。

「ウチが小日向に惚れてること、知ってるよな？」

「……ああ。彩羽の才能に、な」

　それは、よく知ってる。だからこそ、この人は彩羽の秘密を共有し、力を貸してくれているんだ。

「ウチは、音楽が好きだし、音をいじるのも好きだ。自分で言うのもアレだけど、かなり良い耳も持ってる。でも──歌手やピアニスト、音楽家になる素質はないんだ。華もないし、そこまでの才能はない。耳が良いから、わかっちゃうんだよなー」


「…………」



　理解できる。何故なら、俺も同じだから。

　自分には突出した能力がないと自覚している者にしかわからない感覚。

「だからウチは補助役に徹するって決めたんだなー。天才に力を与えて、百の力を千の力に変えてやりたい、てなー。その天才ってのが──」

「──彩羽」

「そーゆーこと。演技の幅、声域の広さ、そこまでだったらまー訓練でどうにかなるかもしれんけどー。あいつの演技はなんていうかなー……降霊術、みたいなモンなんだよなー」

「わかります」

　一流の役者は役をその身に降ろすと言われている。

　それはまるで恐山の最奥、天に召した人間の魂を己おのれに宿し、現世にその言葉を伝えるイタコの如き神業。

　演じているのではない。

　自分という翻訳機械を通して、どこか別の世界の人間の言葉を代弁しているような。

　そんなとんでもない演技をさも当然のようにこなしてみせるのが、小日向彩羽の天才性で。

「ウチはさー、残りの高校生活、全部あの子に捧ささげてもいいって思ってるんだ。じゃなかったら、スイーツだけでこんなゴッツい設備使わせるわけないんだよなー」

　俺と音井さんは、そんな彼女に魅入られた哀れな信者で。

　だから。

「つまらん青春イベントで小日向の才能を潰してみろ。一生恨むからなー？」

「……！」

　音井さんの言葉が胸に突き刺さる。

　青春イベント。将来設計も意識できない連中が群がる目先の釣り餌。

　そんな風に蔑さげすんできた唾棄すべきモノに、俺自身、惑わされちまってたってのか？

「真白って子、可愛いんだろうねー」

「……どうだろうな。愛想よくしてれば、素材はいいと思うけど」

「やー、どー考えても可愛いでしょ。女なんて興味ねーって顔してたアキが、即答でフラないで、悩んでるとか。その時点で１００パー可愛いわー」

「人の話聞いてたか？　月ノ森社長の心証もあるから、軽く判断できないだけだよ。それに今の《５階同盟》は、誰が欠けても成り立たない。メンバー全員のモチベーションを保つために、今の関係性を壊さないように、バランスを取らないと──」

「っていうのが自分への言い訳じゃないって、証明できないだろ？」

「それは……」

「おまえ、気ぃ張りすぎ。おいで」

「……？」

　ちょいちょい、と手招きされて、俺は素直に歩み寄る。すると、だらしなく椅子に座っていた音井さんの手が思いがけない速さで伸びてきて、俺の後頭部を捕まえ、抱き寄せた。


「えっ。──って、ちょっ……うぷ!?」



　柔らかな感触が顔に押しつけられ、俺は溺おぼれそうになる。

　ミルクのような汗の香り。ナマケモノみたいなイメージからは考えられないほど高い体温。

　胸に抱きしめられてる……のか……？

　いきなり何だ？　何で音井さんは突然こんなことを？

　あまりに急な事態に脳味噌が混乱する。

「青春なんて無駄、要らない。恋愛感情もよくわからない。ウチもそうなんだよねー」

「ああ……つーか、だからこそ俺達はうまくやれてる、と思う」

「でもさー。聴こえるか、ウチの心臓の音」

「え？」


　言われて初めて意識する。トクトクトクトク──……と鳴る、音井さんの鼓動の音。



「めちゃくちゃ速くなってるだろ？」

「緊張……してるのか。あの、音井さんが？」

「ウチみたいな価値観の女でも、いざこーゆーことになったら平常心じゃいられんのよなー。ま、わかりやすく顔に出るような女でもないんだが」
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　そう言って、あっさりと俺の体を離す。

　本人の言う通り、表情はいつもの無表情のままだ。ほんのりと肌が赤い気もするが、それも強く意識しなければ気づかない程度の些細ささいな違いでしかない。

「アキも、同じなんじゃないかー？」

「同じ……」

「無駄は要らない。そう思ってても、いざその無駄を経験したら、体が勝手に反応する。まー、人間も動物だし、そーゆーこともあるだろうさー」

「……それだけ、真白の告白に影響されてたってことか。俺も……彩羽の奴も」

「たぶん、なー。だから──」

　音井さんはそう言って、コンソールの上に置かれた写真立てを指でなぞりながら。

　懐かしそうに目を細めて言った。

「──あんときの覚悟も、ビミョーに揺らいだんだろうなー」

　それは去年に撮った写真。写っているのは、今よりもすこしだけ幼い印象の彩羽と音井さん、そして俺だ。ブースの中ではしゃいだ雰囲気でピースサインする彩羽を挟んで、保護者のように仏頂面をする俺と、あくびをしている音井さん。自撮り棒で撮った、決起会の写真。


　まだ中三だった彩羽を──……。



　つまらなそうな顔で腐っていた彩羽を、強引に口説くどき落おとして、ここに連れてきた日の光景。

　初めての収録機材にはしゃぎ、高音質で自分の声を聴いて感動し。

　そして初めて心の底からの笑顔を見せてくれた日の写真だ。

「覚悟……か。そうだな……」

　その通りかもしれない。

　真白の告白に冷静に対処しなきゃなどと言いながら、その実、心のどこかで浮かれてる自分がいたんだ。ＬＩＭＥでしか話が通じないなんて言い訳だ。俺の答えを強引に真白に聞かせる方法なんて、いくらでもあったはずなのに。

　俺は最高効率の手段を取らなかった。取ろうとしなかった。

　なるべくなら誰も傷つかないように、バランスを取って。俺にとって都合の良い結果により確実に導けるように、コントロールしようとしていた。

　あの日、覚悟を決めていたはずなのに。

　誰に嫌われても構わない。誰に恨まれても関係ない。

　俺はコイツらの才能にすべての時間を賭かける。全人生をベットする、──って。

「サンキュ、音井さん。初心を思い出した」

「……ん。いい目じゃん。今なら、あの子と話ができるんじゃないか」

「ああ、できそうだ。俺達だけの会話を、な」

　気持ちがスッキリしたら思考も冴さえてきた。

　頭の中で、ここ最近のトラブルのすべてが一本の糸で繫がっていく。

　──なんだ、簡単なことじゃねえか。最初から、こうすりゃよかったんだ。

「俺も帰る。今日はすまなかった」

「まー気にすんなー。報酬とチップは、次もきっちりもらうからなー」

「ちゃっかりしてんな、まったく」

　ひらひらと手を振る音井さんに苦笑し、俺はスタジオを後にした。

　階段を上がりながら片手でスマホを操作する。


　すべてにケジメをつけるために、まず最初にやるべきこと。それは──……。






《ＡＫＩ》今日これから夕飯を一緒に食べよう。時間と場所は後で送る。そこで、告白の返事をさせてくれ、真白




　俺はそんなメッセージを、真白に送った。

　相手の了解なんて知らない。

　一方的で強引な誘い。

　だけど、それでいいんだ。

　俺は相手の都合ではなく、自分の都合を最優先に考えて、最も効率的な最適解を探す男なんだから。

　必要以上の気遣いなんてしない。

　真白が逃げ回るなら、まともに顔を合わせてくれないなら。




　こちらから、強制的にセッティングするまでだ。





＊







『…………』



『……何も言わないのか？』

『ここからはすごく大事なところだろうからね。水を差したくなかったのさ。どんな結果になろうとも、僕はアキの決定を尊重するよ』

『そうかい。……ありがとよ』
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　俺おれ達が暮らす街の最寄り駅。ここ数年の都市開発によって発展し、真新しい高層ビルの建設とともに大企業のオフィスや高級ブランド、レストランのたぐいが次々と入り込み、理想的な循環で右肩上がりに栄えているこの場所は、夜と昼とで別の顔を覗のぞかせる。


　昼が学生達も行き交う雑多な遊び場、デートスポットなど、賑にぎわい豊かな『動』の雰囲気だとすれば、夜はその逆──……。



　オシャレな大人の社交場。身の丈に合った上品な服装のダンディ、マダム達が静かにワイングラスを交わし、ゆったりと語らう『静』の雰囲気だ。

　そして『陽』と『陰』、『動』と『静』、二つの異なる顔を併せ持つこの駅前を象徴するのが、四十八階建ての超高層ビル、《ミッドナイト・タワー》である。

　俺は今、その《ミッドナイト・タワー》の三十階、高級レストランの窓際の席に座り、夜景を見下ろしていた。

　時刻は夜の八時。こんなこともあろうかと用意していたアルマーニのスーツに身を包んで、俺は真白ましろの到着を待っていた。

　窓ガラスに微かすかに反射する自分の姿を見て、思わず笑ってしまいそうになる。

　高校生の分際でずいぶん背伸びした服装だ。

　とはいえ馬子まごにも衣装ってやつか、何の特徴もないツラでも、そこそこ見れる姿になってる。

　成年面して予約したが、これならバレることもなさそうだ。

　なんて考えながら手持てもち無沙汰ぶさたにしていると、執事じみた初老の店員が近づいてきた。

「お客様。お待ち合わせの方がいらっしゃいました」

「ありがとうございます。──よう、真白。なかなか似合ってるじゃないか」

　店員の背後、隠れるように縮こまる少女に笑いかける。


「……～～～～ッ……！」



　清涼感のある青系統のワンピース。ウエストを留める細いベルト、その金色の留め金がさりげなく主張している。下品にならない程度のささやかなセレブ感。胸元むなもとも微かに空いていて、白い肌が見えているが、淫靡いんびさは欠片かけらも感じず、むしろ神聖な雰囲気を助長していた。

　髪もしっかり整え、リップも塗り、化粧も上品な塩梅あんばいで。よそ行きのオシャレを徹底した、まさに完全武装状態。

　彼女──真白は顔を真まっ赤かにしながら、店員の引いた椅子いすに、緊張でガチガチになりながら腰かける。

　右腕と右足を同時に動かすというベタな緊張っぷりを見せる真白に、思わず笑みが漏もれる。

「わ、笑わないで」

「いやあ、面白おもしろいくらい緊張してるもんだから」

「うるさい……こんな場所を予約する、アキが悪い」

「お気に召さなかったか？」

「違う……そうじゃなくて。真白には、まだ早い気がして……」

「早いも遅いもあるかよ。大人の線引きは自分達で決めるもんだ」

「でも、いいの？　こんな高いお店。お父さんにお願いすれば、払ってもらえるよ？」

「女の子とデートするのに、相手の父親に払ってもらったら最低だろ。あの伯父さんに、んな恥ずかしいこと頼めるかよ」

　女性の扱い方がわかってないねぇ君ぃ、とダンディボイスで説教されそうだ。

　もっとも、それ以前に真白をこんな本気のデートに誘ったと知れたら、その時点で殺されそうだけど。

「金の心配はいらねーよ。これ、全部《５階同盟》の経費だし」

「経費……？」

「ああ、これでも《５階同盟》はそこそこ稼げてるからな。自分だけのために散財はしないが、チームに必要なことならいくらでも使う」

「でも真白は……、えっと、ゲーム作り……手伝ってないよ。……ないよね？」

　こちらの様子を窺うかがうような、妙な言い回しで真白は訊いた。

「ああ。だが詳しくは言えないが、このディナーは活動と無関係じゃないんだ」

「え……と……？」

「まあ細かいことは気にすんな。まずは食事を楽しもうぜ」

「う、うん……メニューは……」

「ないよ。コースだから」

「そ、そうなんだ」

　こういう店に慣れていないんだろう。真白はわたわたと落ち着きのない様子で目を泳がせる。

　──まあ俺も慣れてるわけじゃないんだけど。

　実はこの店は以前、菫すみれを口説くどき落おとすために使った店なのだ。そこでの失敗を経ているので、今となっては完璧かんぺきに予習済みというだけ。

　もちろん口説き落とすと言っても、色恋的な意味じゃないぞ？

　弱味を握っただけではまだ足りなかった菫に、もうひと押しするために、ムチではなくアメも与えようとしたんだ。……まあ、結構空回りした記憶でもあるので、思い出したくはないが。

　おっと、今はデートの時間だ。他の女のことを考えるのはマナー違反だな。

「それがＬＩＭＥで言ってた勝負服か？」

　真白の姿を見て、素直に出てきた言葉をそのまま話題にする。

　すると真白は恥ずかしそうにもじもじと体を揺すりながら、こくんとうなずいて。

「……変？」

　と、上目遣うわめづかいに訊いた。

「なるほど、可愛かわいいな……」

「え？」

「あ、いや、何でもない。変じゃないぞ、大人っぽくて、この店にも合ってる」

「あ……ありがとう……」

　危ない。俺は何をナチュラルに口走ってるんだ。

　さっきの音井おといさんの言葉が脳裏のうりに浮かんでしまったせいだ。『真白って子、可愛いでしょ』とかいうアレ。

　見た目ももちろん可愛いんだが、陰キャの引きこもりを自覚しながら、ＴＰＯをわきまえて着飾ろうとするその意識が、彼女の内面のひたむきさを想像させて愛らしく思えてしまう。

　こんな可愛い子に告白、されたんだなぁ……俺。

　あらためてその非日常さ、千載一遇の幸運、恵まれすぎた状況を思い知る。

「……このお店……」

「何か気になるか？」

「大人のカップルが……多い……」

「まあ、そういう店だからな。男女で大切な話をするのに、こんなに向いてる場所はない」

「そ、そう……」

　実際、真白自身も無意識に店の魔法にかけられてる。

　教室ではさんざん自称照れ隠しの塩対応をしてきたのに、今は普通に会話できてるんだから。

「カップルが多いのは嫌だったか？　……嫌いだもんな、そういうの」

　サメ映画でリア充じゅうが喰くわれるのを見て、ざまぁってつぶやいてた奴やつだ。

　カップルを見るだけで憎悪を滾たぎらせる可能性は充分ある。

　だとしたらこの店を選んだのは失敗だったか？　などと俺が思っていると、真白はふるふると首を振って。

「カップルを見ても憎しみが湧わかない。こんなこと、初めて」

　ほわりと、柔和な微笑みを浮かべた。

「どれだけカップル憎んでたんだよ」

「だって……見せつけるみたいに、幸せそうにしてるんだもん。お前はひとりぼっちなんだろ、可哀想かわいそうな奴、って、馬鹿ばかにされてる気がして」

「そらまたすげえ被害妄想だな。……いやまあ、言わんとすることはわかるけど」

「でも、違ったんだよね。あの幸せそうなカップル達、べつに真白のこと笑ってなんてなかった。というか、他の人のことなんて、気にしてもなかった。……自分が人を好きになってみて、初めて、理解できたの」

　そう語る真白の横顔を見ていると、それだけで胸が締めつけられる。なんていじらしくて、抱きしめたくなる生き物なんだろう。

　なんだか本当にデートをしている気分だ。……なんて思っていると、店員が飲み物を運んできた。

　ワイングラスに注そそがれた赤い液体を見て、真白は目を丸くする。

「これ……ワイン……？　あの、真白、お酒は──」

「ノンアルコールワイン。この店のオススメだよ」

「ノンアル……それって……」

「またの名をぶどうジュースとも言う」

　笑いながらそう言って、ワイングラスを軽く掲げてみせる。

　すると真白もホッとしたようにグラスに指を絡からめ、俺に合わせて持ち上げた。カッコよく持とうとしてるけど地味にできてないのが何だか面白いけど特に指摘はせず。

「乾杯」

「か、乾杯……」

　カツン、と軽くぶつけて高い音を立てる。

「んっ……あ、おいしい」

「だろ？　その辺のぶどうジュースとは格が違う」

　ちびっと飲んだ瞬間、真白の表情が和らいだ。高級店と聞いて緊張していたところに、あくまでもベースは口にしたことがあるジュースを飲むことで、親しみを覚えたのだろう。

　出だしは上々。

「お待たせいたしました。ハマグリのカプチーノ仕立てです」

　次に前菜。小さなグラスに収まった、芸術的かつ可愛らしい一品だ。

「わ……かわいい。貝、なんだ」

「ああ。海鮮好きの真白も満足できるんじゃないかと思ってな」

　フランス料理には魚を使ったメニューも多い。この店のコースは特にそうだ。

「ただ高級なだけでチョイスしたわけじゃないんだぞ。一応」

「アキ……えへへ。ありがと」

　そう言って笑った真白は本当に幸せそうで、この店に連れてきてよかったと心から思った。




　こうして俺達は食事を楽しむ。次から次へと運ばれてくる料理の、芸術的なデザインに目を奪われ、スマホで写真を撮ったり、口に入れた感動を言葉にしたり、まるで本当のカップルのように、俺達は幸せな時間を過ごした。


　打算と計算から始まった関係。お互いに、お互いの目的を達成するためにやることになったニセ恋人という関係性──……。



　だけどそれは真白の告白によって、次の段階への進展が提案され。

　今また、俺の返事によって、すべての変化が確定する。

　アニメやら漫画やらライトノベルやら、オタクコンテンツの主人公はなかなか恋愛に決着をつけようとしない。聞こえなかったことにしたり、他のイベントに流されるまま告白への返事を有耶無耶うやむやにしてしまうことが少なくない。

　どうしてそうなるのかはなんとなくわかる。関係が変わったり、壊れたりするのが怖いから。


　もしも彼ら主人公達が効率的に、戦略的に人生を生き抜こうとしているのならば──……。



『イマ』を変えないことこそが彼らにとって望ましい展開だからだ。

　だから俺もその力場に流されようとしていた。

　真白の告白に返事しなきゃと言いながら、彼女が逃げ回ってその機会が与えられないことに、すこしだけ安堵あんどしている自分がいた。返事ができなければ、何も変わらなくて済むから。

　だけどそれじゃ駄目だと、わかったんだ。このイベントから目を背そむけていたら、俺は大切なものを失ってしまう。

　もし俺という人間の物語を天上から眺めてる神様がいたとしたら、『どうせこの男も、何やかんや言いつつ告白に決着をつけないんじゃないか』と予想していたかもしれないな。

　だとしたら安心していい。

　答えをはぐらかしたりしねえよ。俺は──真白の告白に、今、この場で答える。

　答えは、俺の心は、決まってるんだから。

「なあ、真白」

「ん？　どうしたの、アキ」

「告白の返事をさせてくれ。──それが、今日の趣旨だ」

「……うん、そうだよね」

　真剣な眼差まなざしを向けると、真白はすこし目を逸らした。

　ナイフとフォークを置いて、ノンアルコールワイン入りのグラスをすこし揺らして。

「素敵なディナーだった。こんな素敵な場所で返事を聞けるなんて、真白って幸せ者だね」

「気に入ってくれて何よりだよ。それでな、真白。俺は、お前のこと──」




「──いらない。返事は、いらない」




　俺の言葉は、思いのほか強い真白の声によって遮さえぎられた。

　だがそれは予想の範囲内だ。リアルの俺から逃げ続けてきた真白のこと、ここで怖気おじけづいてもおかしくない。だが。

「待たない。お前の気持ちを聞いて、自分の気持ちと真剣に向き合ったんだ。その答えを言えなかったら、一生後悔する」

「うん。アキは強引ごういんだから、そう言うって思ってた。でも、違うの」

「違う？」




「アキさ、今、真白のことフろうとしてるよね？」

「……!?」




　返す言葉を失う。

　何故なぜなら、図星だから。

　俺はこれまで意識的に恋愛や青春を遠ざけてきた。オズと出会ってその才能に惚ほれ込み、さらに菫や彩羽いろはの才能にも惚れ込み、その全員を《５階同盟》としてまとめ上げ、最善の場所へ導くことを至上命題としてきた俺は……その最大効率化のために、学生生活で経験できる、あらゆる青春イベントに蓋ふたをしてきた。

　だから告白されたことも、それに返事をすることも初めてだった。

　恋愛ビギナーなりに全力で考え抜いて、彩羽や音井さんと話して辿たどり着いたひとつの答え。

　それは──告白を受け入れない、ということ。

「なんで……そう思ったんだ？」

「わかるもん。アキは優しいから。真白に素敵な思い出をプレゼントして、これっきりにしようとしてる。こんな高級店に呼ばれたときから、フラれるんだって、察してた」

「……それは、違う。お前を不機嫌にさせて、ニセ彼女の契約を切られたら、月ノ森つきのもり社長とのパイプがなくなっちまうからだ。俺は俺の都合で、《５階同盟》にとって最善の結果にするために、お前にご馳走した。──こんなモン、優しさなわけがない」

「無駄。アキ、真白がどれだけアキのこと好きか、全然わかってない。だから、そんなふうにごまかせるって思ってる。真白、騙だまされないよ。アキは優しいから、こうしてくれてる。どんなに否定ひていしても、真白の中で真実は変わらないから」

「真白……」

「考えてみたら、当然だよね。彩羽ちゃん、あんなに可愛いのに、彼女じゃないんだもん。あんな子がすぐ近くにいて、それでも堕おちないなら、再会したばっかりの真白に、なびいてくれるわけなかったんだ」

　真白は俯うつむきながら、滔々とうとうと語る。店の暗い照明の下で、その表情は見えない。その声は、震えている。

「わかってた。自分だけが盛り上がっちゃってるって。アキは《５階同盟》が一番なんだもん。真白と恋愛したいなんて、これっぽっちも思ってない。でも──」

　震えながら、ワイングラスを持つ手に力を込めながら、それでもその声に力を込めて。

「──前に進みたかった。真白の気持ちを知ってほしかった。だから、告白したの」

　絞り出すように、告白の真意を真白は語る。

「真白は、今までの人生……ずっと逃げてきたから。せっかく自分を変えられそうだったから。もう一歩、踏み出したかった」

　それは引きこもりの人魚姫の決意。狭い海の中から出られず、貝の部屋の中に閉じこもり、傷つきたくないと身を守り続けてきた女の子が、勇気を振り絞って自分の気持ちを表現しようとした。ただ、それだけの話。

　そして今、人魚姫は。フラれるという形で、ふたたび傷つけられた彼女は。




「だから、今はこれで満足。攻めたから、勝ち」




　微笑んでいた。

　真白が顔を上げたとき、きっと泣いているだろうと俺は思い込んでいた。だけど違っていた。

　弱い自分を変えようとして転校した彼女は、紆余曲折あったけど、しっかりと当初の目標通りに強く、強く成長していた。

　そんな強い真白は、口元に勝ち気な笑みをのせて、きっぱりと言い切る。




「真白は告白の返事が聞きたいわけじゃない。聞きたいのは、『ＯＫ』の二言ふたことだけ。だから、今のアキの答えなんていらない」




　明確な返事への拒絶。居合いの達人が懐ふところに切り込むが如ごとき、塩対応の究極の境地。




「何ヶ月、何年かかるかわからないけど。いつか絶対に真白のことを好きにさせてみせるよ。真白に告白したくて仕方ないって気持ちにさせるの」

「俺が……お前を好きになる日が来るとは限らない。忘れて次に行った方が、効率的だ」

「ばかなの？　アキ、それって効率厨こうりつちゅう失格だよ」

「え？」

「目標の最短距離を目指す。それが効率厨でしょ？　真白の目的は、彼氏を作ることじゃない。アキを彼氏にすることだもん。──効率的に考えるなら、諦あきらめるなんて、ありえない」

「俺は《５階同盟》で精一杯だ。《５階同盟》の件が落ち着くのがいつになるかなんて、わからない。きっと卒業した後になる。そのとき、お前は俺の近くには──」

「いるよ」

「え？」

「《５階同盟》がどうなるかはわからないけど。アキが《５階同盟》と歩き続ける限り、真白も絶対にその近くにいる。だから、全部が決着するときまで──真白は隣にいられる」

「いやでも、それは……」

　どういう意味だろう。卒業してしまえば、俺達はもう同級生でもなんでもない。

　従姉妹だからか？　それともハニプレ社長の娘だからか？

　そんな距離感になってしまえば、そんな希薄な関係で恋愛になど発展しようもないのに。


　どうして真白はこんなにも堂々と言い切れるんだろう──……。



　などと余計な考えを俺が巡らせていると、真白は席から立ち上がった。

「ありがと、おいしかった。それに、今やるべきことに確信が持てたし。《５階同盟》のためにできることを全力で。もちろん……アキのことも、全力で堕としにいく」

　ぺこりと礼儀正しくお辞儀して。だけど言葉だけは挑戦的に。

「今日のところは先に帰るね。アキも気まずいだろうし。でも──」

　そして──





「明日から、ウザいくらいアプローチするから──覚悟してろよな、《ＡＫＩ》……ッ！」






　まるで少年のような笑みを浮かべて言うと、真白は踵きびすを返し、逃げるように小走りで店から出ていった。

　決着……は、したようでしなかったが、さすがにあいつの気持ちまではコントロールできない。

　真白は俺のことが好き。だけど、俺にその気はない。その事実を抱えたまま、今まで通りの関係を続けていくしかないってことか。

　……最後の台詞せりふ、口調や『アキ』のイントネーションがすこしだけいつもと違った気がするけど、あれは何だったんだろうか。

　どことなく知ってる誰だれかと似た雰囲気を感じるが、数分考えても、結局答えは出なかった。




　──さあ、真白の件については決着がついた。

　待たせたな、彩羽。




　次は、お前の番だ。





＊






《紫式部先生》真白ちゃんとＡＫＩ、二人でディナーに行ったみたいねん

《ＯＺ》何か大切な話があるみたいですね

《紫式部先生》彩羽ちゃんの様子もおかしいみたいだし、みんなどうしちゃったのかしら

《ＯＺ》思春期、青春、ラブコメ。言葉は何でもいいですけど、まあそういう何かですね

《紫式部先生》大好きなみんなが幸せになれるなら何でもいいわん

《ＯＺ》同感です。いっそのこと日本社会でも重婚が認められればいいんですけどね

《紫式部先生》わかりみ。不幸になるヒロインが生まれなくて済むものね……

《ＯＺ》さて、ＡＫＩのルートはどんな方向に進むのか。楽しみにさせてもらおうかな
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「こっちだよ。親は今日、夜勤でいないから」

　深夜０時頃。

　俺おれはオズの手引きで小日向こひなた家の中に潜入していた。

　と言ってもべつに大それたことは何もしておらず、ただ親が不在のタイミングであることをＬＩＭＥで事前確認した上で、彩羽いろはにバレないよう玄関からこっそり入れてもらっただけだ。

「そこが、彩羽の部屋」

「おう、サンキュな、オズ。……しかしいいのか？　妹にこんな深夜の来客を許して」

「何度も言うけど僕はシスコンじゃないからね。アキと彩羽がくっついてくれて、その子どもの顔を見るのが老後の一番の楽しみだよ」

「それはいい趣味だな。もっとまともな楽しみを見つけろよ」

「日々努力はしてるさ。じゃ、僕はこれで。健闘を祈ってる」

　そう言って、オズは自分の部屋に引っ込んでしまう。

　さて、と。

　コンコン。と、まずは素直にノックする。


　……………………。無言。



「おーい、彩羽ー。起きてるだろー？　ちょっと話がある。出てこいよ」


　…………………………………………。無視。



　コンコンコンコン。と、しつこくノックをしながら声を張る。

「お前こんなに早く寝ないだろうが。起きてるのはわかってんだ、いいから返事しろ！」

「ああもうしつこいですよっ！　こんな時間になんなんですか!!」

　お、ようやく返事があった。

「さっきの収録の件で話がある。開けてくれないか？」

「む……親が不在なのをいいことに押しかけ説教ですか」

「そうじゃない。お前に謝りたいだけだ」

「謝る？　私、べつに怒ってませんけど。むしろ収録でダメだった私に怒ってるのはセンパイの方ですよね」

「俺も怒ってな……いや、あんときは確かに怒ってた。自分のだらしなさを棚に上げて、お前に怒りを向けちまった。だから……謝りにきたんだ」

「謝罪とかいりませんてば。センパイの顔見たい気分じゃないんです。帰ってください！」

「お前の気分なんか関係ねえよ。いいから俺の話を聞け！」

「いーやーでーす！　どうせ不思議な話術で無理矢理丸め込む気でしょ！　センパイのたらし手口はわかってるんですから！　絶対にこのドアは開けませんから!!」

「いいから開けろって言ってんだろ!!　さもないとドアを蹴破けやぶるぞ!!」

「へーんだ！　そんなことできるわけないじゃないですか！　漫画の読みすぎなんじゃないですかー!!　現実のドアがそんな簡単に破れたらキックボクサーはいらないんですよ!!」

「それはどうかな？」

「できるって言うんですか？　じゃあやってみればいいじゃないですか。どうせ無理でしょうけど!!」

「……言ったな？」

「へ？」

　今お前……許可、出したな？

　きょとんとした声を発する彩羽をよそに、すこし下がってドアから距離を取る。


　そして体をドアに向け、両手を腰だめに深呼吸──……。



　精神統一。俺の視線が集中する一点、それは、金属製のドアノブとそのロック部分。

「日本企業は素晴らしいホスピタリティを備えてる。ホント、ありがたい話だよな」

「……何の話です？」

「建築物にどんな建材を使い、どんな構造にし、どこに力を入れてどこに手を抜くのか。法律という最低限のルールさえ守れば、あとは基本的に各社のポリシーに任せられる部分も多いんだが──」

「きゅ、急に何なんですか。雑学講座か何かですか!?」

「人命を最優先に守るポリシーのもと作られる商品が非常に多い。特別危険じゃなければ必須ではないはずなのに、ルールで定められずとも、どこも安全性を重視する。だから──」

　俺はカッと目を見開き、呼吸とともに日本拳法基本の型、前蹴けりを繰り出した。

　最短最速を尊ぶ武術である日本拳法、動画サイトの解説動画の見よう見まねで、俺は彩羽の部屋のドアのロック部分を足裏で蹴りつけた。

　どかん!!　と激しい音を立てて、ドアが驚くほどあっさりと開いていく。

　あまりに何の抵抗もなく開いたドアを眺めて、ポカンとしている彩羽の顔に向けて俺は言う。

「──屋内のドアに関しては、衝撃やら小細工やらで、わりと簡単に開くようにできてんだよ。漫画だけじゃなくて、現実の話で、な」

　寝る直前だったんだろう、彩羽はパジャマ姿で変なゆるキャラの抱き枕まくらを抱えて座っていた。

　そんな彩羽の前に膝ひざをつき、今の突撃で壊れたかもしれないドアの修理費代わりの札束さつたばを床にバシンと叩たたきつけ、頭突きする勢いで土下座しながら俺は。

「もう逃がさん。話を聞いてもらうぞ、彩羽」

　威圧的に、謝罪を切り出した。





＊






「──ドアまでぶち破ってくるなんて、非常識にも程があります」

「普段俺の部屋に不法侵入してるお前に批判する権利はないだろ」

「土下座してるのになんでそんな高圧的なんですか!?　仕草と声が全然一致してないんですけど!!」

「謝るつもりはあるが反論すべきことには反論する。それが俺のスタイルだ」

「……無茶苦茶すぎでしょ、それ……」

　あきれた顔でため息をつき、彩羽はベッドに腰かけた。ベッドに腰を落ち着ける美少女ＪＫ女子高生と土下座する地味系フツメン男子。傍はたから見たら変態と女王様にしか見えなさそうだ。

　だけど俺はコイツに屈服しに来たわけじゃない。これは交渉。《５階同盟》のために、俺が信じた道を突き進むために、コイツを説得しにきたんだ。

「まずは報告だ。──さっき、真白ましろの告白を断ってきた」

「……！　ふ、ふーん。へーえ。なんでそんなことしちゃったんですかー？　センパイが童貞を捨てられる、人生で最後のチャンスだったかもしれないのに」

「もともと断るつもりでいた。正直恋愛のことなんて考えたことなかったし、真白をそういう目で見たこともなかったから。だが俺も、告白自体は嬉うれしかったんだろうな。完全に無意識だったが、たぶん俺は浮かれてたんだ」

「……ふーん。浮かれてたんですか。まあ、真白先輩可愛かわいいですもんね」

「ああ。だから完全に断る機会が訪れないことを、無意識に楽しんでたんだろう。……ホント、嫌になるほど凡俗で、情けなく本能に流されたもんだ。《５階同盟》に対して本気で取り組むと誓ったはずなのに、浮ついてた。だから怒ってるんだろ、お前は」


「…………」



　彩羽は沈黙したまま答えない。

　その表情は清楚せいそモードを真顔にしたような、ただただ真剣なもので。

　俺の言葉がどこまで彼女に響いてるのかはわからない。

　だが、それでもいい。俺は俺の方針を押しつける。

「俺は自分の青春も恋愛も全部捨ててきた。だからもう一度チャンスをくれ。小日向彩羽を、いや、《５階同盟》のみんなをプロデュースすることに俺のすべてを捧ささげる！　だから──」

　顔を上げる。立ち上がって、彩羽に迫る。

「えっ……」

　と、反応できないでいる彩羽を抱きしめるように首の後ろに手を回して。

　例のヘッドフォンを、その華奢な首にかけさせた。




「だから──俺の前では、気に入らないって気持ちに、噓うそをつくな」




　彩羽の声優活動の象徴。ヘッドフォンを装着して、長い髪がふわりと膨らむ。

　俺の部屋に入り浸るときのウザモード。

　建前たてまえや気遣いで自分を押し殺したりしない、傍若無人で天真爛漫てんしんらんまんな行動を許された姿。

　その姿になった彩羽は、ふーっと、長い長い息を吐き出して。

　あはっ☆　と軽い笑みをこぼした。

「半分正解で、半分的外れ、ですよ。それ」

「半分……？」

「《５階同盟》に全力だったんじゃないのかー、話が違うんじゃないんですかーっていうのは、まあ、ありましたよ。そりゃあ。でも私、センパイと違ってそこまでストイックじゃないですし。ごくごく平凡のフツーのＪＫですし」

　逃げるようにベッドの上に座り、膝を抱えて丸くなりながら。

「嫉妬しっととか、しますし」

　俺に目を合わせないまま、ぽつりとつぶやいた。

　……嫉妬？　彩羽の奴やつが？

　こんな陽ようキャの塊みたいな奴が一体何に対して嫉妬したと言うんだ。

「センパイの周りには《５階同盟》のみんなしかいなかったし、お兄ちゃん以外とは友達とも呼ばないで一定の距離を保ってた。実際、センパイが私達のことで本気になるのは仕事が関係してるときだけ」


「それは……最初の約束だろ。俺は──……」



「《５階同盟》を成功させる、そのための最善の道を探して実現する。それ以外のことを期待されても困る──あの日、センパイはそう言いました」

　そう。それは《５階同盟》立ち上げのときの約束。

　……否いな。保険だ。俺がみんなを傷つけることを恐れてかけた、保険。

　恩情を期待されればされるほど、優しさを求められれば求められるほど、俺のやり方は時にその人を傷つけてしまう。効率主義ゆえに。運動会で運動神経の悪い子を使わない決断を下したときに周囲から責められたように。俺の効率主義は人を傷つける。

　期待や希望が大きいほど、裏切られたときの失望や絶望は大きくなってしまうから。

　だから俺が組織のトップに立つ以上、必要以上に仲良くなってはいけないんだ。




　効率的な判断を下せなくなれば《５階同盟》は吹き飛ぶ。

　効率的な判断で誰だれかが傷つけば《５階同盟》は崩壊する。




　己おのれの尾を嚙かんで円環と為なす、ウロボロスのような因果関係。頭が潰つぶれたり、尾が千切れたら、その瞬間に瓦解する不安定な円。

　そんなアンバランスな円環を永遠に留めるための荒療治。木工用ボンドで無理矢理接着するに等しい突貫工事。そうして生み出されたのが、ウザいほど面倒な友達ではない距離感だった。


　それなのに──……。



「《５階同盟》のメンバーじゃないのに真白先輩と仲良くなって。仕事じゃないのに真白先輩の告白と本気で向き合って。適切な距離感とかそういうのどこ行ったんだーってくらいの接近ぷり。正直、なんでやねん、って思いましたよ」

「真白は……事情が事情だから。《５階同盟》のメンバーじゃないけど、メンバーと同じくらいケアが必要な存在なんだ。ニセ恋人関係を持続できないと、就職できないから」

「でも本当はそれだけじゃなかったんでしょ」

　彩羽の指摘は的を射てる。

　その甘えを自覚したからこそ、俺は真白の告白を清算してきた。

　もう一度、原点を思い出すために。

「……ごめんなさい。センパイが悪いわけじゃないですよね。あんな風にまっすぐ来られたら、誰だって避けられません。そんなこと、私だってわかってるわけですよ」

「彩羽……」

　唇をとがらせて語った彩羽はやがてもどかしさの臨界に来たのか、うううと頭を搔かき乱みだして。

「だからこれは嫉妬!!　プライベートなのに本気で向き合ってもらえてる真白先輩が羨うらやましくて、ついつい仕事でもやっちゃいました!!　仕事の途中なら、私がいじけてるってこと、本気で受け止めてくれるとか、甘えたこと考えちゃいました!!　──だから、ごめんなさい!!」

　ベッドの上でぴょんと跳ねるやそのまま流れるような土下座スタイル。

　胸の中に溜たまったものを全部吐き出すようにやけくそ気味な謝罪を口にした。

「嫉妬……か。なんつーか、お前の口からそんな単語が出るなんてな」

　まるで好きな男が他の女に奪われそうで、焦あせる女のような単語。

　だけどコイツは俺の前でだけ本音をぶつける──本音で接した結果がウザ絡みになるってことは、俺のことはこれっぽっちも好きじゃないんだろうと、そう思っていたけれど。

　真白の件で自分の恋愛経験のなさ、勘の鈍さを思い知らされた今となっては。

　──俺のことが好き、ってことか？

　その疑問は、リアルな可能性として頭の片隅に浮かぶ。

　だとしたら俺はここでも答えを出さなきゃいけない。真白に対してそうしたように。

　今はそんな時じゃない。恋愛なんてする気はないんだ。ただ、お前をプロデュースさせてくれ、と。腹を割って話さなくちゃいけない。

　だから、切り出す。

「一応、確認させてくれ。その嫉妬は……恋愛感情、的な意味……か？」

　頰ほおを搔き、目を逸らして。

　目なんて合わせてたら、素面しらふでこんなこと訊けるわけもない。

　我ながら、あきれるほど童貞だ。


「…………」



　顔を上げた彩羽が、俺の顔をまじまじと見つめる。

　今、どんなことを考えているんだろうか。猫みたいな大きな瞳ひとみが、心の奥底まで見通すようにまっすぐ俺を捉とらえている。見つめ合ったまま、無言で時が流れていく。

　普段はウザさとやかましさで意識する余裕もないが、こうして無言で見つめ合っていると、まつ毛長いなーとか、結構顔のつくりは好みかもしれんなとか、余計な思考が浮かんいや違う何考えてるんだ俺は馬鹿ばか野郎コイツの顔なんかどうでもいいだろそうじゃなくて今は不埒ふらちなことなんて考えてる場合じゃなくて俺は二度と青春なんぞにほだされないと決めたばかりで ──

「──ぷっ」

「ん？」

　脳内でほだされかける感情を抑えるために始めた高速詠唱は、その、泡が生じる程度のごく短い軽い音にかき消されて。

「ぷっ、ぷぷぷ……あはははははは!!　センパイの可愛いセリフ、いただきましたーーっ!!」

　その泡は、盛大に弾けた。

　彩羽はお腹なかを抱えてベッドの上を転げ回り、ケラケラと笑っている。

　その手に握ってるのは、スマホ。


「な……な……まさか、お前……そのスマホ──……」



『一応、確認させてくれ。その嫉妬は……恋愛感情、的な意味……か？』

　彩羽が画面をタップすると、俺の声が流れてくる。

「何ですか、何ですか、私の嫉妬が恋愛的なモノか気になっちゃうんですか？　気になって夜も眠れなくなっちゃうんですか？　もうそれめっちゃＬＯＶＥな奴じゃないですかァーッ!!」

「ばっ……そういう意味じゃねえよ！　ただ一応、本気だったらお前に悪いから。それで、念のためにだな──」

『一応、確認させてくれ。その嫉妬は……恋愛感情、的な意味……か？』

「やめろおおおおおおおおおお!!」

　ちょっとシリアスな雰囲気で発される自分自身の低音ボイスに、鳥肌まみれの全身を搔きむしるように俺は悶もだえ転がった。

「嫉妬って恋愛とは限らないんですよ？　友達が他の友達と仲良くしてても嫉妬って感じるんですよ？　友達じゃなくても、よく気にかけてくれる学校の先生とか両親とか、人間っていろいろなところで嫉妬を感じる生き物なんですよ？　あ、センパイ友達少ないですもんね！　そりゃわからないですよね、サーセン!!」







[image: ]







　ばっしんばっしん俺の背中を叩きながら、怒涛のクソウザ台詞せりふを連発してくる彩羽。

　こいつ、絶好調すぎだろ。最近溜めてた分、全部放出してきやがった。

「て、てめえ……落差激しすぎだろ」

「センパイも反省してるようですし？　彩羽さんフルスロットルでいってあげようかなと☆」

「ふざけんなおい。せめて音声は消せ！」

「絶対にやーでーす！　こんなおいしい弱味、なかなか見せてくれませんし☆」

「他の連中に聞かせたらどうなるかわかってるだろうな!?」

「えー、どうなっちゃうんですかー？　エロ同人みたいにする気ですかー？」

「しねえよ馬鹿。誰がお前なんか──」

『一応、確認させてくれ。その嫉妬は……恋愛感情、的な意味……か？』

「ぐわあああああ！　や、やめろ、いちいち再生すんな……！」

「うぷぷぷ。一ヶ月くらいこれで遊べそうですね☆」

「くそ……！」

「まあ最近のことはこれで水に流してあげますよ☆　やー、思わぬクエスト報酬でした。たまにはいじけてみるもんですねー☆」

　指先で俺の頰をツンツン突きながら、彩羽は上機嫌でそう言った。

　はあ……ったく、しょげてたと思ったらコレだ。

　一瞬でもコイツの恋愛感情について本気で考えた俺が馬鹿だった。

　まあ、そこでもし真白みたいに告白……みたいな流れになったら、またフラなきゃいけない事態になってたわけで。《５階同盟》のことだけ考えられる環境にスムーズに戻れたのは正直助かったが。

　──まさか彩羽の奴、そこまで考えて……？

　……あり得ないか。彩羽だもんな。

「あはっ♪　で、センパイ。無事にウザ彩羽ちゃんに戻ったわけですけども。ここに来たのは私にネタを提供しにきたことだけが目的じゃないですよね？」

　にやにや笑いながらも、彩羽は確信を込めてそう訊いた。

「……良い勘してるじゃねえか」

「そりゃまあ、センパイですし。わざわざ深夜のこの時間に、私の部屋を蹴破ってまで来たんですもん。私の説得だけじゃなくて、《５階同盟》の活動について、何か別の話があるんじゃないですか？　──効率的に考えて」

「ああ、その通りだ」

　ただ彩羽の機嫌を戻しにきたわけじゃない。

　俺は常に《５階同盟》のために全力で行動すると決めた。それが自分の使命だと再認識した。

　だから俺は、巻貝まきがいなまこ先生のキラキラモテカワシナリオ、菫すみれの激ヤバ演劇部問題、今俺達が抱える問題を順番に、そして綺麗きれいに清算するために動き始めたのだ。

　真白の告白への返事と、彩羽の機嫌問題の決着──それはあくまで序章にすぎない。

　一挙両得、あらゆる問題を同時に解決する、イカしたアイデア。

　その相談をするために、ここに来たんだ。




「彩羽。お前に──《５階同盟》のみんなに、大事な話がある」
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　翌日の放課後。

　九龍城クーロンじょうめいた特別教室棟４階の廊下。

　演劇部の活動場所の空き教室に向かって俺おれ達は歩いていた。

　今、隣にいるのはオズと音井おといさん。

　菫すみれには先に演劇部で部員達に話を通してもらい、彩羽いろはには別室で待機してもらっている。

「何の成果も出せてない演劇部に、夏の大会で実績を出させる、かー。また面白おもしろいことしようとしてんなー、アキは」

「アキはいつも急だからね。ま、僕としてはだからこそ刺激的で面白いんだけど」

「《５階同盟》にとって必要なことなんだ。悪いけど力を貸してくれ」

「まー、鳳凰堂ほうおうどうのカステラ貢いでくれたし、面白そうな依頼だからいいけどー。ウチが参加するからには半端はんぱな劇にはさせないぞー？」

　だらしなく着崩した制服にだらしなく学生鞄かばんを肩にかけ、カステラの箱の入ったビニール袋をブンブン振りながら歩く音井さん。

　口に咥くわえたチュパドロの棒の先を挑発的にこちらに向ける彼女に、俺は強くうなずいた。

「ああ、もちろんだ。──中途半端ちゅうとはんぱはいらない」

　言いながら、廊下の一番奥──目的の教室のドアを開けると。




「来たな、極悪ごくあくプロデューサー!!」




　憎悪のこもった声とともに女が鈍器のようなものを振りかぶって襲ってきた。

　咄嗟とっさに避け──るのではなく、むしろ相手のふところに飛び込んで顔面に拳こぶしを叩たたき込む寸前に、鈍器の君きみが見知った女子生徒であることに気づいて、慌てて人差し指でつん、とおでこを押すだけに留めた。

「きゃうん！」

　可愛かわいらしい声を上げて仰のけ反ぞると、その女子生徒──影石翠かげいしみどりはばすんと尻しりもちをつく。

　その手からこぼれた鈍器のようなものを拾い上げて、俺はあきれた息を吐く。

「ふわふわのスポンジハンマー。……演劇の小道具か？」

「うう……なんてことするんですかっ。悪は大人しく成敗されてくださいっ」

「正当防衛だ。ドア開けていきなり襲われたら、当然抵抗するだろ」

「ていうか強すぎない!?　武道でもやってるんですかっ」

「いや、普通に護身術も兼ねて日本拳法と合気道を独学しただけだよ。特別強いわけじゃない。武道を修めた人の中では平均レベルだと思う」
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「……それ、平均の割り出し方偏ってるような……」

　人生において最も気をつけなきゃいけないことのひとつ、それは不慮の事故と不運な事件だ。

　ランダムイベントの発生する人生ゲームなどのシミュレーションゲームを遊んだことがある人ならご理解いただけるだろうが、突発的な不運イベントで無駄な時間を消費させられたり、ステータスにマイナスの補正がかかるとイラッとしないだろうか？　俺はする。

　事故や事件に巻き込まれるというのは、人生において致命的な無駄となる。だから俺は道路を歩くとき、道を走る車は全部俺を轢ひき殺すつもりで走ってると考えるし、通行人もいつ誰だれが悪霊に取り憑つかれて俺を刺し殺しに来てもおかしくないと考えてほどほどに警戒している。

　そしていざ襲われたときに対処できるよう、最低限の護身術のたぐいを習得していた。

　まあ、所詮しょせんは素人しろうとの付け焼き刃。本物の格闘家には遠く及およばない。

「しかしあんた、ずいぶん過激な行動に出たな。ある程度の反発は予想してたが」

「ぐぬぬ……だ、だって、おかしいもん。いきなり『演劇部の指導をすべて大星おおぼし君に委ゆだねる』って、お姉ちゃ──影石先生が言い始めるなんて」

　食ってかかる翠から視線を外し、教室の中、窓際に背を預けて腕を組みクール面をしている菫を見る。俺と目が合うと彼女は無言でカッコよくうなずいた。

　同時にスマホが鳴ってＬＩＭＥメッセージが届く。




《紫式部先生》翠ちゃん説得しきれなかった！　メンゴ！




　超高速フリックで「あんたホント役に立たないな」と返しておいた。

　しかしまあ、そうは言ったものの。

　演劇部の連中の様子を見回してみると、納得してないのは翠だけのようで、他の部員達は、俺達《５階同盟》のメンバーが指導するという菫の提案に取り立てて反対する気はなさそうだ。

　血相を変えているのは翠だけで。

「今までは私達の自主性を育てるって言ってたのに!!　絶対何か怪しい裏取引をしたのよ!!」

「裏取引って何だよ」

「私達の演劇部を買収するために影石先生を……て、手籠てごめにしたんでしょこのケダモノ!!」

「俺は山賊か」

「ハリウッドでヒットを連発するスーパープロデューサーなんでしょ？　社会人で大成功してるんでしょ？　そんなの真っ黒に決まってるじゃん！　私知ってるんだから!!　サラリーマンが活躍する漫画はだいたい何かうまくいかないことがあると女を抱いて解決してるし!!」

「漫画の知識を現実に持ち込むな」

　菫と違って真面目まじめな優等生タイプかと思いきや漫画の知識で思い込んで突っ走るこの感じ。

　なるほど、菫の妹だ。

「べつに先生に何かしたわけじゃねーよ。だいたい弱小演劇部なんか買収して何の得があるんだよ。普通に考えりゃわかるだろ」

「それは……えっと……演劇部員を全員、えっちな奴隷どれいにできるとか……？」




「あんた、さては変態だな？」




「ちち、違います！　変な言いがかりはやめてください!!」

「いくらなんでもその発想の飛躍はあり得ないだろ……。演劇部が次の大会で入賞するためには俺達の力が必要──影石先生が、冷静に考えてそう判断したんだ。あんたは、先生の判断を信用できないのか？」

「うぐ……でも、でも……私達は、今日までずっと、私達なりに頑張ってきたんです」

　言葉に詰まりながら、翠は素直な想おもいを吐き出していく。

「それをポッと出の人に、良いように実権を握られるなんて。そんなの、呑のめるわけないじゃない……！」

　演劇部にとっては、突然の黒船襲来。

　海外から異なる文化を入れることが国の発展に必要なことだと頭ではわかっている、理屈では理解している、だけど感情の部分でどうしても受け入れがたいという複雑な感情。

《５階同盟》も最近まさに直面したばかりだから俺にもわかる。


　真白ましろという新たな存在に揺れ、一度は壊れかけた人間関係──……。



　だがそれを切り抜けた先に、俺は初心を思い出し、今また新たな発展の可能性を見出した。

　演劇部も、気に入らない存在である俺を受け入れることで、見えてくる未来があるはずだ。

　だから、俺は演じる。

　影石翠を全力で口説くどき落とすために、その心を掌握しきってみせる。

「……わかってる。演劇部の努力は、すこししか練習を見てない俺にも充分伝わった」

「えっ？」

　ふと優しい声音こわねになった俺に、翠は目を丸くした。

　さっきあれだけ強く当たった後に急な優しさ、共感、翠のことを理解しようとする姿勢を見せる。これによって前後のギャップで、俺が通常以上に優しい人間に見えたはずだ。

　やりくちとしては完全にＤＶのそれなのだが、背に腹は代えられない。

　効率的に話を前に進めるためなら、俺は悪魔にでもなる。

「でも、だからこそ、力を貸したくなったんだ」

「大星君……」

「俺から見ると、演劇部にはポテンシャルがある。最初に言ったはずだぞ。伸びしろしかない、ってな」

　パッと聞けば、お前ら練度が足りねえよ、という悪口に過ぎないこの言葉。

　だけど裏を返せば、いやむしろ言葉を額面通りに受け取れば、ただの褒め言葉でしかない。

　何故なぜなら、ここからいくらでも上手うまくなれるって意味なんだから。

「演劇部は努力家の集団だ。こんなカオスな特別教室棟４階で、空き教室なんていう練習場所で、顧問からも具体的な指示を出されず、それでもめげずに昼休みまで使って練習してる。そのクソ真面目な努力家っぷりは、素直に評価に値する」


「…………」



　真顔で褒め言葉を並べ立てられ、翠は無言で赤面、うつむいた。

　俺は、ただ、と続ける。

「成果ってのは『努力の量』×『努力の方向性』の掛け算で算出されるモンなんだ。四則計算の基本は知ってるよな？　死ぬほど努力を重ねても、方向性が０だったりマイナスだったりすれば、成果はプラスにならない。むしろマイナスになることさえあるんだが──」


　そう。問題は、方向性。それさえ矯正すれば、努力家集団のこの演劇部は──……。






「──最強になれる。正しい努力さえすれば。あんたらは。必ず……！」




　文節ごとに強い口調で強調し、俺は、ハッキリとそう言い切った。

　翠の呼吸タイミングに完璧かんぺきに合わせた強調で、彼女は言葉を差し挟む機会を失う。

　そして彼女が何も言い返せないうちに俺はたたみかけた。

「演劇部は次の大会で実績を残せなきゃ廃部になる。今のままだと確定の未来だ」

「……！　そんなこと……」

　反論しかけて、翠は言葉を失ってうつむいてしまう。

　反論などできるはずもない。

　実績を残せていない──それは、この演劇部を引っ張っている翠が一番わかっていることだろうから。

「だが、俺ならそれを防げる。この手を摑つかんで部を存続させるか、拒んで死ぬか。さあ、選べ！」

「……ッ」

　ぺたんと座ったままの翠に俺は手を差し伸べる。

　その手をしばし見つめた後、彼女はすがるように部員達を振り返って。

「ミドリ部長……」

　部員達が、不安げに翠の方を見つめている。

　その視線に自分を奮い立たせたのか、翠は顔をあげ、俺を睨にらみ付つけてきた。

「だからって、いきなりやってきた人達に、はいそうですかって全部を任せることなんてできません」

「ああ、俺達も全部任せてもらおうだなんて思ってない。俺達は主役を奪いにきたんじゃなくて、今の演劇部員たちがさらに上を目指せるようにサポートをしに来ただけだ」

「……サポートを？」

「さっきも言ったが、演劇部は努力の方向を間違えてる。俺達はそれを正しに来ただけだ」

「……でも」

　踏ん切りがつかない翠に対して、俺は最後の切り札を切る。

　あまり使いたくなかった手だが仕方ない。

「もし、影石先生をたぶらかしたケダモノだから俺のことを信じられないって言うなら、それはあんたの勘違いだ」

「く、口でなら何とでも言えるでしょ。男はウソツキでオオカミだって知ってるんだから！」

「いや、証明できるぞ。──なあ、オズ？」

　ここで唐突に背後に控えていたオズに声をかける。

　事前に打ち合わせていた通り、オズはにっこりと微笑みながら。

「うん、そうだね。アキにとって『特別』なのは、どうやら僕だけみたいだから」

「ふおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

「ええっ!?　ちょ、それって、まさか──って待って何今の珍獣みたいな悲鳴」

「ど、どうやら校舎の外で奇声を上げて全裸で走り回る生徒がいたみたい。後でお説教ね」

　翠がくるりと振り向くと、窓を開けた菫がわざとらしく外を眺めながら答えた。

　危うく妹と部員達に腐女子ふじょしの決定的な一面を目撃されるところだったが、どうやらギリギリ誰にも気づかれなかったらしい。

　……この人、このガードの薄さで今までよくバレなかったな。

「お、お、大星君。そ、そっちの、えーっと」

「アキのオンリーワン、小日向乙馬こひなたおずまです。はじめまして、影石さん」

「小日向君と、大星君。そ、そういう関係なの!?」

　顔を真まっ赤かにしてあわわわと唇をわななかせる。

　まあ、噓うそは言ってない。

　俺にとって『特別』、友達と呼べるのは、オズだけなのだから。

　ただ大事な単語を伏せただけ。

　もしそれであらぬ不埒ふらちな想像をしてしまうなら、それは本人の頭が腐っているだけだ。

「信用してくれたか？」

「う、あ、その、えっと……」

　火照った頰ほおを押さえて、翠は。

「わ、わかった、わかりました!!　人の性的嗜好しこうは自由ですっ、私からは何も言えません!!」

　と、やけくそのように言い放った。

　どうやらそっちの素養も血は争えないらしい。本人は無自覚のようだが、俺とオズの関係を想像して心臓が高鳴るのだろう、彼女は胸を押さえて困惑している。

　正直、妙な噂うわさを流されるのは嫌だが、翠に話を呑ませるための作戦だ。諦あきらめるしかない。

　それに菫とエロい関係にあるなんて屈辱的な想像をされる方が百倍ムカつくしな。

「じゃあ、信じてくれるんだな？　俺は影石先生と変な関係じゃない、と」

「……信じます」

　うむ。ならよし。言質は取った。

「だったら、頼む。納得できないなら断ってもらっても構わない。だからまず、俺の話を聞いてくれ」

　目を瞑つむり、しばらく黙り込む翠。

　演劇部をサポートすることを決めてすぐに、菫から演劇部のことは詳しく教えてもらった。

　弱小ゆえに大した部費も、活動場所も与えられなかった演劇部。

　それを今日まで支えてきたのは、部長である翠だ。

　学校に直談判じかだんぱんして空き教室を確保するだけでなく、部員に声をかけ続け引っ張ってきた。

　それほどまでに、翠は真剣に演劇活動をしてきた。

　だからこそ、急にやってきた俺達に対する葛藤も大きいだろう。悔しい気持ちもあるはずだ。

「……わかりました。話は聞きます」

　しかし、そんな葛藤を呑み込んで、翠はうなずいた。

「みんなも、それでいい？」

「ミドリ部長がいいっていうなら大丈夫です！　私達も廃部になんてなりたくないですし！」

「……うん、ありがとう」

　それから翠は再びキッと俺を睨むと、

「でも、納得できなかったら、速攻で断るからね！」

「ああ、それで問題ない」

　差し伸べた手を翠ががっしり摑んで立ち上がる。

　これで、交渉は成立だ。

　実質、演劇部の行動指針を決めているのは部長である翠だ。

　翠がＯＫを出してくれれば、他の部員も逆らったりはしないだろう。

　後は、翠達に納得してもらえる改善案を出すだけだな。

「さすがだね。こういうことをやらせたら、アキの右に出る人はいないよ」

「おー。鈍感なところをもうちょいどうにかすれば、もっといろいろうまくいきそうなんだけどなー」

「本当、それだよね。鈍感さがなかったら、彩羽も楽になると思うんだけど」

「なー」

　後ろで何か言ってるが、とりあえずスルー。

「ところで後ろの二人は……二人も、今回の件に何か関係あるの？」

「ああ。この二人にも、演劇部をサポートしてもらう」

　演劇部に、オズと音井さんの紹介を軽くしておく。

　片ややり手のプログラマー。片ややり手のサウンドエンジニア。

「この二人も、菫お姉ちゃ──影石先生と仲が良いの？」

「あー、まあそうだな。音井さんはともかく、オズの方はよく話してるよ」

　菫とではなく、紫式部先生むらさきしきぶせんせいとだけどな。

　噓はついていない。

「……ふーん」

　まだ半信半疑といった様子だな。

　菫とは、時折（原稿を）搾しぼり取るだけの関係性なんだけどな。

「……？」

　話題にあげられている菫は、クールな表情のまま首を傾げている。

　妹に俺とエロいことしてるなんて勘違いをされてるとは、まったく思ってないんだろうな。

　菫とエロいことなんて１００％ないってのに。

　……あ。いや、こいつ前に俺の下腹部見せてくれとか頼み込んできてなかったか。

　そういう意味では、俺にやましいことはないが、菫の方にはあると言えなくもない。

「……やっぱり何か隠してない？」

「いや、まったく？」

　翠の追及を有耶無耶うやむやにして、早いところ説明に移ろう。

「とりあえず、どうやって演劇部をサポートするかの説明をさせてもらう。まず、演劇部が今抱えてる問題についてなんだが──」

　机や荷物をどけてもらって、黒板に文字を書き込んでいく。

　問題点は大きく分けて四つ。

　役者の演技力、脚本、舞台演出、音響。

　これらをどうにかしない限り、大会で実績を残すのは難しい。

「演技の方は一旦いったん置いておいて、後ろの三つについて改善案を出させてもらう」

　俺が考えている改善案は、




（１）脚本の補強　→　巻貝まきがいなまこ先生の没原稿を使う

（２）舞台装置の補強　→　オズに簡易でリッチな演出を可能とするシステムを組んでもらう。その際、描画する背景の素材は紫式部先生に描き下ろしてもらう

（３）音響の補強　→　音井さんに監修してもらう




　ざっくり言ってこうだ。

　脚本は、あの破茶滅茶ＳＦから、巻貝なまこ先生が『黒き仔山羊の鳴く夜に』に書いてくれたシナリオを演劇用に手直しした脚本に変更。

　舞台装置と音響に関しては、脚本にあわせてオズと菫に制作、音井さんに監修してもらう。

　菫は表立って背景描画の手伝いをしていると公言するわけにはいかないので、俺の伝手つてで、紫式部先生というアート担当に遠方から協力してもらっているというテイを取った。

　大前提として、俺達の最終目標は演劇部を夏の大会で入賞させること。

　現在のヤバい状況から立て直すのはもちろん、審査員に評価される劇に仕上げなければならない。

「すごい、なんか企業とかのプレゼン聞いてるみたい」

「影石先生が凄腕すごうでのプロデューサーって言ってたくらいだもんね」

　提案に対して、演劇部員達の反応は悪くない。

　だが、ここで反発してくるのはもちろん──

「舞台装置と音響はともかく、いきなり新しい脚本とか言われても納得できない！」

　バンと机を叩いて、翠が立ち上がる。

「今より良い話になるならともかく！」

「分かった。脚本は持ってきたから、今さっと読んで判断してもらってもいいか？」

　印刷してきた巻貝なまこ先生の脚本を、翠達に配る。

　内容は砂糖を吐くようなキラキラでモテカワなシナリオだが──そこはさすがのプロ、それでも演劇部のヒドいシナリオよりも遥はるかにマシなはずだ。


「…………」



　翠はしばらく険しい表情でページをめくっていたが、しばらくしてプルプルと体を震わせ始めた。


　そして、読み終える頃には──……。




「うぇっ……ううっ、ひっく」



　感涙していた。

　もうガチ泣きだった。

「ごんな感動的な純愛、初めでぇ」

　他の演劇部員達からも、啜すすり泣なくような声が聞こえてくる。

　しばらく翠達は脚本の感想について話し合い、

「ぜひ、この脚本でやりたい!!　というか、これ以外考えられないっ！」

　そういうことになったようだ。

「お、おう」

　前よりはマシなことには自信があったが、さすがにここまで感動されるとは思わなかった。

　あれ？　もしかしてこのキラキラモテカワシナリオ、ナウなＪＫ女子高生にはバカウケだったりするのか？　……わからん。まったくわからん、この感性。

　すでに脚本を読み終えたオズや音井さんは、そっかーと冷めた感じだから、俺だけがおかしいわけじゃなさそうだが。

　菫なんかは「アタシの妹大丈夫かしら……」と深刻そうな表情で呟つぶやいていたが……まあ本人達が盛り上がっているならよかろう。

「……確かに、脚本は素晴らしかった。これでやりたいって、めちゃくちゃ思う」

　けど、と翠が後ろの部員に視線を向ける。

「はい。私達は舞台装置の担当なんですけど……急に脚本を変更すると、ちょっと進行がきつくて」

　今の演劇部が用意しているのは、ほとんどがトンデモＳＦ脚本用の道具だ。

　今、脚本を変更すれば、当然新しく道具を用意しなければならない。

「小道具だけならともかく、背景とかの大道具まで変更するとなると、時間も部費も足りないです……」

　もちろん、そういった意見は想定済みだ。

「その問題は、オズに解決してもらう。オズ、ここに来る前にした話、大丈夫そうか？」

「演劇用の背景を立体ぽく投影するエセＡＲなら、たぶん大丈夫。徹夜すれば、三日もあれば作れると思う」

「そういうことだ。大道具の方は、こっちで何とかする。小道具の製作だけだったらなんとかなりそうか？」

「それなら大丈夫です！　全力でいい物を作ってみせます！」

　舞台装置の問題も、これでクリア。

　音響に関しても、

「過去にやった演劇の映像とかあるかー？」

「はい、去年のやつとか残ってます」

「じゃーとりあえずそれ見せてくれー」

　音井さんに任せておけば問題ないだろう。

「あとは、演技だな」

「演技なんて、ちょっと口出しされただけで大きく変わるものじゃないけど、何か秘策があるんですか？」

「ああ、もちろんだ」

　ＬＩＭＥを開いてみれば、彩羽から準備ＯＫのメッセージが届いていた。

　頃合ころあいだな。

「これから舞台に立つ主役達には、別室で特別指導教官のレッスンを受けてもらう」

「特別指導教官……？　生半可な人じゃ、私達に教えることなんてできないですよ？」

「問題ない。会ってみれば、すぐに分かるさ」

　俺は未いまだに、アイツ以上に演技力のある奴やつに会ったことがないんだから。
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　場所は演劇部の隣の教室。

　そこには、暗幕が張り巡らされている。

「いつの間に……」

　その光景を見て、翠と役者の女子二人は驚いていた。

　この教室は、今日、菫に頼んで学校側から演劇部のために使用許可を下ろさせた。

　そして、昼休みの間に、こっそりと暗幕を設置しておいたのだ。

　手続きは面倒だったけど、凄すごんでみたらあっさり使用許可が下りたわ、とは菫の弁だ。

　普段の《猛毒の女王》のロールが、初めて現実で役に立ったような気がする。

「──来ましたね」

　薄暗がりの中、入ってきた俺達に向かって声が聞こえてくる。

　そこには、キャスケット帽をかぶり、サングラスをした業界人スタイルの謎なぞの人物が立っていた。

　……いやまあ、彩羽なんだけども。

「コイツが、さっき言った特別指導教官だ」

「この人が？　一体誰なの？」

「訳あって顔と名前は伏せさせてもらいたい。だが、演技に関する実力は確かだ」

「教官、と呼んでもらいましょう」

　母親から芸能の一切いっさいに関かかわることを禁じられているため、彩羽は基本的に表立って活動することができない。

　だから、この怪しい業界人スタイルに変装してここに来てもらった。

「……見るからに怪しいけど、本当に大丈夫なの？」

「翠さん、でしたっけ。重要なのは私が『誰か』ではなく、『どれくらい演技できるか』の方じゃないですか？」

「……確かにそうだね。だったら、見せてもらいます！」

　バチバチ、と両者の間に火花が散る。

　まあ、ここは彩羽に任せておけば問題ないだろう。




　そこから、彩羽による演技指導が始まった。

　指導内容は、彩羽に一任してある。

「まず、今日渡された脚本を読んで、誰がどの役を演じるか決めてください。それから冒頭のシーンをやってもらいます」

　彩羽に言われたとおり、翠ともう二人の女子は脚本を読みながら役割を決めていく。

　この脚本は、それほど登場人物が多くない。

　メインで登場するのは、ヒーロー役とヒロイン役の二名だ。

「やっぱり、ヒーロー役はミドリ部長がやってください！」

「え、私でいいの？」

「はい！　ミドリ部長以外に適任いませんし！」

「うんうん、それにさんせー！」

　話し合いの末に、メインのヒーロー役は翠が演じることになったようだ。

　その他の役割も、しばらくして決まった。

　ヒロイン役に抜擢されたのは、山田やまだ、という名字の特に特徴のない印象の女子生徒だった。

「よーし！　じゃあ冒頭のシーン、さっそくやってもらいましょうかー！」

　ノリノリな彩羽の号令に従って、翠たちがそれぞれの位置に移動していく。

　俺も脚本を開いて、内容を確認する。

　冒頭──ヒーロー役が、登校中にヒロイン役にぶつかってしまうシーンか。

　今やネタとしてしか扱われないような、コテッコテな展開だな。

　まあ……このシーンが後に繫つながって、殻に閉じこもっていたヒロインを救ういい感じの展開に繫がるので、別にいいんだけども。

「３、２、１、スタート！」

　カウントダウンとともに、演技が始まる。

　教室の端に移動した翠が、台詞せりふとともにゆっくりと走り出す。

「コノママジャチコクダー。イソガナキャー！」


「カーーーーット!!」



　そして翠が最初の台詞を読んだ瞬間に、彩羽によってストップがかかった。

「なんなんですか今のは!?　普通に走ってくるシーンですよね!?　なんでそんな棒読みで、しかもブリキのロボットみたいな走り方してくるんですか!?　もしかしてふざけてません!?」

「ふざけるなんて言葉は私の辞書にありません!!　普通に走ってたと思いますっ!!」

「あんな走り方で登校してくる人、見たことないんですけど!?」

　……まあ、そうなるよな。

　誰がどう見ても、翠の動きはブリキのロボットだった。

　俺も一瞬、前のＳＦの脚本を引きずってるんじゃないかと思ったくらいだ。

「……わかりました。とりあえず、続きをやってください」

　しぶしぶ、彩羽が演技を再開させる。

　走っていたヒーロー役が、曲がり角でヒロイン役とぶつかるシーンだ。

「きゃっ」

「グワーッ」

　可愛らしく悲鳴をあげるヒロイン役（山田さん）と、棒読みで叫ぶヒーロー役。

　彩羽が眉まゆをピクピクさせているが、とりあえず口出ししないことにしたらしい。

「＄▼＞●＃％Ｑ！──＠？」

「……う、うん。私は大丈夫だけど……」

「＆●卍Σ▲Δ！＄＄Ψ●×φ──μ──」


「カーーーーット!!」



　と思ったが、堪こらえきれずに再び中断。

「さっきからなんなの!?　どうしてそんなに途中で止めるの!?」

「なんなのはこっちの台詞です！　山田さんは問題ないんですけど、翠さん！　今度はどうして宇宙人みたいな謎言語でしゃべってるんですか!?」

「棒読みだって言うからもっと役に入りきってハキハキと発音しようとしたんでしょ!!」

「ハキハキ!?　いや台詞早すぎてひと言も聞き取れないんですけど!!」

　バチバチと火花を散らし、彩羽と翠が睨み合う。

　他の部員達は「あちゃー」という表情を浮かべている。

「何を言われてるのかわかりません！　私はちゃんとやってるのに！」


「～～ッ！　わかりました。一度お手本としてヒーロー役は私がやります。あなたは見ていてください」



　今度は翠に代わり、彩羽がヒーロー役を演じることになった。

　先程と同じ配置に移動し、演劇がスタートする。

　ゆっくりと、教室内を走り出す彩羽。

「このままじゃ遅刻だ……っ。急がないと！」

　おお……。

　簡単なワンシーンだが、本当に遅刻しそうだという焦燥感が伝わってくる。

　声も当然、年齢設定に合わせた男性の声。

　走り方も女のものではなく、急いでいるときの男の走り方だ。

　それからも演技は続いていき、つつがなく冒頭のワンシーンが終了した。

「──どうですか？」

　乱れた髪を整え、彩羽が翠の方を向くと──

「す……すごい……」

　プルプルと、翠は体を震わせていた。


「短いシーンだったけど、完璧だった！　喋しゃべり方、声のトーン、呼吸の仕方、それに動作！　本当に通学中の男子高校生の姿が見えてくるようだった！　確かに、私の演技が拙つたなく見えるのも納得……ッ！」



「わかってくれたようでよかったです。台詞だけが先走らないように。自分が『誰』を演じているのかをよく考えて、さっきのシーンをもう一度やってもらえますか？」

「はいっ！」

　さっきまで敵愾心てきがいしんを剝き出しにしていた翠だったが、彩羽の演技を見て感じるものがあったらしい。

　翠は素直に従って、練習を再開した。

　この調子なら、演技の方も大丈夫そうだな。

「コノママジャチコクダー！　イソガナキャー！」


「うにゃーーーー!!」



　前言撤回。

　……まだまだ、時間がかかりそうだな。




　それから、放課後までの数時間。

　それぞれのセクションの指導は続いた。

「いきなり音量マックスでＢＧＭ入れるとかセンスなさすぎだろー。ここは展開に合わせて、ＢＧＭの方もフェードインでー。あー、それとなー、そもそもＢＧＭ入れるタイミングも微妙にズレてるんよなー」

「はっ、はい、すみません！」

「今まではこれでやってきたかもしれないけど、ウチはこんな中途半端な仕事は許さないからなー？」

「わかりました！」

「音井さん、ここはどうしたらいいですか！」

　音響担当の方では、音井さんのスパルタ指導を部員達が熱心に受けている。

　こっちは順調そうだ。

　舞台装置担当の方は、小道具の製作に専念している。

　幸い、巻貝なまこ先生の脚本にはそこまで特別な道具は出てこないため、順調のようだ。

　先に帰って大道具の製作に取り掛かっているオズの方も問題なさそうだ。

「キミハドウシタインダー？」


「あなたがどうしたいんですか!?　もーーーーー!!」



　演技指導の方は相変わらず苦戦しているようだが（主に翠に）、全体的に見れば順調と言える。

「今日は、とりあえずここまでだな」

　部活動の終了を告げるチャイムが鳴り響いたところで、今日の活動は終了だ。

　音井さんは「まだまだ全然だめだなー」と不満げで、彩羽に至っては髪の毛がグシャグシャに乱れてぜーはー息を荒くしている。

　だが、演劇部員達の表情は明るかった。何らかの手応えがあったようで、充実感に満ちているように見える。

「それで、どうだった？」

　指導初日が終わり、俺は翠に問いかけた。

　彼女はうなずく。

「……うん。特別指導教官の演技はすごいし、教え方もわかりやすかった。他の子達も満足してるみたい」

「それは何よりだ」

「悔しいですが……甚はなはだ不服ですがっ……今日教えてもらえたことで、この演劇部には致命的に足りてないものがたくさんあるって気づかされました」

　だから、と。

「こっちから、お願いさせてください。私達の入賞を……手伝ってください!!」

　翠と、その後ろにいる部員達が頭を下げて言った。

「ああ、よろしく頼む」




　こうして、その日から《５階同盟》＋αによる、演劇部のサポートが始まったのだった。
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　一週間、二週間──……。



　流れるように時が過ぎていく。

　今日も今日とて、放課後は演劇部で練習だ。

　さすがの彩羽も翠には手を焼いているようで、

「ジブンノキモチニウソヲツカナイデクレー」

「うにゃああああ！　その演技は噓であってほしいんですケド!!」

　なんてやり取りが、頻繁に聞こえてくる。

　こっちはまだ手がかかりそうだ。

　しかし、それ以外の部分では進歩が見られ、

「どうですか、音井さん！」

「まあまあだなー」

「本当ですか!?」

「でも浮かれんなよー。少しマシになったってだけで、まだ人前に出せるもんじゃないぞー」

「はいっ！」

　音響は音井さんのおかげでまとまってきているし、

「オズさんからもらった舞台装置システム、だいぶ使いこなせるようになってきました！」

　舞台装置の方も、小道具は大方完成し、演劇用背景を立体ぽく投影するエセＡＲシステム、名付けて『舞台背景ツクレール』もすでにオズから上がってきている。透明のモニタを複数台、効果的に設置することで実在する大道具と遜色そんしょくないレベルの背景を観客に魅せられる優れモノ。

　久々のオズえもんっぷりに俺はただただ感心するばかり。

　こっちも、なんとかなりそうだ。

　ここまでくれば、実は俺にできることはあまり多くない。

　実際に指導するのは彩羽達で、俺が口出しできることはない。

　それに、演劇部全体のスケジュール管理については、俺よりも翠に任せた方がスムーズにことが運ぶ。

　何度か翠とは大会に向けたスケジュールの打ち合わせをしたが、翠は驚くほどに手際が良かった。

　加えて、必要な舞台装置の手配もほとんど翠にやってもらっている。

　巻貝なまこ先生の脚本に最も適した舞台装置の種類や数を、翠は俺よりも的確に手配してみせた。

　これまで演劇部をほぼひとりで支えてきた手腕は、確かなものだということだろう。

　だから俺にできるのは、指導の邪魔にならないように隅っこで全体を見守ることくらいだ。

「翠さん、演技を最初からすべて完璧にやろうとしていませんか？」

「それはそうだけど……駄目なの？」

「駄目です。最初から全部上手くやろうとせず、まずはひとつずつ台詞を自分に馴染なじませてみてください。翠さんは全部を完璧にやろうとするせいで、肩に力が入りすぎてしまってますから」

　最も大きな問題であった演技だが……彩羽のやつ、上手いことやってるな。

　翠を含めて、ひとりひとりに的確な指導を行っている。

　ここでは普段のウザさも鳴りを潜め、むしろ教え上手ないい先輩に見えてくる。

　いつもこういう態度でいてくれればなぁ、と思わざるを得ない。

「……？」

　ふと、教室の隅に視線を向けると、荒い息を吐いている部員が目に入った。

　確か、ヒロイン役の子だったか。名前は、ええと……。

「大丈夫か？　……山中さん」

「あ……大星さん。山中じゃなくて、山田です」

「す、すまん。普通に間違えた」

　そうだ、山田。山田さんだ。うん。

　まあ、それはさておき。

「顔色が悪いみたいだが、休んだ方が良いんじゃないか？」

「いえ、大丈夫です。まだやれます」

「……無理はやめておいた方が良いぞ。しんどいまま練習しても、逆効果になりかねない」

　しかし、山田さんは首を横に振り、

「心配してくれてありがとうございます。でも、本当に大丈夫なんです。ちょっと疲れただけですから」


「…………」



「演劇部に入ってからずっと練習してきましたけど……こんなに手応えを感じられたのは初めてなんです。だから、もう少し頑張ります」

　本人の意志は固いらしい。

「分かった。けど、辛かったらすぐに休むんだぞ」

「わかりました！」

　そう言って、ヒロイン役（山田さん）は練習に戻っていった。

　今はひとまずこれでいいが、悩ましいなと俺は思う。無理に休ませてモチベーションを落とすのも避けたい。しかしモチベーションは毒でもある。やる気がありすぎて不調に気づかず、致命的な結果を招くこともあり得るのだ。

　一応、ヒロイン役（山田さん）についてはあとで翠には情報共有しておこう。

　──まあ、もっとも。仮にトラブルが生じたとしても、対応策は用意してあるんだが……。

　そんなことを考えていた時だ。




「じー……」





「…………」



　教室の扉の隙間すきまから中を覗のぞき込んでいる人影がある。

　チラリと見えるのは、シルバーブロンドの髪。誰がどう見ても考えるまでもなく真白だった。

　……またか。

　ため息をつきながら立ち上がり、廊下に出る。

「ほぼ毎日覗きに来てるな。……気を遣わずに、先に帰ってていいんだぞ？」

「べつに。気を遣ってるわけじゃないし」

　ふいと顔をそむけて冷たい口調。しかしその声音は柔らかい。

　あの日、告白を断ろうとして真白にストップをかけられ、絶対に好きにさせてみせると宣言されてからだいぶ時間が経たった。

　最初のうちはやはりあの宣言が恥ずかしかったのか、またしばらく塩対応全開の期間があったのだが、ここ数日は吹っ切れたのか、学校でも積極的に俺に接触してくるようになった。


　しかも、何て言うか、こう──……。



「はい、これ。差し入れ。真白の手作りツナサンド」

「お、おう、サンキュ」

「アキはのめり込むと自分を疎おろそかにしすぎ。じ、自分の体を気遣わなきゃ、だめ」

「あ、ああ……」

　何て言うか、こう、彼女面をしてくるようになった。

「いいのか？　あんまり学校で露骨にこういうことすると、周りから勘違いされるぞ。俺達は、その、付き合ってるわけでもないのに」

「ばかなの？」

　真白は意味がわからない、とばかりに首を傾げて。

　フフ、と得意げに微笑んでみせる。

「付き合ってるんだよ？　──少なくとも、学校では」

「……！」

　月ノ森つきのもり社長との契約。《５階同盟》のハニプレ入りの条件は、卒業まで真白のニセ彼氏となり、他の悪い虫が近づかないようにガードすること。


　最初は俺の方が目的のために積極的にニセ恋人を演じることを求めたが、今は逆──……。



　真白の奴、契約を全力で盾に取ってやがる……!!

「あ、あれ、冗談じゃないから。アキには、真白のことを好きにさせてみせる。そのためなら、ニセ恋人の特権……いっぱい、使うから」

　ただ『攻め』に転じても人間の本質はそうそう変わらないもので。

　真白の台詞はどんどん小声になっていき、頰もかーっと赤く染まっていって。


「も、もう限界っ……それじゃっ……しね！」



「あ、ああ。気をつけて帰れよ」

　真白は顔を伏せて走って行ってしまった。最後の単語は挨拶あいさつのつもりだろうか。だとしたら、ひどい挨拶だと思う。

　強気にグイグイ迫ってくるものの、持続時間はおよそ三分。時間制限型ヒーローかお前は、とツッコミたくなる仕様だが、だいたいそれくらいで真白はギブアップするのだ。

　だが廊下の先、机や椅子いすが積み上げられた隙間から向こう側に潜ろうとしていた真白はふと思い出したように動きを止め、こちらにとてとてと戻ってくると。

　すこしだけ背伸びをして、俺の耳に囁ささやいた。

「演劇、楽しみにしてるから」

「お、おう」

　それだけを告げるとふたたびうつむきがちになって、真白は走り去ってしまった。

　その一途で健気けなげな後ろ姿を見送っていると、何故か妙にモヤモヤしたものが胸の中に渦巻く。

　自分の感情がよくわからない。俺は、あいつのことをどう想ってるんだろうか。

　──まいったな、こりゃ。

　気持ちに決着をつけたと思ったが、人間の感情ってやつはそこまで単純ではないらしい。

　ただ、今は余計な思考を持たないようにしなければ。ただただ、目の前のミッションをこなさなければ。

　すべては、俺達の大事なチームを守り、在るべき場所に導くために。





＊






『月ノ森さんの今後の攻勢が期待できそうだね。アキがいつまで堕おちずにいられるかな？』

『なんで楽しそうなんだよ……』







[image: ]




　７月になった。

　交渉術（威圧）を覚えた菫すみれのおかげで、何度か放課後に体育館を貸し切ることに成功、本番を見据えた舞台上でのリハーサルを行うことができた。

　その甲斐もあってか、演劇部全体の質が高まり、翠みどりもだいぶ演技がマシになってきた。

　劇も、満足のいくものに仕上がりつつある。

　最優秀賞までは無理かもしれないが、実績として、胸が張れるものになりそうな気がする。

「君を傷つけるやつは、俺おれがぶっ倒してみせるよ。──どう!?　今のよくなかった!?」

「はい！　ミドリ部長めっちゃ上手になってます！」

「やっぱり!?　でしょ、でしょ!?」

　きゃっきゃと、翠と部員達が楽しそうにはしゃいでいるのが見える。

　はしゃぎたくなる気持ちは、何となくわかる。

　仲間とともに効率よく目標に向かって突き進んでいくのは、充実感があるからな。

　練習が終わっても、翠達はそれぞれにどれだけ成長したかを語り合い、自主的に次に向けて話し合いをしている。

　志気が高まっているし、いい傾向だ。

「ここまで演技が上達できたのも、教官のおかげです」

「教官、ありがとうございました！　明日もよろしくお願いします！」

「はーい。みなさんもお疲れ様でーす。大会に向けてのラストスパート、頑張りましょー！」

　初めこそ、急にやってきた俺達を警戒していた演劇部員達だったが、今ではすっかり受け入れて、関係性も良好だ。


　ただ、ひとつ気になることがあるとすれば──……。




「…………」



　部員たちを見る、彩羽いろはの表情くらいか。

　切なげな彩羽の顔が、すこし気になった。





＊






　放課後。

　帰宅して寝室に入ろうとすると、スルリと隣をすり抜けて彩羽が先に入室。

　ソックスを脱ぐとその辺にポイと投げ捨て、当然のようにベッドに倒れ込んでゴロゴロし始める。

「ふぅー、今日も疲れましたねー」

「なに当たり前みたいな顔して人んちで横になってんだよ」

「毎日通ってるせいか自分の部屋のより、こっちのベッドの方がしっくりくるんですよねー。何かもう実質これ私のベッドだと思うんですよ！」

　何度か寝返りを打ちながら、ふざけたことを抜かす彩羽。

　その拍子に短いスカートがめくれかかるも、絶妙な角度で中が覗のぞけないようになっている。

　別に中身に興味はないが、どういう原理で見えないようになっているのか、技術的な意味で気にならないこともない。

　漫画やアニメで明らかに中が見える角度なのに規制がかかって見えない、みたいなことがあるが、ある意味ではあれはリアリティを追求していたのかもしれないな。

「にゅふ。おやおや、センパイ。私のスカートの中が気になってるんですかー？　『俺は友達の妹の下着が気になっちゃう変態です。どうか彩羽様の下着を見せてください』って言ってくれたら、特別に中を見せてあげないこともないですよ？」

「言うか馬鹿ばか。お前の下着なんざ毛ほどの興味もないわ」

「まったまたー☆　センパイも男の子ですからねー、気になっても仕方な──ぶっ!?　ちょ、自分が不利だからって消臭スプレーぶっかけるのは反則じゃないですか!?」

「自分のベッドにいつファブろうと、持ち主の勝手だろ？　嫌ならとっとと自分の部屋に帰ることだな」

　所有権を盾にめんどうな話題を強制終了させると、彩羽は不満げにぷくーっと頰ほおを膨らませる。

　次に来るであろう彩羽のウザ絡がらみ第二弾を警戒し、対応できるように身構えるも──

「むううーー。わかった、わかりましたよー」

　拗すねたような表情のままベッドから起き上がり、脱ぎ散らかしたソックスを拾い始める。

　普段とは比べ物にならない素直さが、逆に不気味だ。

「なんだ、何を企たくらんでやがる」

「もーなんですか。素直に言うこと聞いたら聞いたで疑って、センパイは本当は私にいてほしい天あまの邪鬼じゃくさんなんですかねー？」

　すぐに言い返してくる彩羽だが、その煽あおりにはいまいちキレがない。

「センパイもお疲れのようですし、今日は早めに退散してあげますよー」

「……なんかあったのか？」

「えっ？」

　寝室から出ていこうとしていた彩羽が、ピタリと動きを止めて振り返る。

「いや、演劇部に対して、何か思ってることがあるんじゃないかと思ってな」

「……そんなにわかりやすかったですか？」

「そんだけウザさにキレがなきゃ、さすがに気づく。いつもの半分くらいしかウザくないからな、今のお前は」

「やー、それで判断されちゃうかー。もー、どんだけ私のウザ絡みを期待してるんですかー」

　額をペチンと叩き、苦笑を浮かべる彩羽。

　いつもならピキッとくる動作も、やはり今はどこかキレがない。

「……もう。こういうときだけは鋭いなんてズルいなぁ、センパイは」

　山吹色の髪をくるくると指で巻き、ふっと小さく笑ってから、彩羽はポツポツと話し始めた。

「ほら私、母親に芸能関係に関かかわるなーって言われてるじゃないですか」

　それはよく知っている。

　彩羽は幼少期から、芸能関係と距離を置くように教育されてきた。

　それも、テレビすら家に置かないほどの徹底っぷりで。

　もちろん、芸能関係の話題も完全ＮＧ。

　それは今も続いており、そんな事情があるために、彩羽は《５階同盟》のメンバーにすら、自分が声優を担当していることを伝えていない。

　知っているのは俺と、収録の際に絶対に面通しが必要になる音井おといさんだけだ。その音井さんにも緊密な守秘義務契約（高級スイーツ）を結び、情報が漏もれないように徹底している。

「そんなだから、演劇部がちょっと羨うらやましくなっちゃったんです。顔を出して、仲間と一緒に日の当たる表舞台で演技を披露して──」


「…………」



「もちろん『黒山羊』の声優をやれて楽しいですし、勉強にもなって充実もしてる。でもふと思っちゃったんですよね、どれだけやっても私はあくまで謎なぞの声優旅団Ｘでしかないって」

　彩羽はぽすんとベッドに腰かけ、天井てんじょうを見上げながら言う。

　謎の声優旅団Ｘ。それはＳＮＳで囁ささやかれている、『黒き仔山羊の鳴く夜に』の声優担当名。

　登場キャラクターの誰だれひとりとして役者の名前が明かされていないミステリアスな状況から、噂うわさが噂を呼び、結局はそんな呼称に落ち着いている。

　実際は旅団（ひとり）なのだが、そんなことは誰も知らない。

「私はここだぞ！　私がやってるんだぞ！　そんな風に胸を張ってアピールできたら最高なのにって、どうしてもそう思っちゃいます」

　だって、そうすれば──と、彩羽は切なげに微笑む。




「私もちゃんと《５階同盟》の仲間入りができるのに」




　そう、だよな。

　彩羽は俺の前ではウザいくらいに自己主張してくる。それは、多少度が過ぎてる気はするが、こいつの気持ちを考えたら当然のことなんだ。

　他に『自分』をアピールできる場所がないんだから。

　人間、誰だって承認欲求がある。

　俺だってある。

　ただ褒められたり必要以上に持ち上げられたりして、天狗になって失う信用や時間的ロスを計算したらあまりにも非効率的だから、過ぎた承認を求めないだけ。

　だから、稀有けうな才能を持ちながらも自分の実績だとアピールできず、理不尽な理由で素性を隠さなければならない彩羽の、満たされない承認欲求がどれほどのものかは想像に難かたくない。

　なんて非効率的なんだ、と反吐へどが出る。

　ここ数週間の彩羽を見て、俺はコイツの才能を再確認させられた。

　声だけじゃない。表情の細部から、全身の動き、指先の微細な感情表現まで──ありとあらゆる場所を使って、彩羽は恐ろしい演技力を発揮してみせた。

　声優だけでなく、舞台や映画の女優をやらせてみても、彩羽はうまくやってしまいそうだ。

　そんな七色の才能が、こうしてくすぶっているなんて。本当にイラつく事実だ。

「だったら、いつか表舞台に出させてやる。何なら演劇みたいな２・５次元コンテンツに手を出してみてもいいかもしれないな。もちろん役者はお前で」

「え？　でも、それって……」

「何のための《５階同盟》だと思ってる。お前たちの才能を、何の気兼ねもなく活いかせる舞台を用意するために作ったんだぞ」

　そう、そのための《５階同盟》だ。

　それに。

「演技の才能なんて俺にはないからな。自分にできないことは、他人にやってもらうに限る。今回の件で、お前の才能の広さがよーくわかったからな。将来お前に割り振る仕事が増えた。コイツはなかなか良い収穫だった」

「好き放題言ってますけど、どれだけ私を働かせる気なんです？」

「残念ながらウチはブラック企業なんだ。嫌なら辞めていいぞ」

「あっはー。これ誰かがキレたらＳＮＳに書かれて炎上間違いなしのやつですね☆」

　そう。だから俺は善人でも何でもない。

　世間一般の価値観に照らし合わせれば、《５階同盟》はただのブラックだ。

　俺には本当の意味で人を率いる才覚なんてない。

　ただ、メンバーの厚意に甘えているだけ。

　だから俺も、コイツらの甘えには全力で以もって応こたえなくちゃいけない。

「お前が望むなら叶かなえてやる。だからお前も、覚悟しておけ」

　俺が真顔でそう言うと、彩羽はふっと微笑んで。

　それから機敏な動作でビシッと敬礼してみせた。

「──りょーかい、ですっ！」

　さっきまでの切ない表情は消えている。

　もう、大丈夫そうだな。


「…………」



　とはいえ、彩羽の母親とも、いずれ向かい合わなきゃならない時がくる。

　下手をすれば、そう遠くないうちに。

　覚悟は、しておかなければならないだろう。

　まあ、それも今回の演劇部の件が終わってからの話だ。

「さあ、彩羽。大会まであとすこし、こっから山場だ。気を抜く余裕はないぞ」

「モチモチロンロンです！　伝説のカリスマ指導教官・彩羽さんの活躍にご期待ください!!」

　自信満々に言い切ると、彩羽は高々と拳こぶしを突き上げた。


「私の夢がたくさん詰まった舞台、絶対成功させてやりましょう!!　おーーーっ!!」






　だが、しかし。

　トラブルとは、いつも最悪のタイミングでやってくるモノで。

　大会に臨む俺達を揺るがす波乱はもう、すぐそこまで忍び寄っていた。





＊






　そして大会の前日がやってきた。

　放課後、俺達《５階同盟》のメンバー＋αと演劇部一同は体育館に集まって練習していた。

　本番に向けた最後のリハーサルだ。


　最初はヤバイ尽くしで絶望的だった演劇部だが、今となっては──……。



「うん。これなら、大会でもいい結果を残せるんじゃないかな？」

「まー、客に見せられる出来にはなったなー。ウチが教えられることは全部教えたし、あとはあいつら次第だなー」

　オズと音井さんは満足げにうなずいている。

　そして菫は──

「だ……駄目よ、まだ笑うな……こらえるのよ……し……しかし……」

　勝利を確信してはしゃぎたい本音を抑え込むように背を向けてブルブル震えている。

　おいやめろ、そうやって油断した奴やつは失敗するんだからな？

　まあ菫がそれくらい安心したくなる気持ちはわかる。

　俺自身の感想としても、今回の劇は充分な出来に仕上がっていると思う。

　脚本はキラキラモテカワだが、高校生の演じる劇としては充分すぎる出来だ。

　オズが組んでくれた舞台装置システムのおかげで、劇全体に臨場感もある。

　音井さんの監修もあって、音響周りも違和感がない。

　そして極きわめつけに、

「──どうか、俺と一緒に来てくれないか？」

　ヒーロー役の、翠の演技。

　最初は棒読みの上に、ポンコツなロボットのような動きをしていた彼女の演技も、素人目しろうとめに見ても良くなっている。

　他の部員たちの演技も、最初と比べて遥はるかに上達しているのがわかる。




《ＡＫＩ》いい感じじゃないか

《彩羽》そうでしょ？　彩羽ちゃんにかかれば、ざっとこんなモンです☆

《彩羽》無限に褒めていいんですよ？　ダックスフントみたいに頭をわしゃわしゃしていいんですよ？

《ＡＫＩ》調子に乗りすぎだ、アホ




　舞台の裏で隠れて劇を見ている彩羽と、こっそりＬＩＭＥのやりとり。

《５階同盟》に彩羽が関わっていることを、ここにいるメンバーは音井さん以外知らない。

　そのため、残念ながら彩羽は表立ってみんなの前に姿を現すことができず、こうしてこそこそせざるを得ないのだ。

　しかしまあ彩羽の目から見ても完成度の高い劇になってるらしくて何よりだ。


　そしてそのままクオリティを落とすことなく劇は続き──……。



「──これで、リハーサルを終わります！　ご清聴ありがとうございました！」

　翠の挨拶あいさつを合図に演劇部一同深々と一礼し、最後の練習が終了した。

　舞台の上で清々すがすがしい表情を浮かべる彼女達に、俺達は盛大な拍手を送る。

「さすが、大星おおぼし君ね。あの問題だらけの演劇部をここまで成長させるなんて」

「俺は何もしてませんよ。みんなの能力と、演劇部の奴らの頑張りのおかげです」

「これで、廃部は免れるのね……あなたには感謝しなきゃ」

「礼はいりません。誰かさんが〆切を破らず、ちゃんとイラストを提出してくれれば」

「そ、そうね。そうなるといいわね」

「それにまだ油断はできません。レベルは上がりましたけど、入賞できるかどうかは、また別の話ですから。だから気を抜かずに今後ともイラストよろしくお願いします」

「話の流れおかしくないかしら？」

「神様は普段の行いを見てるってことだよ。トラブルが起きてほしくなかったら善行を積め。〆切を守れ」

「……あー!!　そうだった!!　このあと、明日に備えて決起会があるのよっ。大星君達も是非参加してちょうだい。アタシは先に戻って準備してくるわねッ!!」

　上手うまいこと誤魔化ごまかして、菫はそそくさと体育館を出ていく。

　あのアマ……やっぱ一回、本格的に締め上げてやる必要がありそうだな。

　殺意の波動に目覚めながら拳を鳴らしていると、隣のオズがふーむとうなった。

「決起会かー。正式な部員じゃない僕らが参加しても良いのかな？」

「まあ、いいだろ。それを言ったら今更だしな」

　決起会と言っても、お菓子やジュースを飲みながら、翠がいい感じのことを言う程度の内容だろう。

　そんなに堅苦しい内容にはならないはずだ。

「そっか、じゃあ参加しようかな」

「おう。俺は片づけしてから行く。先に部室に戻っててくれ」

「手伝うよ？」

「さんざん働かせた後だしな。こういう雑用ぐらいはやらせてくれ。じゃないとただの役立たずになっちまう」

「この座組を作った時点で貢献してると思うけどなぁ」

「いいから行けっての」

　この期ごに及およんで手伝おうとするオズの背中を無理に押して、体育館から追い出した。

　ちなみに音井さんはとっくに消えていた。端はなから片づけは自分の仕事じゃないと割り切ってるあたりあの人らしいマイペースさだ。

「……大星君、ちょっといい？」

　パイプ椅子いすやら小道具やらを片づけようとしたとき、ふいに翠に呼び止められた。

「どうした？」

「その、お礼を言わなくちゃって思って」

「お礼？」

「……大星君が協力してくれたから、私達はここまでできるようになったわけだし。最初は急に来てなんなのこの人！　って思ってたけど……今は、来てくれてよかったって思ってる。だから──」

「待った」

　続きを口走ろうとした翠を、手で止める。

「演劇部がこれだけできるようになったのは、お前達がそれだけ頑張ったからだ。まず、そこは勘違いするなよ？」

「……うん」

「それに、俺はほとんど何にもしてない。実際に指導してたのは、教官にオズに音井さんだ。礼なら、あいつらに言ってやってくれ。それに、礼はまだ早いだろ？　大会は明日だ。お前が言おうとした台詞せりふは、大会が終わるまで取っておけ」


「……………………そうだね。わかった。明日、全力で頑張るから！」



「おう、俺達も最後まで面倒みるから」

　うなずいた後、でも、と翠はジトッとした目になって言った。

「菫お姉ちゃ──影石かげいし先生の件、私はまだ疑ってるからね！」

「だからそれは勘違いだって説明しただろ」

「そう簡単には信じないからっ！　菫お姉ちゃん格好いいし、美人だし、言い寄ってくる男はきっと多いもん！」

「まあ、そういう見方もできるかもしれんが」

　あと『菫お姉ちゃん』になってるけど、いいんだろうか？　まあ、最初から建前たてまえはボロボロだったけど。

「それに……さっきの大星君は、ちょっとだけ……」

「ちょっとだけ？」

「なんでもない！　とにかく、菫お姉ちゃんと、え、えっちなこととか、絶対しちゃ駄目なんだからね！」

　ビシィ！　と俺に人差し指を突き付けると、翠は走ってどこかへ行ってしまった。

　最近、俺と話してる女の子が途中で走り去っていく姿をよく見るような気がする。

　まあ、それはそれとして。

「変なところがあるのは、姉譲りなのかもしれんなあ」

　そんなことを思ったりした。





＊






「影石さんが真まっ赤かな顔で走ってきたけど、アキ、またラブコメ作品の主人公みたいなムーブをしてきたんじゃないだろうね？」

　演劇部室、特別教室棟４階の空き教室に入って早々、オズにそんなことを言われた。

「んなわけないだろ。それだけ決起会が楽しみだったんじゃないか」

「本当かなあ。ああ、そういえば、最近は彩羽とどう？　ちょっと前にトラブってたけど、あれはもう解決したんでしょ？」

「おかげさまでな。ただ、どうって言うほど、何もねーよ。最近また不法侵入される生活に戻ったくらいだ」

「妹の幸せを願う身としては、嬉うれしい展開だね。月ノ森つきのもりさんも最近強くアタックしてきてる気がするけど……」

「ま、前にも言ったが、あれはニセ恋人を演じるための演技……だよ」

　裏の裏は表。実際は本心のようだが、それは言えない。

　真白ましろが本気でぶつかってきてる以上、応えられない今の環境で、いたずらに彼女の気持ちを拡散する気はなかった。

「ふーん。まあ、いいけど。僕としては、楽しい三角関係を希望したいな」

「人の修羅場しゅらばを楽しむな。趣味が悪いぞ」

「あはは。ま、友達の特権ってことで」

「勘弁してくれ……」

　そんな他愛たあいないやり取りを、オズとしていたときだった。




「──大変です！」




　扉が勢いよく開き、部員のひとりが中に入ってきた。

「何かあったの？」

「山田やまだちゃんが、教室に来る途中で倒れちゃって！」

「なんですって？」

　真っ先に反応したのは菫だ。

　山田……といえば、ヒロイン役を演じている子だったか。

「保健室に連れていったんですけど……すごい熱で。家族の人に病院に連れていってもらうことになりました。ただ──」

　部員の子は言いにくそうに面を伏せて。

「──明日の大会に出るのは厳しいんじゃないかって、保健室の先生が……」

「そんな……！」

　翠が真まっ青さおな顔で声を荒らげる。

　山田さん──数日前に、体調が悪そうだったのを俺は見ている。

　あのときは本人の意思を尊重して練習を続けさせたが、翠と相談して経過を注意深く見守っていた。

　翠もつぶさに彼女のことを気遣っていて、表面上は何も変わった様子がなかったのだが。

　リハーサルの手応えと格段にレベルが上がった達成感で気が緩ゆるみ、溜たまっていた疲労が一気に押し寄せたのかもしれない。

「もっと慎重に見ておくべきだったか。……クソ、なんて失態だ」

　拳を強く握り、舌打ちする。

　現場全体の指揮、メンバーの管理は俺の仕事だ。

　それなのに、大事な本番前にヒロイン役を倒れさせてしまうなんて。

「……違うよ。部員の体調管理は、私がちゃんとしておくべきだった。あの子が、頑張り過ぎちゃう子だって、私は知ってたのに……。だから……」

「──そこまでにしなさい。責任の所在を言い争っている時間はないわ。大会は明日なのよ」

　菫の鋭い声が、俺と翠の後悔を斬きり裂く。

　真面目まじめな目で俺達を見つめ、口元に指を添えて考える様は、まさに聡明な女教師。

　普段はふざけたところが目立つ菫だが、生徒想おもいの良い教師であることもまた彼女の真実だ。だからこういう生徒の真剣な問題に対しては人一倍、冷静に立ち振る舞える。

　菫の言うとおりだ。

　誰が悪いと言い合っていても、何の意味もない。

　山田さんの容態は気になるが、そちらは保健室の先生と病院に任せておけばいいだろう。

　目下、俺達が考えなければならないのは、明日の本番をどうするか、ということ。

　穴が空いてしまったヒロイン役を、誰が埋めるのかということ。

「誰か、山田ちゃんの代役になってくれる人はいない？」

　不安げな部員達に翠が呼びかける。

「そんな……いきなり代役って言われても……」

「一日じゃ台本も覚えきれないし、代わりなんて務められないよ……」

　部員達は、自信なさげに俯うつむいてしまっている。

「お願い……このままだと、明日の大会、参加すらできないよ。実績を残せなかったら、廃部になっちゃう……ううん、ここまで頑張って劇を完成させてきたのに、挑戦すらできないなんて。そんなの、悔しすぎるよ……!!」

　痛切な想いを込めて、翠は訴えかける。

　しかし、手を挙げる者は誰もいない。

　萎縮いしゅくしてしまっている。

　これは、弊害だ。

　成長し、レベルアップしてしまったからこその、萎縮。

　かつての演劇部であれば、無邪気に誰かが手を挙げていただろう。だけど今はもう、無理なんだ。

　役者として一段階上に行ってしまった翠と山田さんの演技を見ていた仲間達は。付け焼き刃の演技では、とても手が届かないと肌で感じてしまっているから。

　沈黙に打ちひしがれ、翠の背中が震える。

「そんな……。せっかく今日まで、頑張ってきたのに……」

　彼女の背中を見ながら、俺は考える。

　山田さんの体調が悪そうだと気づいたとき、俺はこうなってしまう未来を二割ほど見積もっていた。

　山田さんだけじゃない。役者の中の誰かが体調不良になったり、当日何らかの事情で参加が難しくなる事態は何通りもシミュレーションしていた。

　ゆえに、解決策はある。

　ただそれは、俺ひとりではどうにもできない方法で。


　人生の岐路に立たされてる演劇部と、翠──彼女達のために、自らもまた人生の岐路に立つ覚悟を、選べるかどうか──……。






「──話は聞かせてもらいました！」




　ガラッと力強く扉を開き、ひとりの影が教室の中に入ってきた。

　深くかぶったキャスケット帽、目を覆おおう怪しげなサングラス。

　明らかに不審人物でしかない、その女を見て翠が目を丸くした。

「教官!?」


「……………………彩羽」



　誰にも聞こえないくらいの小さな声で、俺は彼女の名前をつぶやいた。

　いいんだな？　彩羽。今、ここに現れたということは。

　すべてをぶちまける覚悟がある、ってことだよな？

　オズと菫は、そのバレバレの変装から教官の正体に思い至り、困惑したような顔をしている。音井さんだけが平然とチュパドロを舐なめてボーっとしていた。

　まあ、そうだろうな。そりゃあ驚くだろうさ。

《５階同盟》のおまけ。ただの飲み会の賑にぎやかし。同じ階に住んでいて、オズの妹で、俺になついているから《５階同盟》の集まりに参加しているだけの女が、まるで重要人物であるかのように、そこに立っているんだから。

「代役なら、私がやります！」

　キャスケット帽とサングラス──正体を隠すためのそれらを投げ捨て、業界人スタイルを解く。

　可憐かれんに舞う山吹やまぶき色の髪、その隙間すきまから覗く瞳ひとみは仄ほのかな不安と期待の光を帯び、口元には得意げな笑みをたたえて。

「ハリウッドクラスの演技、見せてあげますよ。演劇部のみ～なさんっ☆」

　小日向こひなた彩羽が、ウザく正しく登場してみせた。

「えっ……あなた、一年の有名な……小日向さん!?」

「何か聞いてたキャラと違うような……って、教官は小日向さんだったの!?」

　演劇部員達がざわめき始める。
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「彩羽……？」

　オズも、茫然としている。

　オズは彩羽の演技力を知られてはいけない相手の筆頭だ。

　告げ口をするタイプではない。

　それでも、同じ家で暮らしている以上、オズから母親に何らかの形で情報が漏れるリスクは常につきまとう。

　だからこれまで彩羽のことは仲間達にも隠してきたんだ。

　ここで正体を明かす、それはつまり、母親にバレるリスクを覚悟している、ってことだ。




　──そうか。やっと決心したんだな。彩羽の奴。




　かつて、声優活動を《５階同盟》のみんなにも隠してほしいと願ったのは彩羽だ。

　俺はその願いを叶えてやったに過ぎない。

　母親と正面から戦って、自分の自由を勝ち取る自信は持てなかった。母親に抗あらがう覚悟は持てていなかった。

　だけど演劇部の練習に付き合う中で、刺激を受け、自分自身が前に出たいという欲求とこれからの自分の未来と、いろんなことを考えた上で、彩羽は前に進むことを決めたんだろう。

　いいぜ。お前が決めたなら、俺も付き合ってやる。

　母親だろうが何だろうが誰に反対されようが全身全霊で徹底的に認めさせてやる。

「みなさんに指導するために、台詞は全部覚えてます。当然、ヒロイン役のも。私なら、やれます」

「でも、これは演劇部の問題で……。本当に、いいの？」

　頼り切りになることに負い目を感じているのか、翠はためらいがちに問う。

　彩羽はそれを、きゃは☆　と笑い飛ばすと。

「いいに決まってるじゃないですか！　努力が報われないとか何そのクソゲー！　って感じですし!!」

「く、クソ……やっぱり噂に聞いてる小日向さんと全然キャラ違うね。……あ、でも、教官はこんな感じだったか……」

「まあまあ細けーことはいーんですよ。みんなの努力を無駄になんかさせたくないんですっ。それに、この劇には私の夢も詰まってます」

「夢……？」

「御託はよろしい!!　私に協力させてくれるのか否いなか!!　返事はイエスorノー!!　さあ翠さん、──ご決断を!!」

　翠の疑問を一刀両断、いつものウザい口調で彩羽は、強引ごういんに二択を迫る。

　その勢いと、勢いの裏に秘めた真剣な想いが届いたのか、翠は力強くうなずいた。

「小日向さん……いえ、教官！　どうか……よろしくおねがいします！」

「はい！　山田ちゃんの想いも背負って、最高の結果を残しましょう!!」




　こうして即席のヒロイン役・彩羽を加え、演劇部の存続を懸けた大会に臨むことになったのだった。





＊






『彩羽が演技、か。まさか僕にも隠し事をしてたなんてね』

『悪いな、今まで黙ってて』

『ううん、仕方ないよ。母さんにバレたら大変だからね。……彩羽の関わりはこの演劇部の件だけじゃないはず。《５階同盟》の活動にも関わってるよね？』

『ああ、もうこれ以上は隠す気はない』

『そっか。僕が思ってたよりもよっぽど、君は彩羽にとって大切な人だったみたいだ』

『……大げさだ』

『大げさなもんか。彩羽の相手はアキしかいない。僕は今、完全に確信したよ』
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　大事なのは結果よりも過程である、なんて言葉がある。

　俺おれはこの言葉が好きじゃない。

　何故なぜなら、失敗した奴やつが言い訳として使うことが多いから。

　駄目だったけど、頑張ったからいいよね──なんて心の声が透けて見えると、うんざりした気分にさせられる。

　そもそも、社会で評価されるのは過程ではなく、結果だ。

　自分は結果は出せなかったけど、頑張ったから評価してください。こんなことを言って、受け入れられると思うか？

　当然、受け入れられるわけがない。

　過程から得るモノがないとは言わないが、結局は結果が一番。どれだけ頑張っても、結果を残せなければ意味がない。

　結論、最も大事なものは過程ではなく結果である。

　そしてそれは、今回演劇部の参加する大会にも、同じことが言える。

　演劇部は練習を頑張っていたが、入賞できなければ彼女達の行き着く先は廃部だ。

　学校側は、努力したという過程ではなく、実績を残せるかどうかという結果しか見ないのだから。

　今回、演劇部が参加する全国高等学校演劇フェスは、まず都道府県を数地区に分割して行われる地区大会が開催される。

　ここで優秀な成績を収めることで、次の都道府県大会へ駒こまを進められる。

　学校側が演劇部に求めている最低ラインは、地区大会で入賞し、都道府県大会への出場権を獲得することだ。

　つまりは都道府県大会への出場権が手に入らなければ、演劇部は廃部となるわけだが──。

　俺は、そうはならないと確信している。

　何故かって？

　それは、俺が評価した奴らが、演劇部の劇を評価しているからだ。

　俺よりも何百倍も才能のある奴らが評価した──だったら、この演劇部がそんじょそこらの演劇部に負けるはずがない。

　世の中、結果がすべて。

　だからこそ、俺たち《５階同盟》＋αが演劇部に手を貸した。

　ヒロイン役が欠けるという手痛いトラブルはあったが、それでも彩羽いろはがその穴を埋めた以上、演劇部が入賞するという結果は覆らないだろう。




　──これ以上、トラブルが発生しなければ、の話だが。





＊






　本番当日。

　市民文化ホールの前には多種多様なデザインの制服に身を包んだ高校生達が詰めかけていた。

　この地域の演劇部を擁する高校が一堂に会しているためか、その密集っぷりは半端はんぱない。

　演劇に青春を捧ささげるキラキラした奴らが集まっていやがる。

　空はあいにくの曇天。まだ雨は降っていないが、遠くからゴロゴロと雷鳴が聴こえてくる。

　ところにより雷雨や強風が吹くらしいが、一時的なもので、そう長くは続かないらしい。

　そのため、全国高等学校演劇フェスは予定通りに執り行われようとしていた。

　演劇部は、学校ではなく、市民文化ホールに現地集合となっている。

　うちの最寄り駅から六駅ほど離れた場所にある市の施設であるため、大勢でぞろぞろと電車に乗るのも大変だろうという判断だ。

　この日、俺は開始時刻よりも余裕をもって到着し、演劇部の準備を手伝っていた。

　オズの舞台装置システムの最終チェックを行ったが、こっちは問題なし。

　劇に使用する道具に関しても、欠けているモノはない。

　荷物も完璧かんぺきに揃そろっている。

　ひとまず、俺にできることはこれくらいだ。

「大星おおぼしさん、ありがとうございました！」

「いや、大したことはしてない。そっちも頑張ってくれ」

　演劇部員に声をかけてから、俺は楽屋に戻った。

　部にはひとつずつ楽屋が与えられドレッサーで役者の準備を整えられるようになっている。

　入室してすぐ、鏡とにらめっこしていた彩羽が振り向いた。

「センパイ、私の化粧どうですか？　バッチリですか？　抱きたくなるほど可愛かわいいですか？」

「変な韻を踏むな。……見せてみろ」

　ふざけた問いにあきれつつ、彩羽の顔を確認する。

　変なところはない。それどころか、ハリウッド女優も顔負けの超Ｓ級の美貌だ。

　しっかり化粧するとこんなに化けるのか、コイツ。いや確かにもともと顔だけは、不服にも顔だけは、好みだと思わんでもなかったわけだが。

　儚はかなさと高貴さを兼ね備えた、まるで童話の姫のようなその顔は、俺が想像していた脚本内のヒロインそのものだった。

　などとさまざまな感想が頭をよぎったが、

「まあ、いいんじゃないか？」

　口から出てきたのは、そんな単純な感想だけだった。

　彩羽は明らかにゴミを見るような目になる。

「はー、０点。やー、０点ですよこれは。バッチリ化粧した好きな子にかける言葉としては、下の下ですね。まったくこれだから童貞は」

「そんなバグった採点基準で評価されてもな……。あと、好きな子じゃねーから」

「でも童貞なのは事実ですよね？　私の目は誤魔化ごまかせませんよ？　今も私と狭い楽屋で二人きりってシチュエーションにドキドキして、『男の子』が高まってるんですよね？」

　男の子、に意味深なニュアンスを載せながら、彩羽はにゅふふと笑う。

　……こいつ、人目がないからってキレッキレでウザ絡からみしてきやがる。

　迂闊うかつな童貞弄いじりはやめろ。傷つく奴は本当に傷つくんだからな。

「彩羽、お前はひとつ勘違いをしてる」

「へー、何がですか？」

「俺は童貞じゃないぞ」

「えっ」

「おっと。……おい、気をつけろよ」

　ポロッと手にしていたアイライナーが落ちる。俺は慌ててそれを空中でキャッチした。

　彩羽の様子を見ると茫然としたまま、わなわなと唇を震わせている。

「噓うそ……。え、噓……ですよね？」

　掠かすれた声で問いかける彩羽。

「センパイみたいな頑固で効率厨こうりつちゅうで超絶鈍感理屈ぼっち野郎が、そんな……」

「その面の皮の厚さがあれば、化粧とか必要ないんじゃないか？」

　なんでそう息を吐くように失礼ワードを吐けるんだか。

　童貞じゃないって言っただけで、どんだけ驚いてんだよ。

「童貞とは本来純潔を守る修道女を敬って使う言葉でな。つまり、俺は修道女ではないので、童貞じゃない」

「はーっ!?　何ですかその屁理屈へりくつーっ!!　もう、なに朝からくだらないこと言ってるんですかっ。だからセンパイは童貞なんですよ！　やーい童貞ー！」

「それが悪口になると思ってるのか？　聖母マリアにさえ、童貞さまと呼ぶことがあるほど、本来高潔な単語だ。むしろ褒められてるようにしか聞こえないな」

「ほーん、はーん。まさに童貞が強がりで言いそうな台詞せりふですね！　あと何回童貞って言ったら悔しがるか試してみましょうか？　レッツ、童貞チャレンジ!!」

「ぶち犯すぞ処女」

「意外と沸点低かった──ッ!?」

　朝っぱらから本当に騒がしいな、こいつ。

　これから大会だってのに、まったく緊張してる様子もない。心臓に毛でも生えてるんじゃないだろうか。

　とはいえひとつ、聞いておかなければならないことがある。

「なあ、彩羽」

「なんですか、童貞……じゃなかった、センパイ」


「…………」



　一瞬ぶん殴ってやろうかと思ったが、一旦いったん堪こらえる。

　こっからは、真面目まじめな話だ。

「……お前、本当に顔出しして、よかったのか？」

　ふざけた表情を浮かべていた彩羽だったが、その言葉に、態度を改めた。

「よかったんですよ、あれで」

「オズに知られても、か？」

　あれから、一応オズや菫すみれには事と成り行きは説明した。

　けど、オズからの反応はイマイチ鈍い。

　お互いに、いろいろと思うところがあるんだろう。

「はい、よかったんです」

　彩羽は、それでも「よかった」のだと、うなずいた。

「いつかは話さないといけないことですし、それに──」

　彩羽は微笑んで、

「──最後は、センパイがどうにかしてくれるんでしょ？」

　向けられる全幅の信頼に、俺は思わず笑った。

　笑って、うなずく。

「任せとけ。お前達にはまだまだやってもらわないといけないことがあるからな。全員、くたくたになるまでコキ使ってやる」

「はいブラック発言いただきました！　労基さーん！　労基さんここですよー!!」

「はん、やれるもんならやってみろよ、お前ら全員、良い仕事さえすりゃいいって思ってる、ワーカーホリックのくせに」

　悪意のないふざけた告発宣言に俺も笑って返す。

　……と、そんなタイミングで。

　準備室の外が、何やら騒がしいことに気づいた。

「お、おりょ？　もしかして本当に労働基準監督署、来ちゃいました？」

「ンな場所に来るかアホ。……妙なトラブルじゃないといいが」

　俺は一抹の不安を抱えながら、楽屋を出た。
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　楽屋を出て、最初に目に入ったのは菫の姿だった。

　クールな表情のまま、どす黒いオーラを漂わせて立っている。俺にはわかるが、これは絶望に打ちひしがれてるときの様子だった。

　クールと絶望を両立させるとは、なんて器用な奴やつだ。

　そんな感想は、菫の次の言葉で吹き飛んだ。

「翠みどりが……間に合わないって……」

「……なんだと？」

　あまりに予想外の台詞に、俺は眉まゆをひそめた。

　翠が家を出たのは、文化ホールに充分に間に合う、むしろ早いくらいの時間だったらしい。

　しかし、その道中で赤ちゃんが産まれそうな妊婦さんに立て続けに遭遇し、翠は一人ひとりに救急車を呼んで対応した。

　それでもギリギリ間に合う計算だったのに、突然の落雷で線路沿いの建物が炎上して電車が遅延。

　道路が大渋滞しているせいで、タクシーを拾うこともできない。

　本格的に降り出してしまった大雨と強風の吹き荒れる中、走ってこっちに向かって来ているらしいが、どうやっても開始時間には文化ホールには間に合いそうにないらしい。

　──おいおい何だよそのありきたりな遅刻理由は。

　フィクションで腐るほど見たようなトラブルの嵐あらしが、なんで現実で、こんなピンポイントに、翠だけを狙ねらい撃つようにして起こらなくちゃならないんだ？

『ごめん、菫お姉ちゃん。ごめん、みんな』

　菫のスマホの画面に表示されているのは、翠からの短いメッセージ。

　その文章から、翠の絶望が伝わってくるようだ。

　あんなに練習したのに。せっかく手応えを摑つかんだのに。

　誰だれよりも真面目で、誰よりも几帳面で、絶対に遅刻なんてあり得ないような奴が。

　人生で何度遭遇するかもわからない事態に、天文学的な確率で巻き込まれるなんて。

　クソが。世の理不尽ってやつは、本当にクソだ。

「ミドリ部長が来られないって、そんな……」

「もうすぐ開会式だけど、どうするの……？」


「どうするも何も、ミドリ部長がいなかったら劇なんて無理だよ……。ヒーロー役の台詞なんて、覚えてる人いないでしょ……？」



　彩羽なら、おそらくヒーロー役の台詞を覚えているだろう。だが、その彩羽は、代役としてヒロイン役の穴を埋めている。

　再び演劇部に蔓延する、絶望的な空気。

《５階同盟》＋αも、それぞれ表情を強張こわばらせている。

「演劇部……演劇部が……女子テニス部に」

　菫はクールな表情のまま白目を剝いて、そんなことを口走っている。そしてその瞳ひとみに微かすかに真面目な光を灯ともして、こう続ける。

「翠ちゃん……あんなに頑張ったのに。これじゃ、あんまりだわ……」

　……ま、菫も人の姉だ。当然、そういう想おもいもあるわな。

　しかも影石かげいし家の事情を考えれば、この高校生活は、翠がやりたい演劇をやれる最後の機会になるかもしれないのだから。

　演劇部が廃部になれば、翠の演劇生活はここで終わり。きっと、そうなる。

　それがわかっているから、より菫は翠の無念に胸を痛めているんだろう。

「……まずいことになったね」

　オズは険しい表情を浮かべて声をかけてくる。

「ああ。さすがにあいつが遅刻する可能性は、考慮してなかった」

　誰よりも生真面目きまじめな翠が時間に間に合わないなど、あるはずがないと思っていた。

　だから、もう手札は残っていない。

　何か……あるか？

　車を出して翠を迎えにいくか？　──駄目だ、道が混んでるんだから意味がない。

　自転車ならどうだ？　──駄目だ、マイ自転車は家に置いてきてる。誰かに借りるのも手かもしれないが、そもそも速さも心もとない。


「…………」



　音井おといさんは、壁に背中を預けたまま、カラコロと口の中で飴あめを転がし、俺の方を見ている。

「センパイ……」

　彩羽も、何かにすがるように、見つめてくる。

　どうする。考えろ。考えろ。

　台本の台詞を覚えている人間で、そこそこ演技ができる人間。

　巻貝まきがいなまこ先生に連絡して、来てもらうか？　脚本を書いたあの人なら、内容を完全に覚えているはずだ。──駄目だ、あの人は近くに住んでいないんだった。そもそも高校生ではない、うちの学生でもない人を舞台に立たせたら、最悪の場合、失格もあり得る。

　じゃあどうする？　──いや、待てよ？


　探さなければならない人材の条件。それって、もしかして──……。



「先生、影石さんと話したいです。スマホ貸してください」

「え、ええ。いいわよ」

　菫は戸惑いながらスマホを操作。翠の番号をコールした上で渡してくる。

　通話が繫つながってすぐ、電話の向こうから、啜すすり泣なくような声が聞こえてきた。


『はあっ……はあっ……ごめんなさい……せっかく、みんな今日まで頑張ってきたのに……。私っ、私がっ、みんなの大切な日を……ぶち壊しにっ……！　えぐっ……えぅ……』



「……俺だ。やっぱり、間に合わなさそうか？」

『大星おおぼし君……。はあっ……はあっ……うん……ごめん……間に合いそうに、ない……』

「……そうか」

『大星君、ごめん、ね……。いっぱい、いろんなことを教えてくれたのに……』

「あんたのせいじゃない。運が悪かっただけだ」

『ううん……。私、いつもこうなんだ。感情だけで、何も考えずに行動して。それで、いつも失敗するの。本当は、わかってるんだよ？　大星君みたいに、効率的にやれたらって……ほら、最初、私って感情的になって大星君の協力を拒んだでしょ。あれだって、助けてもらった方が絶対にいいって、わかってたんだよ。だけど、できなくて。今日だって、道で困ってる人とかいても、そんなことより自分の人生だって、割り切ればいいのに……見て見ぬフリすれば……自分のためだけに、効率的に行動できたら、こんなことには……！』

　自らの非効率を後悔し、嗚咽おえつを漏もらす翠。

「あんた、何か勘違いしてるな」

『え？』

「あんたは何も間違ってねーよ。人間としても、効率的にも、な」

『だって、でも、私はっ──』

「俺の言う効率的な手段ってのは、『自分が幸せになるための最短ルート』のことだ。妊婦を見捨ててたらあんたは一生自分の選択を悔やんだだろうよ。そういう奴だから、演劇部の奴らも今までついてきたんだ。──胸を張れ。あんたはあんたの生き様にとって最も効率的な選択をしただけなんだから」

『大星……くん……でも、みんな、すごい頑張ってたんだよ。練習が終わっても、家で自主練して、休みの日だってみんなで集まって練習して。私、部長なのに……。私がみんなの頑張りを台無しにしたんだ。そんなの、最低だよ……』

　世の中、結果がすべてだ。

　どれだけ努力していたとしても、本番で結果を残せなければ意味がない。

　すべて、無意味になる。

「……なあ、あんたはどうしても、今回の劇を成功させたいか？」

『そんなの、当たり前だよ……』

「──そこにお前がいなかったとしてもか？」

『それでも、成功させたい！』

　一瞬の逡巡しゅんじゅんすらなく、翠は即答してみせた。

『せっかく頑張ったのに、舞台に立てないのはつらいよ。でも、私のせいでみんなの夢を壊す方が何百倍もつらい!!　だから──』

「──その答えが聞きたかった。それなら、安心して手が打てる」

『え？』

　電話を繫いだまま、演劇部員達、そして状況を見守るオズや菫や音井さんや彩羽にも聞こえるように。

　ハッキリと、宣言した。




「俺が代役をやる」




「え……？」

　ぽかんとする、演劇部員たち。

　当然だ。突然、何を血迷ったのかと思われるだろう。

　だが、結果を出せないということは、今日までの過程が無駄になるということだ。

　俺の大嫌いな、無駄が生まれるということだ。

　そんなもん、見逃せるわけないだろうが。

「でも、大星さん。台詞とかは……」

「脚本に載ってる台詞は全部覚えてる」

　何故なら、巻貝なまこ先生からもらったシナリオを舞台脚本用に調整したのは俺だから。

　０から１のシナリオを生み出す才能は巻貝なまこ先生の足元にも及およばないが、ちょっとしたキャラの台詞を書くだけなら平均的なシナリオライターぐらいの精度で書けるようになった。

　だから、舞台脚本用に調整するのも本職の巻貝先生にやらせるわけにいかず、俺で巻き取ったんだ。


　そして肝心の演技力については──……。



「お前ら演劇部の練習風景を、すぐそばで見てきたからな。読み合わせに付き合うこともあった。基礎ぐらいは頭に入ってるつもりだ。……とはいえ、平均レベルだろうからあんまり期待しないでくれ」

「あはは。確かに、その手があったか。ヒーロー役にもピッタリだし」

「確かになー。平均詐欺のアキなら、及第点くらいはやれるんじゃないかー？」

「アタシも顧問として推薦するわ。──大星明照あきてる君を！」

　オズ、音井さん、菫の三人の御墨付き。そして最後に彩羽がニヤリと勝ち気な笑みを浮かべて。

「センパイなら絶対大丈夫ですね。伝説のカリスマ指導教官・彩羽さんが保証しまっす☆」

　太鼓判を押した。

　これまで頼りにしてきた彼ら彼女らの言葉に、演劇部員達も互いに顔を見合わせ、覚悟を決めたようにうなずき合った。

「他の部員は満場一致のようだ。あんたは、どうする？」

　電話越しに聞いていたであろう翠に声をかける。あくまでも最後の選択は部長である翠がするべきだから。最後までしっかり参加しろ、という意味を込めて、判断を仰あおぐ。




『──はい、お願いします。どうか、劇を成功させてください！』
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　開会式が終わり、プログラムどおりに他の学校の劇が開演されていく。

　俺達の番も、徐々に近づいてきている。

「センパイ、サイズ大丈夫ですか？」

　ヒーロー役の衣装は翠用の一着しかなく、それを着るしかない。

「やっぱ肩と腕あたりがキツいな」

　衣装が破けないように細心の注意を払いながら、なんとか衣装に袖そでを通す。

　まさか普段筋トレしてるのが仇あだになるとは。

「胸は大丈夫ですかー？」

「胸はまあ、そんなにだな。たぶん、翠も着る時に晒さらしとか巻いてたんじゃないか」

「どーですかねー。センパイ、男の人にしては巨乳ですから」

「胸筋があると言え」

　衣装はまあ、問題なし。

　胸元むなもとに取り付けている、ワイヤレスのピンマイクの調子もいい。

　劇の流れを脳内で再確認するが、抜けている部分もない。

　まあ、何とかできるだろう。

「にしても、やっぱ化粧すると結構変わるモンですねー」

　ジーッと、彩羽が顔を覗のぞき込んでくる。

　代役に入ることが決まってから、俺も化粧をすることになった。

　演劇部員にやってもらったんだが、肌の色とかがガラッと変わるのは何とも言えない気分だ。

「結構イイ感じですよ☆」

「そうか？」

「はい。センパイも、これを機に毎日化粧とかしてみたらいいんじゃないですかね」

「それは遠慮しとく。毎朝コレは時間の無駄だ」

「ちょっとぉー無駄とかひどぉー。女は毎朝化粧してるんですけどぉー？　まー、センパイ、肌綺麗きれいですし、確かにいらないとは思いますけどー」

　そんなやり取りをしている間に、「次、準備してくださーい」と係の人から呼び出しがかかった。

　次が、俺達の番だ。

　他のメンバーも、それぞれ緊張した面持ちで待機している。


「…………」



　幕の裏から客席の方を覗いてみれば、大勢の観客が目に入った。最前列で偉そうに腕を組んでいるのは審査員の方々だろう。

　その光景を見て、これから劇が始まるんだという実感が改めて湧わいてきた。

　思わず、息を呑のんだ。

「ま、センパイはそんなに気負わなくていいですよ」

　そこで、隣に立っていた彩羽がそんなことを言った。

「失敗してもちゃんと私がエスコートしてあげますから。お可愛いヒーローさん☆」

　ニマァ、と意地の悪い笑みを浮かべた彩羽の挑発。

　そのおかげで、平静さを取り戻せた。

「逆だろ。大人しくエスコートされてろ、可愛くないヒロインめ」

　そんなやり取りを最後に、俺たちはそれぞれの持ち場についた。


　そして──……。



　ゆっくりと、幕が開いていく。
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　ブーッというブザーの音とともに幕が上がっていくのを真白ましろは観客席の隅っこから見ていた。

　劇場内全体が暗くなっていき、それまでざわめいていた観客達が息絶えたように静かになる。

　ざわざわと森の木々が鳴らす葉擦れの音。物語の始まりを告げる音が聞こえ、徐々に音量を上げていくにつれて、胸のドキドキが高まっていく。

　──真白の書いた話が、劇になるんだ……。

　ゲームに書き下ろしたシナリオに合わせて、どこの誰かはわからないけど、声優さんが演技をしてくれることはあった。

　だけど生身の人間に演じてもらうのは初めての経験だ。

　それに今回の話は、アキに対しての気持ちを自分の中でしっかり嚙かみしめて、ありのままの自分をぶつけるようにして書いた作品。今まで書いてきた中でも一番の自信作だった。

　確かヒロイン役を急遽きゅうきょ彩羽ちゃんがやることになったって言ってたっけ。

　以前、ショッピングモールで真白をいじめてた子達に対して威圧的なヤンキーを演じてたけど、確かにあの演技力だったら演劇も充分にやれると思う。

　すごいなぁ、と思うと同時にすこし疑問もある。

　あんな演技、レッスンも受けてない普通の女子高生ができるとは到底思えない。だけど彩羽ちゃんが何か習い事をしてたり、部活動をしてる様子はない。

　アキにウザく絡みにいってるってこと以外、意外と彩羽ちゃんのことを何も知らないんだな、と思い知らされる。

　あの子……普段、何してるんだろう？




『これは出会いの物語。いずれ残酷な運命に引き裂かれる二人の、甘く切ない運命の出会いの物語。嗚呼ああ、あの幸せな日々が、永遠に続いてくれたらよかったのに』




　過去を想い、憂う女の声が響き渡る。

　これは……彩羽ちゃんの声、だよね？

　すごい。事前に知ってるからようやく気づけるけど、何も知らなかったらわからなかったかも。役者の存在を忘れてしまいそうな、この作品のヒロインだけのものとしか思えない声。

　舞台上がぼんやりと光を帯び始める。背景に都会の風景が映し出される。

　おお……と、周囲から驚きの声が漏れた。

　当然だ。それは明らかにＣＧが投影されただけで物理的な舞台装置ではない。だというのに、本物に匹敵ひってきする、下手したらそれ以上の実在感を伴っているのだから。

　そして背景に溶け込むようにごく自然に、ひとりの少女が歩いてくる。

　──彩羽ちゃんだ。

「……きれい……」

　思わず、つぶやいていた。マナー違反かもしれないけど、ごめんなさい。でも、声を抑えるのは無理だったの。

　都会の街並みには不釣り合いな真っ白なドレスに身を包む女の子。童話の世界から飛び出してきたような、儚くて、世間知らずで、手を引いてもらわなければ前に進めないような弱い子。

　彩羽ちゃんとは正反対のはずなのに、この主人公の子が投影されてるのは、むしろ真白の方のはずなのに、まるで最初からこの物語が彩羽ちゃんをモデルに作られたんじゃないかと錯覚してしまうくらい、あの子は役と溶け合っていた。

『クソ！　遅刻だ……！』

「あれ……？」

　また、声が出てしまった。でもこれも許してほしい。だって、こんなの聞いてない。

　……どうしてアキが出てくるの？

　確か演劇部の部長がヒーロー役だったはず。事前に聞いていた話ではそうなっていた。

　何かトラブルがあったんだろうか？　急遽アキが代役しなければならないようなトラブルが。

　──まあ、でも……これはこれで、いいかも。

　自分でも頰ほおが熱くなるのを実感する。

　このシナリオは真白の中にあるものを全部ぶつけたものだ。

　つまりヒーロー役の台詞はもともと大好きなアキのことを想像して書いていたわけで。

　頭の中で展開されていた理想のヒーロー像が目の前で再現されていることになる。

　……相手は真白じゃなくて、彩羽ちゃんだけど。




　劇は驚くほどスムーズに展開した。

　都会の真ん中でぶつかって最悪の出会いを果たすヒーローとヒロイン。しかし二人は徐々に距離を縮めていき、相手のことを弄いじったり悪口を言ったりしながらも、いつしか掛け替えのない絆きずなで結ばれていく。

　そんなありきたりで、キラキラで、いかにも若いＪＫ女子高生が好きそうなストーリー。

　こうして自分以外の誰かの手で形にされ、客観的な視点でこの物語を見ていく中で、ひとつ気づいてしまったことがある。




　──このシナリオ、滅茶苦茶めちゃくちゃ恥ずかしくない？




　え、何これ。登場人物みんな恋愛脳すぎない？　赤面もののクサ台詞多すぎない？

　役者の演技力と舞台装置と音響のクオリティで誤魔化してるけど、脚本ヤバすぎでしょ。

　おかしい。自分はこんなモノを書いたはずじゃなかった。

　あれ、そういえば確か提出した後、アキからボツの指示を受けたことがあったような……。

　もしかしてこれ、劇用に脚本を改変したせいじゃなくて、真白のせい？

　ふわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!

　思い至った瞬間、顔が沸騰するくらいの感情が溢あふれ出した。

　恥ずかしい！　恥ずかしすぎる！　なんて代物しろものをアキに読ませてしまったのか！

　ここが劇場じゃなければ床にダイブして転がり回っていたレベルの恥ずかしさだ！

　……ま、まあ、脚本の酷ひどさは後で反省するとして。

　気を取り直して劇に意識を戻す。

　それはそれとして、この劇には驚くべきこと、素晴らしいものもたくさんある。

　特に役者のクオリティは群を抜いてるんじゃなかろうか。

　平均だ平均だと嘯うそぶくアキだけれど、まさか演技も良い意味で役者志望の平均レベルなんて。

　こうして観客席で観みていて、違和感のあるところがひとつもない。

　彩羽ちゃんとの掛け合いも、まるでそれがリアルの会話であるかのように錯覚させられる。

　なんだろう、あの二人。

　台本通りだとか、演技が上手うまいとか、そういう次元を飛び越えていて。

　阿吽あうんの呼吸というか、すべてがカッチリとハマっている感覚。

　まるで、何年も一緒に練習してきたパートナーみたい。




『本当の私を見つけてくれてありがとう。暗い檻おりの中から、連れ出してくれてありがとう』

「……！」




　その言葉を発した瞬間の、彩羽ちゃんの顔。

　同じ女の子だから、わかる。

　そしてこれはたぶん、同じ人を好きになったからこそわかる感覚。

　今まではアキや彩羽ちゃんの言葉を信じて、そうじゃないのかも、って思ってたけど。


　そんなことない。これは。絶対に──……。



『もう二度と私から目を離さないで。あなたが見ていてくれるから、私は私でいられるの』

　アキの目を見つめながら、しっとりと濡ぬれた声で。

『私の心とカラダがバラバラにならないように……しっかり捕まえててね？　──センパイ』
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　──どうしよう。彩羽ちゃんの演技が上手すぎて、わからない。

　ねえ、彩羽ちゃん。

　それは、ヒロインの子の台詞？　それとも、小日向こひなた彩羽の台詞？

　きゅっと胸が痛くなる。

　彩羽ちゃんは転校して初めてできた友達で、アキはフラれても諦あきらめたくないくらい好きな人。

　アキの気持ちは、正直わからない。演技を観ていても、彩羽ちゃんへの想いは覗けない。


　だけど彩羽ちゃんの方は──……。そんなに幸せそうな顔されちゃったら、バレバレだよ。



　アキと幸せな結末を迎えた彩羽ちゃんは、本当に心の底から幸せそうで。

　友達の幸せそうな顔を見てると、こっちも嬉うれしくなる。

　でも同時に相手がアキなんだと思い知らされると、モヤモヤした気持ちが湧いてくる。

　真白は……どっちの気持ちに正直になればいいの？





　ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ────…………!!






　演劇が終了し、手を繫いで礼儀正しく頭を下げるアキと彩羽ちゃんに向けて、盛り上がった観客達がスタンディングオベーション。

　拍手と喝采かっさいの嵐が吹き荒れる中、真白の周りだけが、音が消えたように感じていた。





＊






《ＯＺ》ＡＫＩと彩羽の舞台、すごかったね。彩羽がまさかこんなに才能に溢れてたなんて

《音井》まーそう

《ＯＺ》音井さんは知ってたんだよね？　よくここまで隠し通したものだね

《音井》不満？

《ＯＺ》ううん。むしろ感謝してる。ＡＫＩと彩羽を繫いでくれてたんだろうから

《音井》ふーん

《ＯＺ》劇で見せた彩羽の顔でＡＫＩへの想いの深さをあらためて知ったよ。まあ、ＡＫＩは全然自覚してないみたいだけど

《音井》鈍感重症

《ＯＺ》あの二人を『キスしないと出られない部屋』に閉じ込めたら進展したりするかな？

《音井》かも

《ＯＺ》実現できないか、ちょっとシステム考えてみようかなぁ







[image: ]







[image: ]




　人生とゲームはよく似ている。

　たとえば強敵とのバトル、困難な問題を乗り越えた先にご褒美がもらえる、という設計。

　きちんと報われる。良いことがある。現実はゲームほどはうまくいかないが、それでも努力した後には多少の見返りが発生するもので。

　だから《５階同盟》の危機を乗り越えた直後、月ノ森つきのもり社長から『会食のお誘い』が届いたとき、きっと就職に関して何か良い進展があるんじゃないかと期待せずにはいられなかった。




　全国高等学校演劇フェスでの熱演を終えた、その日の夜。

　やれ打ち上げだのお疲れ会だのと盛り上がる演劇部や《５階同盟》の仲間達に、すまん社長からの呼び出しだわ打ち上げはまた今度な、と水を差し、俺おれは小走りに目的地を目指した。

　彩羽いろはにはぶーぶーと文句を言われたが、仕方ない。

　青春イベントよりも何よりも社長の誘いが ── ハニプレ就職に向けた行動が最優先なのだから。

　家族より仕事を優先しなければならないお父さんの気持ちを味わいながら俺は走る。

　──そして、到着。

　会食場所に指定されたのは、明らかに高級そうな店構えのしゃぶしゃぶの店だった。

「ハニープレイスワークス、月ノ森で予約しているはずなんですが──」

「存じております。お連れ様、すでにいらしていますので。こちら、ご案内いたします」

　独特な地方なまりを感じさせるイントネーションの女将さんに案内されて、ししおどしや竹、灯篭など日本庭園をモチーフとしたのだろう和の香り溢あふれる店内を歩いていく。

「こちらです」

「ありがとうございます」

　障子の戸を引いてくれた女将さんに一礼し、俺は部屋の中に足を踏み入れた。

　すると──

「やあやあ明照あきてるくん。急に呼び出してすまなかったね」

　そこにいたのは予想通りのナイスミドル。

　いかにも金持ちそうなひげをたくわえ、一見シンプルながらも見る人が見れば高級とわかるスーツを上品に着こなした中年男性が気さくな調子で手を振っている。

　俺の伯父さんにして真白ましろの父親、そして今は俺の貴重なコネクション──月ノ森真琴まこと社長だ。

　超大手エンターテインメント企業、ハニープレイスワークスを総すべる日本有数の経営者。

　恐縮する素振そぶりを見せながら俺は月ノ森社長の対面に座る。

「いえ、高校生なんて暇なもんなんで。──で、今日はどんな御用ですか？」

「いやぁ、最近真白とはどうなのかと思ってね」

「ど、どどど、どう……とは？」

　──ヘタクソか！

　不意打ちでクリティカルな話題をぶつけられて、思わず不自然な反応を返してしまった。

　いやだってそうだろ。真白のことも解決し、演劇部騒動にも、結果はどうあれ一応の決着がついた──そんなふうに弛緩しかんしたタイミングでぶっ込まれたら、誰だれだってこうなる。俺だってこうなる。

「ニセ恋人としてうまくやれているかね？　──よもや本当に好き合ってしまったり、していないね？」

「そ、そんなわけないでしょう。俺が、恋愛にうつつを抜かす奴やつに見えますか」

「性格はそうでも性欲は素直かもしれないだろう。真白の方から迫られたら、グラッときたりするんじゃないかね？」

「し、しませんて」

「なにおう！　真白に性的魅力がないとでも!?」

「ああもうめんどくさいなこの親馬鹿おやばか!!」

　いいぞそこまで言うなら最近の出来事を包み隠さずぶちまけてやろうじゃないか。真白の奴にガチ惚ぼれされて告白され、紆余曲折ありながらも高級レストランでご馳走した後にフッて、だけど真白は諦あきらめるつもりがないらしくどうやら俺を堕とすためにアタックを繰り返す気でいるらしいですよ──ってダメだこれ、月ノ森社長に話して生存できる未来が見えない。

　オーケー。落ち着け俺。接待モード、接待モード。

「……まあとにかくうまくやってます。真白も友達ができて、毎日楽しそうですよ」

「だろうね。電話やメッセージでたまに連絡を取っているが、あんなに幸せそうな真白は久々に見たよ。転校させて本当によかった。……感謝しているよ、明照くん」

「いえ、そんな。感謝されるようなことは何も」

「フフ。謙遜けんそんする必要はないさ。君の人格。そして《５階同盟》の活躍。──君たちを後押しする材料が日に日に増えている。僕としても動きやすいよ。……全国高等学校演劇フェスでの活躍も見せてもらった」

「……知ってたんですか？」

　演劇部の手伝いをしていることは教えていなかったはずだ。

　ゲーム制作とは関係ない話だから、取り立てて報告する義務もないと考えていたのだが。

「真白から聞いたのさ。本番では君も舞台に上がったとか。さすがだねえ」

「主演のひとりがトラブルで来られなくなったんで、代役ですよ。大したことはしてません」

「緊急で穴埋めできるだけでも大したことなんだが……ま、言っても聞きやしないか、君は。素直に褒め言葉を受け入れるのも器だと思うがね」

「なら俺はまだ器が小さいってことです」

「真白から写真が届いたんだが、なかなかイケメンじゃないか明照くん。見るかい？」

「勘弁してください。自分の顔を見せつけられるとか拷問ですから」

　ニマニマしながらスマホ画面を向けてこようとする月ノ森社長を丁重に押し返す。

　つーか真白、撮影してたのか。サイレントカメラを使って音には配慮したんだろうが、上映中のカメラ撮影はマナー違反だぞ。あとで注意しておかなくちゃな。

「……もしかして今日は、演劇ネタで俺をからかうために呼んだんですか？」

　あえて不機嫌を隠さず、ムッと眉まゆをひそめて訊く。

　すると月ノ森社長はニヤリと口元に笑みを刻んで。

「当然、違うとも。──今日は君に人を紹介したくてね」

「人を？」

「ああ。僕はね、君のプロデューサーとしての腕──いや、経営者としての腕を非常に買っているんだ。将来大物になると思っている」

「それは……買いかぶりすぎです」

「もちろん今すぐ第一線で通用するわけじゃない。これからの選択や頑張り次第だ。──だが、今からトップクラスの人間と交友を深めていけば、高いレベルの視点を持てるようになれば、必ず僕らの領域に足を踏み入れられる」

「……ありがたいお話です。では、俺に紹介したい人っていうのは……？」

「株式会社天地堂てんちどうの社長。──知っているかい？」

「天地堂……社長……!?」

　思わず声が裏返った。

　天地堂と言えば京都に本社を置く世界的に有名なゲーム会社だ。低年齢層から高年齢層までの幅広い世代のユーザーに愛されるゲームを量産し、圧倒的なシェアを誇る。世界的なＩＰを多数所有し、ハード開発とソフト開発の両軸で市場を席捲せっけんする強者の中の強者。

　西の天地堂、東のハニプレ。ゲーム愛好家たちの間ではそんな対立構造が囃はやし立てられる、日本が誇る二大エンタメ企業の片翼。

「聞いたことあります。スマホ普及の流れに乗り遅れ、一時期ハニプレに差をつけられかけたものの──新社長の大胆な改革の結果、ふたたび力を取り戻したって」

　メディアのインタビューには一切いっさい答えず、有名経営者でありながら、その姿を一度たりとも世間に晒さらしたことのないミステリアスな経営者。

　海外の敏腕コンサル集団をブレーンとし、社長は実体のない偽名なのではないかという説、スマホ普及の立役者たる今は亡きシリコンバレーの英雄を降霊術で呼び寄せたのではという説。

　などなど、そんな非現実的な妄想さえ搔かき立てる、その人が──。

「 ──ここに、来るんですか？」

「ああそうともさ。ほら、ちょうど到着したようだ」

「……ッ」

　障子の向こうから聞こえてくる足音に背筋せすじが伸びる。

　月ノ森社長と肩を並べるレベルの経営者が来るとなれば、さすがに緊張せざるを得ない。伯父さんだからと多少の粗相は目を瞑つむってもらえる相手とは、違う。

　正真正銘、全力で媚こびなければならない相手。


　その、相手が──……。






「お待たせしてしまって申し訳ありません～。初対面の若い社長さんが来はりますのに、もうお恥ずかしいったら──あら？」




「え？」

　あまりにも予想外の人物を見て、俺は硬直していた。

　それは相手も同じようで、その大きな瞳ひとみを瞬かせて、俺の顔をぼーっと見つめて。

「こちらは天地堂社長、天地乙羽あまちおとは社長で、こっちは甥の大星おおぼし明照くんだ。……っと、どうしたんだい、二人とも？」

「あらぁ～。あらあらあらあら。どうしたことかしら」

「むむ？　天地社長、まさか……いや、それはやめておきましょう。いくら甥っ子が僕に似てダンディズムを秘めてるとはいえ、人妻が高校生を食べてしまうのは、いささか問題がおありでしょう」

　おいこら何言ってくれてんだ、このクソ野郎。


　違う。違うんだよ。そういうのじゃない。なんで。どうしてこの人がここに──……。



「ちょっとぉ、月ノ森社長。セクハラはだーめー、ですよー？」

　人差し指をピンと立て、悪い子に対する保母さんのように、メ、と叱しかる。

　女神様、という言葉が似合いそうな人だった。

　山吹色の長い髪を丁寧に編み込んで、馬の尾のように束たばねたおさげを胸の前にたらしている。

　ニットの上着を緩ゆるやかに着こなし、ロングスカートを合わせている。いかにも休日の人妻というファッションで、どこからどう見ても超有名企業の敏腕社長には見えない。

　いや、見えるわけがないのだ。だって、この人は──。

「でもビックリしたわぁ。月ノ森社長が紹介したい人がいるって言うから来たら……まさか、お隣の男の子がいるなんて」

「いや、こっちもビックリです。──小日向さん」

　天地堂社長、天地乙羽。

　そう紹介された人妻然とした女性は、マンションの廊下でたまに顔を合わせる人物──オズと彩羽の母親だった。





＊






「いやはやまさか二人が顔見知りだとはねえ。奇妙な縁もあるもんだ」

「ホントですねぇ。うふふふ」

　会食は一見ごく和なごやかな雰囲気で始まった。お皿から薄切りの飛驒牛ひだぎゅうを豪快に箸はしで摑つかみ、沸騰する出汁だしでしゃぶしゃぶしながら談笑する月ノ森社長と天地社長を前にして、俺だけは手に汗をかいていた。

　生きた心地がしない。だってそうだろう。彩羽は身バレのリスクを冒して演劇の舞台に立ったんだ。そのタイミングで、こんな形で出会うことになるなんて。偶然とは思えない。彩羽のことをすべて見透かされていて、探りを入れられるんじゃないか……そんな考えが常に頭の隅にちらついて、旨いはずの牛肉の味もただの油の塊にしか感じられなかった。

「箸が進んでいないぞ明照くん。ほらほら、遠慮なく食べたまえ。男は肉食系じゃないとね」

「あ、はい。いただきます……」

「甥っ子はまだ大人の会食には慣れてなくてね。大目に見てあげてくださいな、天地社長」

「うふふ、初々しくて可愛かわいいですねぇ～。食べさせてあげましょうか～？」

「さ、さすがにそれは……」

　子ども扱いが過ぎる、という言葉は呑のみ込んで、丁重に断る。

　なんだこの包容力の化身は。そういえば彩羽の奴、過保護な母親に甘やかされまくったせいで子ども扱いが苦手になったと言ってたな。……なるほど、こういうことか。

「気にしなくてもいいんですよ～。うちの乙馬おずまと彩羽がいつもお世話になってるみたいですし。お返しです♪」

「う……と……こ、この器に入れてください」

　差し出されたしゃぶしゃぶ済みの肉。食いつきたくなる気持ちを堪こらえ、小鉢を差し出す。

　ざーんねん、と唇をとがらせて、天地社長はポン酢入りの小鉢に肉を落とした。

「でも──こーんな可愛い子が、あの《５階同盟》の代表さんだなんて。世の中、わからないものですねー」

「……！　知ってるん……ですか。《５階同盟》のこと」

「知らない人はいないと思いますよぉ。この業界ではそこそこ有名ですからね～」

　──マジかよ。

　ヤバイ。これはとんだ誤算だ。

　芸能を嫌い、エンタメを嫌い、彩羽やオズの環境からあらゆる娯楽を消し去った元凶──。

　その母親が、業界の重鎮だった、だと？　何だそれは。笑えない冗談にも程がある。

《５階同盟》の活動は表立ってメディアに出るまで親にはバレない、何故なぜなら、エンタメ嫌いの母が、インディーズのスマホゲームなんか認知しようがないと考えていたからだ。

　なのに。だというのに。

　いや待て、おかしいだろ。母親が天地堂の社長だなんて、彩羽にもオズにも聞いたことない。

　二人が隠し事をしてたってことか？

　いや、それはないだろ。そんなことしても、何の意味もありゃしない。

「初耳、でしたよ。それに、天地乙羽って。小日向こひなた乙羽、じゃないんですね」

「旧姓で仕事してるんですよ～。もともと業界では旧姓で知られてましたから。苗字みょうじを変えると、新しい苗字を覚えてもらわなくちゃいけなくて、効率が悪いですしね～」

「なるほど……それは、一理ありますね」

「それに、知らなくても無理ないと思いますー。乙馬や彩羽には、社長業のこと、一度も話したことありませんのでー」

「……一度も？」

「はいー。つまらない仕事のことを、家庭に持ち込みたくないのでー。だから本社は京都ですけど、こうして家は関東のまま。引っ越す気はないんですねー」

　まったりした口調の中に、確かな意志を込めて。

「家では『普通のお母さん』、をやらせてもらっていますー。メディアにも一切出てませんし、旧姓のこともあの子たちは知りませんから、いくら調べても、たどり着くことはないでしょうねー」

　そう言った天地社長の目は、何かただならぬ感情を秘めていた。

　その正体までは、わからない。

　しかし彩羽が才能を堂々と発揮できない理由、異常な気遣いをしなければならない事情、その闇やみの片鱗は確かに感じた。

　だから俺は、その単語をぼそりと繰り返す。

「つまらない仕事、ですか」

「ええ。ただシステマティックにコンテンツを市場に投入し、予定通りの収益を得る。永遠にそのサイクルを回すだけの、つまらないお仕事ですねぇ」

「相変わらずクレバーだねえ、天地社長は。……ま、だからこそ傾きかけた会社を復活させられたわけだが。長年業界に居て近視眼になっている人間ではできないやり方で、貴女は改革を成し遂げた」

「フフ。おかげで大勢のクリエイターに嫌われましたけどねぇ～」

　──ああ、なるほど。彩羽とオズの母親だ──。

　穏やかに微笑む天地社長の顔を見て、俺は確信した。

　芸能関係、エンタメ関係のすべてを嫌う人間。それゆえに、それに携わる人間、才能ある者たちから嫌われることに、一ミリの哀しみも抱いていない。

　愛が、ない。

「徹底的な効率重視の経営手腕。君に通ずるところがあるだろう、明照くん。彼女の話を聞けば、今後の君の成長に大いに役立つと思ってね」


「…………」



　月ノ森社長に悪意はないんだろう。

　心の底から俺の将来のためになると思って、この貴重な場を用意してくれたんだろう。

　西と東、業界の双翼を担う二人の社長を交えた会食。

　業界を目指す人間なら喉のどから手が出るほど欲しい機会。それを作ってくれた月ノ森社長には、感謝の言葉しかない。


　だが──……。



「似てない、と思いますよ。俺と小日向さん──天地社長は、根っこが違う」

「……ほう？」

「俺は《５階同盟》のスタッフを愛してます。彼らの作る物を、心の底から面白おもしろいと思ってる。──ただ稼げればいい、そんな気持ちなら、ゲームなんかよりもっと稼げる商売を選びます」

「あらあら」


　天地社長は猫のように目を細め、探るように俺の目を覗のぞき込み──……。






「大星くんがそこまで心酔するスタッフって、一体どこの誰なのかしら。おばさん、とっても興味があるかも」




　──メドゥーサに睨にらまれた、そう、錯覚した。

　心臓を鷲摑わしづかみにされるような、冷たい威圧感。

　やっぱり……探られている。

　何をどこまで確信したかは知らない。だが、確かに何かを疑っている、そんな目だ。

　冷や汗が流れる。心臓が騒ぎ出す。

　どうする？　彩羽やオズのことを明かし、宣戦布告するか？

　いや、それにはまだ早い。すべての準備を水面下で完了し、後戻りができなくなるまで場を整えてから母親に吹っかける。──それが、強引ごういんに彩羽を、彩羽とオズを母親の呪縛じゅばくから引き剝はがすための段取りだった。

　ここで仕掛ければこれまでの努力は水泡に帰す。駄目だ。慎重になれ、俺。

　沸騰せんばかりに頭をフル回転させていると──。




　ゴポゴポゴポゴポゴポォ!!




「──おおっとコイツはいけない、噴きこぼれてしまっているじゃあないか。ちょっとばかし火が強すぎたようだねえ、失敗、失敗」

　急に沸騰を始めた鍋を見て、月ノ森社長が慌てて火を弱めた。

「うわっちっち!!　おお、なんてこったい、見てくれ天地社長、指が真まっ赤かだよ」

「あらあら何やってるんですか。お冷で濡ぬらします？」

「ああ、天地社長が水を口に含んだ上で、このドジな指をやさし～くチュパチュパしてくれたら、僕ちゃんあっという間に回復しちゃうかも」

「そうですかー。元気そうなので追加いっちゃいましょ～」


「あっづづづづ!?　熱いお茶の入った湯呑ゆのみを押しつけるのはやめっ、ああっ、くぅっ……!!　天地社長の隠れドＳっぷり、た、たまらんっ……!!」




「…………」



　大人二人のくだらないやり取りを眺めながら、俺はホッと胸を撫なでおろした。

　さっきまで鍋を温めていた火は、沸騰するような温度設定ではなかった。

　──不穏な空気を察して、月ノ森社長が話題を逸らしてくれたんだろう。

　いつもアホだけど、こういうときはさすがの社長っぷりだ。──感謝。

　ふーふーと自分の指を息で冷ましてから、月ノ森社長はふと思い立ったようにスマホを取り出した。

「ま、地味～に生意気なトコのある彼だけど、実力は本物だよ。ほら」

「あら？　これは──」

「僕の娘が撮った明照くんの写真さ。演劇部の手伝いで自ら役者として舞台に立ったそうでね。ゲームアプリを運営するだけでも高校生としては突出してるのに、演技もこなしてみせる多才っぷり。我が甥っ子ながら、なかなかだと思わないかね？」


「…………」



　天地社長が、眉をひそめる。

　──まずい!!

　月ノ森社長は場を和ませる目的でその写真を見せたのだろう。

《５階同盟》を取り巻く複雑な事情を知らないからこその、無邪気な行動。

　だが、駄目なんだ。天地社長にその写真を見せたら……！

　さっき言っていた、真白から送られてきたという写真だろう。

　そこに映っているのは、おそらく、全国高等学校演劇フェスで熱演する俺と彩羽の写真。


　それを見せられたら、確実に──……。




「…………」



　しばらく無言で写真を見つめる天地社長。その目が大きく見開かれ、みるみるうちに表情が変わっていく。

　くそ、万事休すか。ならばそのつもりでこちらも理論武装しよう。

　頭の中で会話パターンを高速シミュレーション。

　言い訳。逆ギレ。説得。さまざまな方法による対話をイメージ。最も効果的な一手を打つために全力で頭を回す。


　そして、天地社長は──……。






「やああぁぁん、何この写真。死ぬほど可愛すぎます～～～!!」




　スマホを抱きかかえるようにして、突然身悶みもだえし始めた。


　……………………。




　…………。



　……え？

　あまりにも意外な反応に、思考が一時完全停止してしまう。

　何を言ってるんだ、この人は？

「そ、そこまでかい？　甥っ子を褒められれば嬉うれしいが、正直そこまでのものではないと思うがね」

「何言ってるんですかぁ、そこじゃありませんよぉ。可愛いのは撮影者の子♡」

「撮影者……娘の真白のことかい？」

「そうですよぉ。月ノ森社長は気づかなかったんですかぁ？」

　そう言って天地社長はスマホをこちらに向けてくる。

　スマホ画面に映っていたのは──舞台に立つ俺だけが、大写しになった一枚だ。そこには、彩羽や他の役者の姿は一ミリも入っていなかった。

「他の役者もいただろうに大星くんしか眼中にないこの感じ！　一番カッコよく見える角度を求めて何度も連写しまくったんだろうなぁ～って想像できちゃうほど、完璧かんぺきに決まった一枚。これ撮った子の大星くんへのＬＯＶＥが初々しくて可愛くて～～～!!」

「……は、はあ、そうっすか」

　肩から力が抜ける。正直、拍子抜けだ。

　こっちは彩羽が写真に写っててバレたのかと思ったのに！

「撮影したの月ノ森社長の娘さん？　も～、大星くんってば隅におけないなぁ～」

「い、いや、べつに真白と俺は何でもないですから」

「慌てて否定ひていしちゃってぇ。顔も真っ赤にしちゃって……か・わ・い・い・ぞ♪」

　つん、と俺のほっぺたをつつく天地社長。

　──クソうぜえ。なんだこの既視感は。

「明照くん……詳しく話を聞かせてもらってもいいかね？」

「だから何でもないんですってば！　そのドス黒いオーラしまってください!!」

「いいや誤魔化ごまかされんぞ!!　真白と淡い青春ラブコメ生活を送っているなんて……そんなっ、そんなの……　[image: ]　羨うらやましすぎる!!」

「フフフ。いいじゃないですかぁ、月ノ森社長。高校生は青春してナンボ、ですよ～」

　下唇を嚙かみ血を流す月ノ森社長の肩をポンと叩き、天地社長は。

「良い恋、良い青春を送ってこそ高校生。真白ちゃんとの恋、応援してますよ、大星くん♪」

　ニッコリ微笑んでエールをくれた。

「ああ……はい。えっと、そういうのじゃないですけど。まあ、ありがとうございます」

　肩透かしを食らった気持ちで生返事を返す。

　良い人なのか悪い人なのかいまいち読めないな、この人。

　──と、そんなこんなありながら。

　彩羽の一件がバレなかったことに胸を撫でおろしつつ、俺は閉店時間になるまでの間、酔った大人二人にウザ絡からみされる時間を過ごすのだった。







[image: ]





「それじゃあ、演劇部の成功を祝してぇ～～～？」



「「「「カンパーイ!!」」」」

　紫式部先生むらさきしきぶせんせいのハイテンションな音頭に合わせそれぞれのドリンクが入ったグラスを打ち付け、演劇部の地区予選突破を祝う宴が始まった。

　地区予選から数日が経過した、ある金曜日の夜。

　場所は俺おれの部屋のリビング、食卓には飲み物と出前料理、彩羽いろはが作ってきてくれたサーモンのカルパッチョをはじめとした手料理が所狭しと並んでいる。

　参加しているのは《５階同盟》のメンバーに、音井おといさんに真白ましろ、それから演劇部の部員達と部長の翠みどりが来ている。

　巻貝まきがいなまこ先生は例によってここにはいないが、通話を繫つないだ状態で文字チャットでの参加となっている。いつもなら音声通話にするところだと思うんだが、何故なぜか頑かたくなに文字がいいと主張されてしまった。そういえば最近、音声通話の機会減ったな。もしかして彼女でもできて同棲してたりするんだろうか。だとすれば最近いきなりシナリオが恋愛脳になったのも納得なんだが。

「……大会に参加できなかった私がここにいていいのかな？」

　最初、翠は肩身狭そうにしていたものの、

「……そ、それ言ったら、真白も。知らない人、多すぎ……」

「そーですよ。ミドリ部長は気にせず、ドンと構えてればいいんです。ほら、グラスが空いてますよー」

　トマトジュースを飲みながらおずおずと同調した真白や細かいことなど一切いっさい気にしない彩羽のフォローのおかげで、今は普通に参加している。

　ただちょっとおかしなことにもなっていて。

「ねえ、ところで大星おおぼし君──」

「ん？」


「廃部阻止イェェェェェイ!!　アタシは自由だあああああああ!!　スコッチを持てぇぇい!!」



「ちょっと菫すみれちゃ──紫式部先生最初からトバしすぎィ!!　まあ注そそぎますけど!!」

「真白ちゅあーん。まだほっぺたが真っ白じゃなぁーい。ほらほら飲みなよぉ」

「ウザ……」

「あぁーん♪　冷たいぃ」

「──この酔っ払いの人、だれ？」

　翠が怪訝けげんな表情で菫こと紫式部先生を指さした。

　あんたのお姉ちゃんです、と言いたくなる気持ちをグッと堪こらえる。

　そう、今回いつもの《５階同盟》恒例打ち上げ飲み会に、普段誘っても絶対来ない音井さんや翠、演劇部のみんなを誘おうという流れになったのだが、致命的な見落としをしていた。

　菫の本性がバレる可能性を完全に忘れていたのだ。

　マンションの５階まで翠達を連れてきたときにハッと思い出したものの時すでに遅し、菫はすでにジャージスタイルで瓶びんビールを三本空けた後で、言い訳の余地がないほど出来上がっていた。

　……が、幸いにも学校でのキャラとのあまりの別人ぶりに、演劇部はおろか翠さえも、彼女があの菫先生だとは気づかなかったのだ。

「もう最近は演劇部の存続に気を揉もみすぎてストレスマックスだったのよぉ!!　お酒も夜しか喉のどを通らなかったし!!　あぁ～、気兼ねなしに飲めるなんて最高ぉ!!　ビールお代わり!!」

「ありゃりゃ、ビールもう品切れっぽいですね。どうします？」

「ビールがないならワインを飲めばいいじゃない。ついでにおつまみのチーズもよろ!!」

「ホントこの暴走機関車止まりませんね！　ま、りょーかいです☆」

　当の紫式部先生はバレないと知るや否いなやフルスロットルで楽しんでいる。

　まあ、タガを外せば外すほどバレるリスクが減るのでその方がいいんだけどさ。

「何この駄目な大人……」

「そう言わんでくれ。コレも一応劇に協力してくれたメンバーだよ。オズの舞台装置システムに背景アートを描き下ろしてくれた、紫式部先生だ」

「そ、そうなんだ。じゃあ感謝しなきゃだけど……でも、それとこれとは別だよ！」

　委員長気質、真面目まじめオブ真面目な翠としては複雑な心境だろう。

　演劇部を救ってくれた《５階同盟》の一員だが、一方で見過ごし難がたい倫理違反を犯しまくっているわけで。

「未成年がいるのに平気でお酒置いてあるし！　さっきさらっと月ノ森つきのもりさんに飲酒薦めようとしてたし！　完全にアウトだよね!?」

「まあ、薦めるけど実際に飲んじゃうような奴やつはここにはいないから……」

「信じられない……こんないい加減な大人がいるなんて……。菫お姉ちゃんが見たら、きっと鬼のように説教すると思う」

「ああ、うん」

　目の前にいるいい加減な大人がその本人なんだが、事実を知らされたらどれだけショックを受けるか知れたものじゃない。この事実は俺の心の中だけにしまっておこう。

　ちなみに菫先生は打ち上げのような軽薄な文化には興味ないから参加しない、という設定だ。

　菫と紫式部先生が同時に存在しなくて済むナイスな設定だな、我ながら。

「でも、劇よかったね。アキなら代役で入っても大丈夫だと思ってたけど、演技も想像以上によかったよ。やっぱり、アキは万能だなぁ」

「やめろオズ。今回のはたまたまだ。脚本の内容は隅から隅まで目を通してたし、毎日熱心に演じてる奴らを近くで見てたからな」

「見るだけでできるっていうのは、立派な才能だと思うけどね」

　ぶっつけ本番で入った代役の俺がヒーロー役をやって、地区大会を突破できたんだ。

　本来の演劇部が参加していたら、きっともっといい結果を残せただろうよ。

「なーアキー。謙遜けんそんしすぎるのは、美徳じゃなくて嫌味だぞー？」

「そうだよ。音井さん、もっとアキに言ってあげて」

「いや、そう言われてもな……」

「演劇初心者が入って、大会で入賞できたんだからなー。誇っていいと思うぞー？　他の部員達もよくやったと思うしなー。あ、これうまー」

　食後のデザート用のお菓子に手を付けながら、珍しく音井さんの評価がいい。

　かなり評価には厳しい人なんだが、こうして素直に褒めてくれるのは珍しいな。

「うん……本当に、《５階同盟》のみんなのおかげです。本当にありがとうございました」

「「「「「ありがとうございました！」」」」」

　翠とその横に並んだ演劇部員一同が、一緒に頭を下げる。

「それから、大星君と小日向こひなたさんには、ごめんなさい。私の不手際で、劇に参加までさせてしまって」

「私は全然いいですよ。大きな舞台で演技ができて、楽しかったですしね」

「ま、そうだな。俺達も貴重な経験ができたし、気にすんな」

　こっちも慈善事業をするつもりで、演劇部を手助けしたわけじゃない。

　演劇部が廃部になれば、菫が女子テニス部の顧問をしなければならなくなるところだった。

　ただでさえ〆切を守らない奴が、これ以上忙しくなったらたまらないからな。

　それにどうやらもうひとつの問題も狙い通り解決できたようだし。

「本当に本当にありがとう。次の県大会は、自分達の力だけで突破してみせるよ！　せっかく手に入れたチャンスだもん。一分でも一秒でも長く、この大会を楽しみたい!!」

　グッと拳こぶしを突き上げる翠に、演劇部員達もおー、と合わせる。

　そんな姿に俺達《５階同盟》側もほっこりした気持ちでうなずいた。

　今の演劇部ならきっと、俺達が手を貸さなくても、順当に結果を残していけるだろう。

「あ、そうだ！　脚本をくれた巻貝なまこ先生にもお礼を言いたいんだけど……」

「ああ、この場にはいないけど、ちゃんと話は聞いてるはずだよ」

　ＬＩＭＥの《５階同盟》グループチャットを開き、翠にスマホの画面を見せる。




《巻貝なまこ》礼には及およばない。いい劇だったぜ




「いえいえ！　本当にありがとうございました。あんな素晴らしい純愛を読んだのは生まれて初めてでした！」

　目を輝かせ、ファンの作家に会えたときのような反応をする翠。

　まあ、本当に作家ではあるんだが。純愛作家ではないのだ、残念ながら。




《巻貝なまこ》そうか……？　劇自体はよかったけど、俺のシナリオは微妙だったろ……反省点があまりにも多すぎる……




　歯切れの悪い文章だ。

　そう、これこそが狙い通り解決できたもうひとつの問題、その解決結果である。

「観に来てくれてありがとうございます、巻貝先生」




《巻貝なまこ》お、おう。ＡＫＩ達の演技はすごかったな。演技は。うん




　巻貝なまこ先生を演劇に招待し、実際にあの脚本を元に作られた劇を観みてもらう──それが、あの崩壊したキラキラモテカワシナリオをボツにし、本来の先生に戻っていただくための作戦だった。

　誰だれしも自分が作った作品には極端な評価をしがちだ。最高の出来栄えだと感じて盲目的になるか、最悪の駄作だと破り捨ててしまうか、どちらかに寄ってしまうことはままある。

　その針が極端に振れてしまっているとき、客観的な視点を取り戻してもらうには、その作品を自分のコントロールの及ばないところで形にして見せてやるのが手っ取り早い。


　もちろん他の奴が手を入れたからつまらないんだ、と納得しない人もいるだろうが──……。



　少なくとも、巻貝なまこ先生は違った。

　あの演劇の後、彼から送られてきたＬＩＭＥメッセージはこれだ。




《巻貝なまこ》すまん。あんな恥ずかしいシナリオを送ってたんだな。あんなの『黒山羊』の作風じゃないよな。全部書き直すわ




　凄すさまじい効きっぷりである。

　これで『黒き仔山羊の鳴く夜に』のクオリティも守られそうだ。本当によかった。

　ただせっかく劇場に来てくれたのに挨拶あいさつできなかったのは残念だ。ベストセラー作家の上にうちのシナリオまで書いてるから忙しいんだろうけど、ひと声くらいかけてくれてもよかったのにな。まあ、そんなドライなところが巻貝先生らしいけど。

　と、そんな演劇部と巻貝先生の一問一答が続く中、

「真白パイセーン。さっきからスマホばっか弄いじってますケド、何してるんです？　もしかしてＳＮＳの更新ですか？　何かやってるならアカウント教えてくださいよー」

　ここまでずっと隅っこで黙っていた真白に、彩羽が絡からみにいった。

　すると真白は慌てたようにスマホを懐ふところにしまい、近づいてくる彩羽の顔をぐいと押し返す。

「ちょ、人のスマホ、見ないで」

「もー、つれないなー。そいえば真白先輩も観に来てたんですよね？　どうでしたー？」

「そういえば、真白も来てくれてたよな。客席にいたの見かけたよ」

「え？　あ、うん。そうだね。ま、まあ劇はよかったんじゃない？　シナリオはなんというか、ちょっとアレだったけど」

　真白がぼそぼそと小さな声で言うと、翠が驚いたように声を上げる。

「えー!?　あの話、月ノ森さんは駄目だったの？　私はとってもよかったと思うんだけど！」

「ちょ、ちょっとキラキラしすぎてて。真白は見てて恥ずかしかった……かな」

「そんなこと言ったら、巻貝なまこ先生に失礼だよー！」

「う、うう……」

　ズイッと迫ってくる翠に、真白はクルっと背を向けると、猛烈にスマホを弄りだした。

　よく見ると、いつも使ってるスマホと若干ケースの柄が違うような気がする。

　新しいケースでも買ったんだろうか。

　ちらっと見えた画面にＬＩＭＥの画面が見えたような気がするが、アイツ誰かと会話してるんだろうか。




《巻貝なまこ》真白って奴の言うとおりだ。あのシナリオを書いた時の俺は、どうかしてた。もう、頼むからあんま弄らないでくれ……




「あれ……巻貝なまこ先生、キャラが元に戻ってない？」

「そう言えばそうだな。ちょっと前まで、『平和が一番』とか言ってたのに」




《巻貝なまこ》ＡＫＩ、次それ言ったら二度とお前んトコでシナリオ書いてやらないからな




「すんません、それだけは勘弁してください。おいお前らやめ！　この話題はやめ！」

「あははは！　センパイ必死すぎィ！　巻貝先生に逃げられたらピンチですもんね！」




　そうこうしながら宴の時間は平和に楽しく過ぎていった。

　今回は波乱続きでどうなるかと思ったが、こうしてみんなで笑い合える結果で終われて本当によかった。





＊






「……ふう」

　食べ終わった皿をキッチンまで運び、一息つく。

　あっちでは今ごろ、オズ、真白、音井さん、翠の四人で雀卓を囲んでワイワイやっている。

　初心者の翠に麻雀マージャンを刷り込もうとするベテラン勢の悪い意思を感じる。

　ちなみにもう時刻は夜の九時を回っており、真面目優等生たる翠をこんな時間まで帰らせないことに成功した時点で、すでに微妙に悪の道に引きずり込みつつある気がするが、まあ今日ぐらいは多少ハメを外してもいいだろう。

　そんな麻雀の音を聞きながら皿を洗っていると、すすっと猫の如ごとく寄ってくる気配があった。

「セーンパイ。お疲れ様でーす。彩羽ちゃんが手伝いにきてあげましたよー」

　観戦していた彩羽が、こっちにやってきた。

「お疲れ。あっちはどうなってる？」

「はい。ミドリ部長が全員から思いっきりカモにされて涙目になってる感じでしたー」

「あいつらも初心者に容赦ねーな……。教えながらやるって話だったのに」

「後ろについてレクチャーしてた紫式部先生が、途中で退席しちゃったのも痛いですね。大事な電話が入ったっぽくて、酔ってるにしては珍しく真剣な顔でベランダに出ちゃいました」

「ふーん」

　こんな時間に電話とは。学校の教師ってのも大変なんだな。イラスト仕事に影響するようなトラブルじゃなければいいけど。おっと。トラブル、といえば。

「なあ彩羽。お前、家で母親から何か言われたりしたか？」

「んー、べつに何も？　どーしてです？」

「演劇フェスのこと、バレてないかと思ってな」

「センパイめっちゃ心配性ー！　大丈夫ですよう、ママは演劇とかキョーミないでしょうし」

「ならいいんだけどな」

　先日会った天地乙羽おとはの顔を思い出す。一筋縄ではいかないあの母親のこと、もしかしたら家で何らかのアクションを仕掛けてきたかと思っていたが、どうやら杞憂きゆうだったらしい。

　母親が天地堂の社長だってことは、彩羽やオズに教えるべきだろうか。すこし、迷う。

　エンタメ嫌いの母親が業界の重鎮の座にいる事実を知ったら、さらにそんな彼女が俺に接触してきたなんて知ったら、いたずらに不安がらせてしまう。自分の進む道を一瞬でも疑ったら、立ち止まっちまうかもしれない。──それだけは、避けたい。

「演劇といえば！　センパイ、さっきも言いましたけど初心者にしてはナイス演技でしたよ」

　俺の思考に割り込む形で、隣で皿を洗っていた彩羽が話を掘り返してくる。

「センパイに目の前で口説くどき文句を囁ささやかれたとき、思わず胸キュンしちゃいました☆」

「やめろ。自分の演技を思い出して何度ベッドで悶もだえたことか……」

「えー？　でもセンパイ、現実でもたまにあのヒーローの台詞せりふみたいなこと言いますよ」

「えっ、噓うそ」

「自覚ないあたりもめちゃ主人公ぽいですね！　『え？　なんだって？』って言ってみてくださいよー」

「ぶっ飛ばすぞ」

　なんだそのハイコンテクストな煽あおりは。

　心外にも程がある。

「……で、どうでした？　初めて演技してみた感想は」

「まあ、悪くはなかったな。何度もやるのはゴメンだが、新鮮な体験ではあった」

　彩羽はうんうん、と何度かうなずいて。

「私も、新鮮で楽しかったですよ。あんな風に顔を出して、堂々と演技したのは初めてでしたから」

「……そうか。そりゃ、よかった」

「はいっ☆　実はですね、ミドリ部長が間に合わないってなった時、私、あんまり焦あせってなかったんですよ」

　皿を洗う手を止めて、彩羽の方を見る。

　彩羽は手元に視線を落としたまま小さく微笑んで。

「センパイなら、なんとかしてくれるって信じてましたから」

　囁くように、そう言った。

「……っ」

　うまく言えないが。

　いつものウザさを感じさせない彩羽のその表情に、一瞬だけ。

　心臓が跳ねたような、そんな気がした。

　ちょうど、そのタイミングで。

「……真白も手伝う」

　俺たちの間に、どこからともなく現れた真白が、ズイッと入ってきた。

「お……おう。サンキュー、真白」

　そのおかげで我に返る。

　今、俺はとんでもなくおぞましい何かに囚とらわれていたような気がする。

　真白が来てくれて助かった。

「麻雀はもういいのか？」

「演劇部の子に、代わってもらった。山田やまだって子。……彩羽ちゃんが、こっち来たから」

　すこしだけ頰ほおを膨らませ、肩をぶつけるようにして皿を洗い始めた。

「ふーん。それじゃあ競争、ですねー」

　俺の左側に位置取る真白に競うように彩羽も右側に回り込んで皿を泡立て始めた。

　がっつん、がっつんと両方から肩をぶつけられて、滅茶苦茶めちゃくちゃ洗いにくいんだが……。

　何だ、これは。真白はこれ……前に言ってた、好きにさせてみせる、って宣言と何か関係した行動なんだろうか。彩羽と喋しゃべっているだけで、嫉妬しっとしている……？

　ということはそれに張り合う彩羽も……いや、コイツはただ勝負事が好きだから競ってるだけだな、うん。

　キッチンで三人、ぎゅうぎゅう詰めになりながら作業していると。


「明照あきてる様 ──……」



　紫式部先生まで現れた。

　リビングの方からフラリとやってきた彼女は、長い前髪がたらりと力なくたれていて、日本のホラー映画の幽女のようだ。

「ん？　どうしたんですか、紫式部先せ──先生!?」

　倒れ込んできた彼女の体を俺は思わず抱き止めていた。ジャージに食器用洗剤の泡がついてしまうが、そんなことを気にしている余裕はなかった。

　カタカタと、彼女の体が震えていたから。

「どうしたんですか？　急性きゅうせいアルコール中毒なら、すぐに救急車を呼ばないと」

「お願い……」

　か細い声。俺の提案も彼女の酒の飲み方なら充分あり得ると思ったんだが、この声の調子からしてどうやらそうではなさそうだ。意識はしっかり保っている。この声には、明確な意思がこもっている。

　怖い。──そういう、か弱い女性のような感情が。

　こんな菫は見たことがない。影石かげいし菫という女は、紫式部先生という生き物は、こんな──。

「お願い……します……」

　俺の体をずるずる滑り落ちるように足元にくずおれる。

　俺は、初めて見た。こんな──。

　影石菫が、紫式部先生が、こんな──心の底から痛切な、真剣な土下座をしたところを。

　そして、彼女は言った。

　その台詞は俺にとってあまりにも衝撃的で、直後に聴こえた二枚の皿が割れる音さえ霞んでしまうほどだった。




「アタシと──結婚、してください」
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あとがき






　読者の皆様、いつも応援ありがとうございます。ＧＡ文庫の犬、三河みかわごーすとです。この度は『友達の妹が俺にだけウザい』第２巻をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

　ありがたいことにこの『友達の妹が俺にだけウザい』シリーズ、１巻発売当初から各所で大反響を呼びまして、発売日当日に自分史上最大規模の重版をかけていただきました。具体的な数字を書けないのでこの驚きを共有するのは難しいのですが、今まで「たくさん重版したね」って言われてた重版部数の二倍くらいありまして、ありがたいやら恐ろしいやら。

　しかも今回帯に書かれている通り、コミカライズも速攻で決定しました！　めでたい！

　それもこれも、買ってくださった読者の皆様のおかげです。感謝！




　さて、ここからはすでに２巻の内容にかかわる話をしようと思うので、まだ読んでいない方は閲覧注意。今すぐ手のひらでここから先の紙面を隠し、一ページ目に戻って内容を読み始めてください。とはいえ、べつに深刻なネタバレをするわけじゃないんですが、念のためね。




　……いいですか？

　もうここには２巻未読の方は残っていませんね？




　それでは、話を始めます。

　実はこの２巻ではとあるキャラと夜景の綺麗な高級フランス料理店に行く、というシーンがあります。プロポーズ間近のカップルしか行かないような高級フレンチで雰囲気たっぷりの中、二人きりでロマンチックなディナーの時間を過ごす── 高校生である明照あきてるたちには不釣り合いながらも、だからこそその背伸び感を描く意味で大切なシーンでした。

　が、それを書こうとしたとき、ひとつの問題が浮上しました。

「……あれ？　俺、高級フレンチ行ったことなくね？」

　どんな場所にあり、どんな雰囲気で、どんな料理が出て、どんなルールがあるのか。検索や本の知識で情報としては知っているものの、まったく自分自身の経験ではないため、いまいち描写にマジっぽさが含まれませんでした。

　そこで私はひとつの決意をします。よし、取材に行こう ── と。

　明照とヒロインの二人きりで高級フレンチで食事、そんな光景を現実に体験してこようと。

　私は高級フレンチへ行きました。




　一人で。




　私は「目の前の席にはヒロインが座ってるんだ。誰が何と言おうと座ってるんだ」と自分に言い聞かせながら、たったひとりで高級フレンチのコースを堪能たんのう。周囲の人から時折ときおり可哀想な人を見る目を向けられながらも、どうにか完走を果たしたのです。これ、そういう競技だっけ？

　一人カラオケ、一人焼肉、一人しゃぶしゃぶ等、「ぼっちによくあるライフワーク」はほとんど経験してきた私ですが、その中でも段違いにハードルの高い経験でした。

　なるべく人目につきにくい、隅っこの席を用意してくれた店員さん、あなたのおかげで私は心折れずに『いもウザ』の２巻が書けました。ホントにありがとう。

　次に取材の機会がある日までに、一緒にこういうお店に行ってくれるパートナーを見つけておきたいと切せつに思いました。


　……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………泣いてないよ？






　謝辞です。

　イラストを担当してくださっているトマリ先生。今回も神がかったイラストの数々を描いていただき、本当にありがとうございます！　新キャラの翠みどりも音井おといさんも完全無欠にイメージ通り、いや、それよりも遥かに超越した魅力的なデザインで感動しました。キャラの魅力は絵と文章の掛け算で決定すると思っているので、神イラストに負けないよう、文章の方もさらに魅力を増せるように頑張っていく所存しょぞんです。これからも『いもウザ』を一緒に盛り上げていきましょう！　今後ともよろしくお願いいたします。

　担当編集のぬるさん。いつも真摯しんしに助けになってくださり、とても感謝しています。今回もきちんと読者目線で鋭い感想、こういうシーンを見てみたい、という意見をいただけてすごく参考になっています。これからも一緒に『いもウザ』を面白くしていきましょう！

　そして『いもウザ』の反響を共に喜んでくださり、ツイッター上でも楽しく接してくださるＧＡ文庫関係者の皆様、さまざまな施策しさくで全力で後押ししてくださっている営業部の皆様、売場でのコメントや積極的な展開で売り伸ばしてくださっている書店員の皆様 ── そしてこの本を出版するうえで関わってくださっているすべての皆様、ありがとうございます。みんなが一丸いちがんとなって売ってくれている事実に、感謝の気持ちが尽きません。

　そしてこの本を買ってくださった、あるいは読んでくださったすべての読者の皆様。本当に本当にありがとうございます。期待に応え続けられるように全力で執筆してまいりますので、これからも『いもウザ』を応援し続けてくれると嬉しいです。




　果たして３巻はどんなお話が待っているのか？　次ページの次回予告で内容を想像しながら、楽しみにお待ちください。── 以上、三河ごーすとでした。
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著者

三河ごーすと（みかわごーすと）

　帯袖コメントの〆切前日にこのコメントを書いてるんですが、担当が『帯袖コメントよろしく』とウザいほど催促してきます。帯袖コメントなんて特にネタがないのにどうしろと……と思いながらこのコメントを書いたら『この部分の名称、帯袖じゃなかったわ。テヘ☆』と修正を依頼されました。よし、殴ろう。




イラスト

トマリ（とまり）

　紫式部先生むらさきしきぶせんせいにならないようにがんばります(〆切的な意味で)








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「三河ごーすと先生」係

「トマリ先生」係




https://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

友達の妹が俺にだけウザい２


三河ごーすと
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